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三
八
（
八
二
〇
）

　
“ア

タ
ム

・
ス
ミ
ス
の
自
然
価
格
論
に
つ

、
して
（
下
）

生
産
価
格
論
の
学
史
的
考
察

岡
　
　
崎

栄
　
　
松

〕１〔〕皿〔〕皿〔〕ｗ〔

一二三四
□二三四 は

じ
め
に

Ａ
・
ス
ミ
ス
の
狭
義
の
自
然
価
格
論

　
ス
ミ
ス
の
自
然
価
格
・
市
場
価
格
論

　
投
下
労
働
説
と
支
配
労
働
説

　
分
解
価
値
説
と
構
成
価
値
説
（
以
上
、
前
々
号
所
載
）

　
第
一
の
「
自
然
価
格
」
概
念
の
意
味
内
容

Ａ
・
ス
ミ
ス
の
広
義
の
自
然
価
格
論

　
ス
ミ
ス
の
賃
金
・
利
潤
論

　
第
二
の
「
自
然
価
格
」
概
念
と
そ
の
理
論
的
意
義
（
以
上
、

　
ス
ミ
ス
地
代
論
Ｈ
（
以
下
、
本
号
所
載
）
ー

　
ス
ミ
ス
地
代
論
ｏ

問
題
の
総
括

前
号
所
載
）



〕皿〔

Ａ
・
ス
ミ
ス
の
広
義
の
自
然
価
格
論
（
っ
づ
き
）

三
　
ス
ミ
ス
地
代
論
ｏ

　
本
稿
の
前
節
で
は
わ
れ
わ
れ
は
、
　
『
国
富
論
』
第
一
篇
第
十
一
章
「
地
代
に
っ
い
て
」
の
序
論
的
部
分
を
、
そ
こ
に
提
示
さ
れ
て

い
る
「
十
分
た
価
格
一
概
念
に
焦
点
を
絞
っ
て
見
て
き
た
の
だ
が
、
一
…
で
わ
れ
わ
れ
は
、
同
篇
同
章
の
本
論
の
検
討
に
は
い
る
ま

え
に
、
前
節
で
の
考
察
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
諸
点
を
ま
と
め
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
Ｈ
ア
ダ
ム
・
ス
、
・
・
ス
は
、
「
地
主
は
未
改
良
の
土
地
に
た
い
し
て
さ
え
地
代
を
要
求
す
る
」
こ
と
、
「
彼
〔
地
主
〕
は
、
と
き
に
よ

っ
て
は
人
問
が
全
然
改
良
で
き
ぬ
も
の
に
た
い
し
て
も
地
代
を
要
求
す
る
」
こ
と
な
ど
の
諸
点
を
指
摘
し
た
が
ら
、
土
地
資
本
の
利

子
と
「
本
来
の
地
代
一
と
を
は
っ
き
り
区
別
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。
Ｏ
さ
ら
に
ス
、
ミ
ス
は
、
「
土
地
の
使
用
に
た
い
し
て
支
払
わ

れ
る
価
格
と
見
な
さ
れ
る
土
地
の
地
代
〔
１
１
「
本
来
の
地
代
」
〕
は
、
当
然
、
一
個
の
独
占
価
格
で
あ
る
」
と
す
る
。
臼
こ
の
よ
う
な

見
地
か
ら
ス
、
・
・
ス
は
、
「
十
分
な
価
格
」
に
く
資
本
補
填
分
十
平
均
利
潤
Ｖ
を
合
意
さ
せ
な
が
ら
、
土
地
生
産
物
が
「
ふ
つ
う
市
場
へ

も
た
ら
さ
れ
う
る
」
条
件
は
そ
の
「
通
常
価
格
」
が
「
十
分
な
価
格
」
に
達
し
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
も
し
こ
の
「
通
常
価
格
」

が
こ
れ
以
上
に
高
け
れ
ば
、
　
「
十
分
な
価
格
」
を
越
え
る
剰
余
分
は
当
然
、
地
代
に
な
る
と
主
張
す
る
。
域
彼
は
ま
た
、
土
地
生
産

物
の
「
若
干
部
分
」
に
ー
た
い
し
て
は
「
十
分
た
価
格
よ
り
も
高
い
価
格
を
必
ず
っ
ね
に
生
じ
さ
せ
る
ほ
ど
の
需
要
が
あ
る
」
の
で
、

そ
れ
ら
は
「
必
ず
つ
ね
に
地
主
に
地
代
を
も
た
ら
す
」
こ
と
に
な
る
が
、
土
地
生
産
物
の
「
他
の
諸
部
分
」
の
場
合
に
は
、
そ
れ
ほ

　
　
　
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
自
然
価
格
論
に
つ
い
て
（
下
）
（
岡
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
（
八
二
一
）
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四
〇
（
八
二
二
）

ど
の
需
要
が
あ
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
か
ら
、
そ
れ
ら
は
　
　
い
ろ
い
ろ
の
事
情
に
応
じ
て
　
　
地
主
に
地
代
を
も
た
ら
し
う
る
と
き

も
あ
れ
ば
、
そ
う
し
え
な
い
と
き
も
あ
る
と
説
く
。
固
こ
う
し
て
ス
ミ
ス
は
、
土
地
生
産
物
の
「
通
常
価
格
」
が
そ
の
「
十
分
た
価

格
」
を
越
え
た
さ
い
の
剰
余
分
が
地
代
だ
と
主
張
し
、
か
つ
、
　
「
通
常
価
格
」
が
「
十
分
た
価
格
」
を
越
え
て
地
代
を
も
た
ら
す
か

　
　
　
　
、
　
　
　
、

ど
う
か
は
需
要
に
よ
っ
て
決
ま
る
と
す
る
。
内
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
に
説
く
こ
と
に
よ
っ
て
ス
、
・
・
ス
は
、
第
七
章
に
お
け
る
自
然

価
格
・
市
場
価
格
論
を
自
分
自
身
で
否
定
し
崩
壊
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
、
な
普
た
ら
ば
、
同
章
で
は
彼
は
、
自
由
競
争
の
諸
条
件
の

も
と
で
は
地
代
が
垣
常
的
に
そ
の
「
自
然
率
」
以
下
に
下
が
る
こ
と
は
あ
り
え
ず
、
し
た
が
っ
て
、
土
地
が
生
産
に
は
い
る
場
合
、
地

　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

代
は
っ
ね
に
「
価
格
の
構
成
部
分
」
を
た
す
と
主
張
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
喝
し
か
し
ス
、
・
・
ス
自
身
は
、
さ
ら
に
す
す
ん
で
、
「
注

意
す
べ
き
こ
と
は
、
地
代
は
賃
金
や
利
潤
と
は
異
な
っ
た
仕
方
で
諸
商
品
の
価
格
の
構
成
に
参
加
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
云

々
と
述
べ
て
、
「
十
分
な
価
格
」
概
念
を
土
地
生
産
物
だ
げ
で
た
く
非
土
地
生
産
物
に
も
適
用
す
る
。
¢
リ
だ
が
、
こ
の
こ
と
は
、
第

十
一
章
に
い
た
っ
て
彼
が
、
〈
資
本
補
填
分
十
平
均
利
潤
Ｖ
を
含
意
す
る
「
十
分
た
価
格
」
を
、
第
七
章
（
お
よ
び
後
続
の
第
八
～
十
章
）

で
の
本
来
的
な
「
自
然
価
格
」
に
代
わ
る
第
二
の
「
自
然
価
格
」
概
念
と
し
て
提
起
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
に
は
か
た
ら
た
い
。

鉤
こ
の
「
十
分
た
価
格
」
　
　
第
二
の
「
自
然
価
格
」
概
念
を
提
示
す
る
さ
い
の
ス
、
ミ
ス
は
、
「
資
本
は
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
杜
会
の
い
っ
さ

い
を
支
配
す
る
経
済
力
で
あ
る
」
と
い
う
点
を
洞
察
し
て
い
て
、
「
資
本
主
義
的
生
産
に
と
っ
て
十
分
な
、
資
本
の
立
場
か
ら
し
て
十

分
な
価
格
」
は
そ
の
性
質
上
、
地
代
を
排
除
す
る
と
い
う
事
情
を
正
し
く
把
握
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
冊
ま
た
ス
、
・
・
ス
が
、
土

地
生
産
物
に
か
ん
し
て
「
通
常
価
格
」
と
「
十
分
た
価
格
」
と
を
区
別
し
、
か
つ
、
地
代
は
「
十
分
な
価
格
」
を
越
え
る
剰
余
分
だ

と
す
る
場
合
に
は
、
彼
は
右
の
事
情
の
正
し
い
把
握
の
う
え
で
、
な
お
、
　
「
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
杜
会
の
い
っ
さ
い
を
支
配
す
る
経
済
力
」

と
し
て
の
資
本
も
現
実
に
は
土
地
所
有
の
側
か
ら
の
低
抗
に
出
く
わ
す
と
い
う
点
に
気
づ
い
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
尚
ア
ダ
ム
・
ス



ミ
ス
が
、
地
代
（
１
１
「
本
来
の
地
代
」
）
は
総
じ
て
「
一
個
の
独
占
価
格
」
だ
と
強
調
す
る
と
き
に
は
、
彼
は
　
第
一
篇
第
七
章
で
の

自
説
に
低
触
し
た
が
ら
も
　
　
、
土
地
所
有
の
独
占
が
土
地
生
産
物
の
価
格
形
成
に
一
定
の
千
渉
作
用
を
お
よ
ぽ
す
こ
と
を
鋭
く
察

知
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
が
、
第
十
一
章
「
地
代
に
っ
い
て
」
の
序
論
的
部
分
の
吟
味
・
検
討
に
よ
っ
て
明
確
に
な
っ
た
主
要
な
諸
点
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
こ
れ
ら
の
点
を
ふ
ま
え
て
、
い
ま
や
わ
れ
わ
れ
は
ス
ミ
ス
地
代
論
の
内
容
を
見
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
す
で
に
述
べ
て
お
い
た
よ
う
に
、
ア
ダ
ム
・
ス
、
・
・
ス
は
、
土
地
生
産
物
を
「
っ
ね
に
地
代
を
生
ず
る
土
地
生
産
物
」
と
、

「
あ
る
と
き
に
は
地
代
を
生
じ
、
あ
る
と
き
に
は
そ
れ
を
生
じ
な
い
土
地
生
産
物
」
と
に
区
別
し
、
前
者
に
っ
い
て
は
第
十
一
章
の

第
一
節
で
、
ま
た
後
者
に
っ
い
て
は
同
章
の
第
二
節
で
考
察
す
る
。
だ
か
ら
わ
れ
わ
れ
も
、
ス
、
・
・
ス
地
代
論
の
検
討
に
さ
い
し
て
は

彼
の
こ
う
し
た
手
法
を
そ
の
ま
ま
採
用
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
わ
れ
わ
れ
は
ス
、
・
・
ス
地
代
論
を
、
い
「
っ
ね
に
地
代
を

生
ず
る
土
地
生
産
物
」
に
っ
い
て
の
所
論
（
第
十
一
章
第
一
節
）
と
、
何
「
あ
る
と
き
に
は
地
代
を
生
じ
、
あ
る
と
き
に
は
そ
れ
を
生

じ
な
い
土
地
生
産
物
」
に
か
ん
す
る
所
論
（
同
章
第
二
節
）
と
に
分
げ
て
、
前
者
を
本
節
「
ス
、
・
・
ス
地
代
論
Ｈ
」
で
、
後
老
を
次
節
「
ス

ミ
ス
地
代
論
ｏ
」
で
取
り
扱
う
わ
け
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
ま
ず
、
第
十
；
早
第
一
節
「
っ
ね
に
地
代
を
生
ず
る
土
地
生
産
物
に
っ
い
て
」
。
　
　
こ
こ
で
は
、
「
十
分
な
価
格
よ
り
も

高
い
価
格
を
必
ず
っ
ね
に
生
じ
さ
せ
る
ほ
ど
の
需
要
が
あ
る
」
よ
う
た
土
地
生
産
物
の
「
若
干
部
分
」
が
考
察
さ
れ
る
。

　
は
じ
め
に
ア
ダ
ム
．
ス
、
・
・
ス
は
、
総
じ
て
人
問
の
「
食
物
」
は
っ
ね
に
そ
れ
自
身
の
需
要
を
生
み
出
す
も
の
だ
と
し
て
次
の
よ
う

に
述
べ
る
。
　
　
「
人
問
は
他
の
す
べ
て
の
動
物
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
の
生
活
手
段
に
比
例
し
て
自
然
に
増
殖
す
る
も
の
で
あ
る
か

　
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、

ら
、
食
物
に
た
い
す
る
需
要
は
っ
ね
に
多
か
れ
少
な
か
れ
存
在
す
る
。
食
物
は
、
っ
ね
に
大
な
り
小
な
り
の
労
働
量
を
購
買
ま
た
は

　
　
　
ア
ダ
ム
．
ス
、
・
・
ス
の
自
然
価
格
論
に
つ
い
て
（
下
）
（
岡
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
（
八
二
三
）



　
　
　
立
命
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五
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、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
（
八
二
四
）

あ
酎
芯
お
小
の
で
あ
っ
て
、
し
か
も
、
こ
れ
を
獲
得
す
る
た
め
に
よ
ろ
こ
ん
で
何
事
か
を
し
よ
う
と
い
う
幾
人
か
の
人
は
、
い
っ
．
で

も
必
ず
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
」
（
掌
～
ミ
§
§
県
き
ぎ
葦
・
ｐ
崖
べ
・
前
掲
訳
書
、
二
八
二
頁
、
傍
点
は
引
用
老
）
。

　
つ
ま
り
、
Ａ
・
ス
ミ
ス
に
よ
れ
ば
、
人
問
の
「
食
物
」
が
増
加
す
れ
ば
、
そ
の
消
費
者
た
る
人
問
も
「
自
然
に
増
殖
す
る
」
の
で
、

「
食
物
」
の
場
合
に
は
、
そ
れ
の
供
給
自
身
が
そ
れ
の
需
要
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
ま
た
、
彼
の
考
え
で
は
、
　
「
食
物

に
た
い
す
る
需
要
は
つ
ね
に
多
か
れ
少
た
か
れ
存
在
す
る
」
し
、
　
「
食
物
は
、
つ
ね
に
大
た
り
小
た
り
の
労
働
量
を
購
買
ま
た
は
支

配
で
き
る
」
わ
げ
で
あ
る
。
そ
し
て
ス
ミ
ス
は
、
こ
の
よ
う
た
「
食
物
」
を
産
出
す
る
土
地
の
地
代
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
　
「
ど
の
よ
う
た
位
置
に
あ
っ
て
も
、
た
い
て
い
の
土
地
は
、
食
物
を
市
場
へ
も
た
ら
す
の
に
必
要
な
い
っ
さ
い
の
労
働
を
扶
養

　
す
る
に
足
り
る
よ
り
も
多
量
の
食
物
を
生
産
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
労
働
が
も
っ
と
も
気
前
よ
く
扶
養
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
う
え
、
っ
ね
に
こ
の
剰
余
は
、
こ
の
労
働
を
雇
用
し
た
資
財
を
、
そ
の
利
潤
と
と
も
に
回
蚊
し
て
な
お
余
り

　
あ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
地
主
に
た
い
す
る
地
代
と
し
て
、
っ
ね
に
若
干
の
も
の
が
残
る
の
で
あ
る
」
（
峯
午
ｏ
・
崖
べ
・

　
同
上
、
二
八
二
－
二
八
三
頁
、
傍
点
は
引
用
者
、
　
　
〈
引
用
Ｍ
Ｖ
）
。

　
こ
の
く
引
用
Ｍ
Ｖ
で
は
、
ス
ミ
ス
は
地
代
を
、
　
「
十
分
た
価
格
」
（
た
だ
し
、
こ
こ
で
も
彼
は
前
貸
不
変
資
本
の
回
収
の
問
題
を
忘
れ
て
』

い
る
）
を
越
え
る
剰
余
分
と
し
て
示
そ
う
と
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
彼
は
重
農
主
義
的
見
解
に
傾
斜

　
　
　
（
注
）
　
　
　
　
　
　
　
、
、

し
て
い
て
「
食
物
」
の
価
格
を
間
題
に
し
な
い
た
め
に
、
地
主
の
手
に
「
残
る
」
地
代
が
「
食
物
」
の
た
ん
た
る
剰
余
分
と
し
て
現

わ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
て
地
代
の
本
質
に
か
ん
す
る
説
明
が
不
十
分
の
ま
ま
に
終
っ
て
い
る
。
『
剰
余
価
値
学
説
史
』
（
第
二
分
冊
）
に

お
い
て
マ
ル
ク
ス
が
、
右
の
く
引
用
Ｍ
Ｖ
の
文
章
を
評
し
て
、
　
「
こ
れ
は
ま
っ
た
く
重
農
主
義
的
に
聞
こ
え
る
し
、
ま
た
、
な
畦
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
特
殊
な
商
品
の
『
価
格
』
が
『
十
分
な
価
格
』
を
越
え
る
剰
余
を
、
す
な
わ
ち
地
代
を
、
支
払
う
の
か
の
論
証
も
説
明
も
欠
げ
て



い
る
」
（
く
０
ｑ
－
・
ド
ざ
ミ
ざ
ぎ
↓
９
－
月
竃
ミ
一
団
Ｐ
畠
一

傍
点
は
マ
ル
ク
ス
）
と
書
い
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

弓
９
Ｈ
ｐ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
．
ｏ
ｏ
邊
山
観
．

『
学
説
史
』
第
二
分
冊
、

『
全
集
』
ゆ
１
、

四
七
〇
頁
参
照
、

（
注
）
　
周
知
の
よ
う
に
－
、
ス
ミ
ス
地
代
論
に
は
重
農
主
義
か
ら
の
影
響
が
あ
ち
、
」
ち
に
見
ら
れ
る
が
、
第
十
；
早
第
一
節
で
は
そ
れ
が
と
く
に

　
　
顕
著
で
あ
る
。
い
ま
、
そ
の
一
例
を
挙
げ
て
お
げ
ぱ
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
　
　
「
土
地
の
地
代
は
、
そ
の
生
産
物
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
、
そ
の
多
産
性
に
伴
な
っ
て
差
異
を
生
ず
る
ぱ
か
り
で
は
な
く
、

　
　
そ
の
多
産
性
が
ど
れ
ほ
ど
で
あ
ろ
う
と
も
、
そ
の
位
置
に
伴
な
っ
て
も
差
異
を
生
ず
る
。
都
会
の
近
隣
の
土
地
は
、
農
村
の
遠
隔
地
方
に

　
　
あ
る
同
等
に
多
産
的
な
土
地
よ
り
も
、
よ
り
多
く
の
地
代
を
も
た
ら
す
。
前
者
を
耕
作
す
る
に
は
、
後
者
を
そ
う
す
る
よ
り
も
多
く
の
労

　
　
働
が
費
や
さ
れ
る
わ
け
で
も
な
か
ろ
う
が
、
遠
隔
地
の
生
産
物
を
市
場
へ
も
た
ら
す
に
は
、
っ
ね
に
１
よ
り
多
く
の
労
働
が
費
や
さ
れ
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
ち
が
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
よ
り
多
量
の
労
働
が
こ
の
生
産
物
で
扶
養
さ
れ
る
に
ち
が
い
な
い
し
、
ま
た
、
農
業
者
の
利
潤
と
地
主
の
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
代
と
の
双
方
が
引
き
出
さ
れ
る
そ
の
剰
余
も
縮
減
す
る
に
ち
が
い
た
い
」
（
『
ざ
ミ
§
§
県
き
ぎ
葦
一
〇
・
崖
ｏ
。
・
前
掲
訳
書
、
二
八
三

　
　
頁
、
傍
点
は
引
用
者
）
。

　
　
　
こ
の
一
文
の
う
ち
、
最
後
の
セ
ソ
テ
ソ
ス
を
除
い
た
部
分
は
、
リ
ヵ
ー
ド
ウ
的
差
額
地
代
論
の
先
駆
を
な
す
も
の
と
し
て
興
味
深
い
が
、

　
　
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
マ
ル
ク
ス
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
（
く
阻
．
掌
§
き
ぎ
↓
邑
Ｈ
Ｈ
一
ミ
向
§
吋
Ｐ
員
↓
邑
月
Ｃ
０
．
・
。
睾

　
　
『
学
説
史
』
第
二
分
冊
、
『
全
集
』
ゆ
皿
、
四
七
〇
頁
参
照
）
、
右
の
最
後
の
セ
ソ
テ
ソ
ス
で
は
利
潤
お
よ
び
地
代
が
、
生
産
物
の
う
ち
労

　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
、
　
、

　
　
働
者
を
玩
物
で
「
扶
養
」
す
る
部
分
を
控
除
し
た
あ
と
に
残
る
生
産
物
の
た
ん
な
る
剰
余
分
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
も
、

　
　
と
も
と
重
農
主
義
の
見
解
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
　
　
な
お
、
ス
ミ
ス
の
重
農
主
義
的
患
考
様
式
は
、
第
十
；
早
よ
り
も
前
の
諾
章
で
も
す
で
に
散
見
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
た
と
え
ほ
第
八

　
章
に
は
次
の
よ
う
た
叙
述
が
見
ら
れ
る
。

　
　
　
「
豊
年
に
は
、
使
用
人
た
ち
（
器
ミ
竃
汀
）
は
、
し
ぱ
し
ほ
そ
の
親
方
た
ち
の
も
と
を
去
り
、
自
分
自
身
の
勤
労
に
よ
っ
て
獲
得
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
る
も
の
で
生
計
を
た
て
よ
う
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
食
料
品
が
安
価
だ
と
い
う
こ
の
同
じ
こ
と
が
、
使
用
人
た
ち
を
扶
養
す
る
こ
と
に
ー
な

　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
っ
て
い
る
元
本
を
増
加
さ
せ
、
ひ
い
て
は
親
方
た
ち
、
と
り
わ
け
農
業
者
た
ち
を
奨
励
し
て
、
い
っ
そ
う
多
数
の
者
を
雇
用
さ
せ
る
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
う
い
う
場
合
、
農
業
者
た
ち
は
、
彼
ら
の
穀
物
を
市
場
で
低
価
格
に
売
る
よ
り
も
、
そ
れ
で
多
少
と
も
多
く
の
労
働
使
用
人
（
－
き
◎
毫
｛
晶

　
　
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
自
然
価
格
論
に
つ
い
て
（
下
）
（
岡
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
（
八
二
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
（
八
二
六
）
　
　
　
　
　
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
　
。
。
ｇ
く
竃
誌
）
を
扶
養
し
、
ひ
い
て
は
い
っ
そ
う
多
く
の
利
潤
を
期
待
す
る
。
使
用
人
に
た
い
す
る
需
要
を
充
足
し
よ
う
と
申
し
出
る
者
の

　
　
　
数
が
減
少
す
る
の
に
、
こ
の
需
要
は
増
加
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
労
働
の
価
格
は
食
料
品
が
安
価
な
年
に
し
ば
し
ぽ
上
昇
す
る
の
で
あ
る
」

　
　
　
（
『
ざ
§
Ｑ
§
県
き
“
“
§
８
ｏ
』
岬
．
前
掲
訳
書
、
一
八
五
頁
、
傍
点
は
引
用
者
）
。

　
と
こ
ろ
で
ス
、
・
・
ス
は
、
　
「
人
間
の
食
物
」
を
産
出
す
る
耕
地
の
地
代
が
「
他
の
大
部
分
の
耕
地
の
地
代
」
を
左
右
す
る
と
し
て
次

の
よ
う
に
い
う
。
　
　
　
「
人
問
の
食
物
を
そ
の
生
産
物
と
す
る
耕
地
の
地
代
が
、
他
の
大
部
分
の
耕
地
の
地
代
を
競
制
す
る
…
…
。

ど
の
よ
う
な
特
殊
の
生
産
物
も
、
食
物
を
そ
の
生
産
物
と
す
る
耕
地
よ
り
も
僅
か
な
地
代
し
か
も
た
ら
さ
ぬ
ま
ま
で
長
期
問
と
ど
ま

っ
て
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
土
地
は
た
だ
ち
に
別
の
用
途
に
ふ
り
向
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
…
…

／
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
で
は
、
人
問
の
食
物
と
し
て
直
接
役
立
つ
主
要
な
生
産
物
は
穀
物
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
特
殊

な
位
置
に
で
も
な
い
か
ぎ
り
、
穀
産
地
の
地
代
が
他
の
す
べ
て
の
耕
地
の
そ
れ
を
観
制
す
る
の
で
あ
る
」
（
曼
｝
電
・
Ｈ
８
－
Ｈ
琴
同
上
、

三
〇
一
頁
）
。

　
こ
の
よ
う
に
ス
ミ
ス
は
、
　
「
人
問
の
食
物
を
そ
の
生
産
物
と
す
る
耕
地
の
地
代
が
、
他
の
大
部
分
の
耕
地
の
地
代
を
観
制
す
る
」

こ
と
、
　
「
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
で
は
、
特
殊
な
位
置
に
で
も
た
い
か
ぎ
り
、
穀
産
地
の
地
代
が
他
の
す
べ
て
の
耕
地
の
そ
れ
を
規
制
す
る
」

こ
と
を
正
当
に
力
説
す
る
の
だ
が
、
し
か
し
、
彼
の
場
合
、
　
「
穀
産
地
の
地
代
」
そ
の
も
の
が
ど
の
よ
う
に
し
て
決
定
さ
れ
る
か
の

問
題
は
立
ち
入
っ
て
考
察
さ
れ
た
い
。
も
っ
と
も
彼
自
身
は
、
　
「
ど
の
よ
う
た
位
置
に
あ
っ
て
も
、
た
い
て
い
の
土
地
は
、
食
物
を

市
場
へ
も
た
ら
す
の
に
必
要
な
い
っ
さ
い
の
労
働
を
扶
養
す
る
に
足
り
る
よ
り
も
多
量
の
食
物
を
生
産
す
る
の
で
あ
っ
て
…
…
」
と

い
う
上
掲
く
引
用
Ｍ
Ｖ
の
説
明
で
右
の
問
題
は
す
で
に
解
決
ず
み
と
考
え
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
し
か
し
、
さ
き
に
見
た
よ

う
に
、
こ
の
説
明
は
実
際
に
は
論
証
不
足
の
ま
ま
に
終
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
彼
に
あ
っ
て
は
、
他
の
す
べ
て
の
耕
地

の
地
代
を
観
制
す
る
と
さ
れ
る
「
穀
産
地
の
地
代
」
そ
の
も
の
は
、
も
っ
ぱ
ら
現
物
形
態
で
考
え
ら
れ
て
お
り
、
た
ん
に
そ
の
存
在



が
前
提
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
わ
げ
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
ス
ミ
ス
は
、
穀
物
以
外
の
も
の
が
主
食
と
な
っ
た
場
合
を
想
定
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
「
も
し
あ
る
国
で
・
人
民
か
ら
一
般
に
愛
好
さ
れ
る
植
物
性
の
食
物
が
あ
る
植
物
か
ら
と
ら
れ
、
ま
た
こ
の
植
物
が
、
も
っ
と

圭
つ
う
の
土
地
で
同
一
ま
た
は
ほ
と
ん
ど
ま
っ
た
く
同
一
の
耕
作
を
し
た
場
合
で
も
、
も
っ
と
喜
産
的
至
地
で
生
産
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
・
　
　
、
　
、
　
、
　
　
　
…
　
、
　
・
　
・
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

る
穀
物
よ
り
も
ず
一
と
多
量
に
生
産
さ
れ
る
よ
う
な
植
物
だ
と
す
れ
ば
、
地
主
の
地
代
、
っ
ま
り
労
働
隻
払
い
、
農
業
者
の
資

裟
な
鷺
鮭
£
ど
膝
仁
宣
息
払
払
ま
烹
乞
掌
転
鼠
を
、
穀
物
の
場
合
よ
り
も
必
然
的
に

は
る
か
に
大
き
を
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
国
で
労
働
が
ふ
っ
う
維
持
さ
れ
る
そ
の
率
が
ど
れ
ほ
ど
で
あ
ろ
う
と
も
、
こ
の

よ
り
大
き
な
剰
余
は
・
っ
ね
に
よ
り
多
量
の
労
働
を
維
持
し
う
る
で
あ
言
し
、
し
た
が
つ
て
ま
た
、
地
主
が
よ
り
多
量
の
労
働

　
を
購
買
ま
た
は
支
配
で
き
る
よ
う
に
す
る
で
あ
ろ
う
」
（
Ｈ
§
二
〇
・
Ｈ
８
・
同
上
、
三
〇
一
頁
、
傍
点
は
引
用
者
）
。

そ
し
て
ス
ミ
ス
は
・
こ
こ
で
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
「
あ
る
植
物
一
の
例
と
し
て
米
と
馬
鈴
薯
と
を
挙
げ
る
の
で
あ
る
が
、
た
と

え
ば
後
者
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
　
　
二
一
イ
カ
の
馬
鈴
薯
畑
は
、
；
イ
カ
の
小
麦
畑
よ
り
も
僅
か
の
費
用
で
耕
作
さ
れ
る
。
一
般
に
小
麦
の
播
種
に
先
だ
っ
て

お
こ
隻
れ
る
休
耕
は
・
馬
鈴
薯
の
場
合
に
っ
ね
簑
こ
な
わ
れ
る
除
草
そ
の
他
の
不
時
の
栽
培
費
を
相
殺
し
て
余
り
あ
る
ほ
ど

　
で
あ
る
。
米
が
米
産
諾
国
で
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
も
し
こ
の
根
菜
が
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
の
あ
る
地
方
で
人
民
が
ふ
つ
う
愛
好
す
る
食

物
に
智
・
そ
の
た
め
に
現
在
小
麦
そ
の
他
の
穀
類
が
占
め
て
い
る
の
と
同
じ
割
合
の
耕
地
を
占
め
る
よ
う
に
で
差
れ
ぽ
、
同

　
一
面
積
の
耕
地
は
現
在
よ
り
志
る
か
に
多
数
の
人
民
を
扶
養
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
労
働
者
は
一
般
に
馬
鈴
薯
で
養
わ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、
、
　
、
・
・
・
・
・
・
・
　
　
…
、
・
・
、
、
、
、
、
、
、

　
よ
う
に
な
る
か
ら
・
絆
伸
い
侭
肝
ぎ
か
わ
い
小
ぎ
い
小
賢
財
を
回
収
し
、
い
っ
さ
い
の
労
働
を
扶
養
し
た
あ
と
に
も
っ
と
多
く
の

　
　
　
　
ア
ダ
ム
．
ス
ミ
ス
の
自
然
価
格
論
に
つ
い
て
（
下
）
（
岡
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
（
八
二
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
（
八
二
八
）

　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、

　
剰
余
が
残
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
う
え
、
い
小
熱
余
小
ポ
ひ
ど
少
◆
小
か
か
弥
瓜
祢
主
に
鳳
か
か
こ
と
に
た
る
で
あ
ろ

　
う
」
（
§
掌
一
〇
・
崖
Ｈ
・
同
上
、
三
〇
三
頁
、
傍
点
は
引
用
者
）
。

　
こ
れ
ら
の
文
章
に
お
い
て
も
　
　
わ
れ
わ
れ
が
傍
点
を
付
し
た
部
分
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
　
　
ス
ミ
ス
は
地
代
を
、
　
「
十
分
た

価
格
」
（
１
１
〈
資
本
補
填
分
十
平
均
利
潤
Ｖ
）
を
越
え
る
剰
余
分
と
し
て
示
そ
う
と
し
て
い
る
が
、
し
か
し
、
こ
こ
で
も
や
は
り
生
産
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
）

の
現
物
移
態
（
穀
物
や
馬
鈴
薯
な
ど
）
だ
げ
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
ら
の
価
格
が
間
題
に
さ
れ
た
い
。
も
と
よ
り
ス
ミ
ス
自

身
は
、
　
「
食
物
は
、
っ
ね
に
大
な
り
小
な
り
の
労
働
量
を
購
買
ま
た
は
支
配
で
き
る
」
と
の
見
地
か
ら
、
「
食
物
」
の
「
通
常
価
格
」

が
つ
ね
に
そ
の
「
十
分
た
価
格
」
を
上
回
る
の
は
自
明
の
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
ス
ミ
ス
が

第
十
一
章
の
冒
頭
で
地
代
を
定
義
す
る
さ
い
に
、
「
こ
の
分
げ
前
〔
す
な
わ
ち
「
借
地
人
が
損
を
せ
ず
に
満
足
で
き
る
最
少
の
分
げ
前
」
〕
を

　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

越
え
る
生
産
物
部
分
、
ま
た
は
こ
れ
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
価
格
部
分
が
ど
れ
ほ
ど
で
あ
ろ
う
と
も
、
地
主
が
そ
れ
を
こ
の

土
地
の
地
代
と
し
て
自
分
の
手
も
と
に
留
保
し
よ
う
と
努
カ
す
る
の
は
当
然
で
あ
り
」
云
々
と
述
べ
て
、
借
地
農
業
者
の
「
最
少
の

分
げ
前
」
を
越
え
る
「
生
産
物
部
分
」
と
「
そ
の
価
格
部
分
」
と
を
ま
っ
た
く
同
一
視
し
て
い
た
こ
と
を
想
起
す
べ
き
で
あ
る
。
っ

ま
り
、
ス
、
、
、
ス
が
穀
物
や
馬
鈴
薯
な
ど
の
「
剰
余
」
に
っ
い
て
語
る
場
合
に
は
、
彼
は
そ
れ
ら
の
「
通
常
価
格
」
　
　
し
か
も
「
十

分
な
価
格
」
よ
り
も
高
い
「
通
常
価
格
」
を
事
実
上
、
前
提
し
て
い
る
わ
げ
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
も
と
も
と
間
題
は
、

土
地
生
産
物
の
「
若
干
部
分
」
に
た
い
し
て
は
「
十
分
な
価
格
よ
り
も
高
い
価
格
を
必
ず
っ
ね
に
生
じ
さ
せ
る
ほ
ど
の
需
要
が
あ
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

の
は
な
畦
か
、
い
い
か
え
れ
ば
、
な
ぜ
「
食
物
」
の
「
通
常
価
格
」
は
つ
ね
に
そ
の
「
十
分
な
価
格
」
よ
り
も
高
く
な
る
の
か
、
と

い
う
点
の
解
明
に
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
だ
か
ら
マ
ル
ク
ス
は
、
右
に
見
た
よ
う
な
ス
ミ
ス
の
所
論
に
か
ん
し
て
、
「
ス
ミ
ス
は
、

自
然
価
格
を
十
分
な
価
格
に
置
き
か
え
て
、
地
代
を
十
分
た
価
格
を
越
え
る
剰
余
に
等
し
い
と
説
明
し
た
あ
と
、
そ
も
そ
も
怖
瞥
が



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

間
題
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
、
地
代
を
、
農
業
が
供
給
す
る
食
料
と
農
民
が
消
費
し
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
食
料
と
の
割
合
か
ら
導
き

出
す
の
で
あ
る
」
（
掌
§
喜
ぎ
↓
９
月
ミ
向
ミ
一
墨
』
９
↓
巴
月
Ｃ
０
』
睾
『
学
説
史
』
第
二
分
冊
、
『
全
集
』
ゆ
皿
、
四
七
一
－
四
七
二

頁
、
傍
点
は
マ
ル
ク
ス
）
と
い
っ
て
い
る
。
ま
た
マ
ル
ク
ス
は
、
第
十
一
章
の
篤
一
節
全
体
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
論
評
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

「
…
…
な
ぜ
こ
の
生
産
物
〔
主
要
な
植
物
性
食
料
〕
は
つ
ね
に
－
地
代
を
支
払
う
の
か
？
　
な
ぜ
、
そ
の
通
常
価
格
は
つ
ね
に
そ
の
十
分

、
　
　
　
、
　
　
　
、

な
価
格
よ
り
も
高
い
の
か
？
　
ス
ミ
ス
は
こ
こ
で
は
価
格
を
無
視
し
て
、
ふ
た
た
び
重
農
主
義
に
陥
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で

、
　
　
　
、

需
要
が
っ
ね
に
そ
の
よ
う
に
大
き
い
の
は
、
こ
の
生
産
物
そ
の
も
の
が
需
要
を
っ
く
り
だ
し
、
そ
れ
自
身
の
消
費
者
を
っ
く
り
だ
す

か
ら
だ
、
と
い
う
こ
と
は
一
貫
し
て
い
る
。
た
と
え
こ
の
こ
と
を
前
提
す
る
と
し
て
も
、
な
ぜ
需
要
は
、
供
給
を
越
え
て
増
大
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、

し
た
が
っ
て
ま
た
価
格
を
十
分
な
価
格
よ
り
も
高
く
っ
り
上
げ
る
こ
と
に
な
る
の
か
は
、
わ
か
ら
な
い
で
あ
ろ
う
」
（
事
§
貴
ｃ
。
』
岬
・
。
・

同
上
、
四
七
六
頁
、
傍
点
は
マ
ル
ク
ス
）
。

　
　
（
注
）
　
ス
ミ
ス
の
考
え
で
は
、
こ
の
場
合
、
た
と
え
ぱ
馬
鈴
薯
の
剰
余
分
が
穀
物
の
そ
れ
よ
り
も
多
く
な
る
の
は
、
あ
る
面
積
の
土
地
で
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
　
　
出
さ
れ
る
馬
鈴
薯
が
、
同
一
面
積
の
土
地
で
産
出
さ
れ
る
穀
物
よ
り
も
多
量
の
栄
養
物
を
含
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
げ
ん
に
、
さ
き
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
　
　
「
馬
鈴
薯
畑
」
に
か
ん
す
る
一
文
の
す
ぐ
ま
え
に
は
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。
　
　
「
馬
鈴
薯
畑
で
生
産
さ
れ
る
食
物
は
、
米
田
で
生

　
　
　
　
産
さ
れ
る
そ
れ
よ
り
も
量
に
お
い
て
劣
ら
な
い
し
、
小
麦
畑
で
生
産
さ
れ
る
そ
れ
に
比
べ
れ
ぱ
は
る
か
に
優
っ
て
い
る
。
一
エ
ィ
カ
の
土

　
　
　
　
地
か
ら
馬
鈴
薯
が
一
万
二
千
ポ
ソ
ド
で
き
て
も
、
小
麦
が
二
千
ポ
ソ
ド
で
き
た
の
に
比
べ
て
多
量
だ
、
な
ど
と
い
う
こ
と
に
は
た
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
　
　
な
る
ほ
ど
、
こ
れ
ら
二
種
の
植
物
の
お
の
お
の
か
ら
ひ
き
だ
さ
れ
る
食
物
、
っ
ま
り
固
彬
滋
養
物
は
、
馬
鈴
薯
が
そ
の
性
質
上
、
水
分
を

　
　
　
　
多
く
含
ん
で
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
重
量
に
比
例
す
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
げ
れ
ど
も
、
大
い
に
手
心
を
加
え
、
こ
の
根
菜
の
重
量
の
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
　
　
分
が
水
分
だ
と
し
て
も
、
な
お
こ
の
よ
う
な
一
エ
ィ
ヵ
の
馬
鈴
薯
畑
は
、
六
千
ポ
ソ
ド
の
固
形
滋
養
物
を
生
産
す
る
わ
け
で
、
こ
れ
は
一

　
　
　
　
エ
ィ
カ
の
小
麦
畑
か
ら
生
産
さ
れ
る
三
倍
量
で
あ
る
」
（
『
ざ
ミ
§
§
ミ
き
ぎ
葦
一
〇
・
Ｈ
胃
・
前
掲
訳
書
、
三
〇
二
－
三
〇
三
頁
、
傍

　
　
　
　
点
は
引
用
者
）
。

　
　
　
　
　
こ
こ
で
も
ス
ミ
ス
が
、
重
農
主
義
的
思
考
様
式
の
も
と
に
、
農
業
労
働
者
た
ち
は
彼
ら
自
身
の
生
産
物
で
「
扶
養
」
さ
れ
る
と
考
え
て

　
　
　
　
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
自
然
価
格
論
に
つ
い
て
（
下
）
（
岡
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
（
八
二
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
（
八
三
〇
）

　
　
　
　
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
右
の
一
文
を
読
む
と
、
わ
れ
わ
れ
が
本
文
に
引
用
し
た
マ
ル
ク
ス
の
ス
、
、
・
ス
批
判
、
す
な
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、

　
　
　
　
ち
「
ス
ミ
ス
は
、
…
－
・
そ
も
そ
も
価
格
が
問
題
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
、
地
代
を
、
農
業
が
供
給
す
る
食
料
と
農
民
が
消
費
し
な
げ
れ
ぽ

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
　
　
　
な
ら
な
い
食
料
と
の
割
合
か
ら
導
き
出
す
の
で
あ
る
」
（
傍
点
は
マ
ル
ク
ス
）
と
い
う
批
判
の
正
当
性
が
い
っ
そ
う
判
然
と
し
て
く
る
で
あ

　
　
　
　
ろ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
、
次
の
一
文
に
お
い
て
は
家
畜
の
「
価
格
」
ま
た
は
そ
の
「
通
常
価
格
」
を
間
題
に
し
て

い
る
。

　
　
「
…
…
耕
作
が
拡
大
さ
れ
る
た
め
に
、
未
改
良
の
原
野
は
屠
肉
に
た
い
す
る
需
要
を
充
足
し
き
れ
た
く
な
っ
て
く
る
。
耕
作
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

　
れ
た
土
地
の
一
大
部
分
は
、
家
畜
の
飼
育
や
肥
育
の
た
め
に
使
用
さ
れ
ざ
る
を
え
た
い
し
、
し
た
が
っ
て
ま
た
家
畜
の
価
格
も
、

　
そ
れ
を
世
話
す
る
の
に
必
要
な
労
働
に
た
い
し
て
支
抵
う
の
に
足
り
る
ぽ
か
り
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
土
地
が
耕
作
に
使
用
さ

　
れ
る
場
合
、
地
主
や
農
業
者
が
そ
こ
か
ら
引
き
出
せ
た
は
ず
の
地
代
や
利
潤
を
も
支
拡
う
に
足
り
る
も
の
で
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
…
…
ス
コ
ッ
ト
ラ
ソ
ド
の
高
地
地
方
の
多
く
の
地
域
で
、
屠
肉
が
オ
ー
ト
ミ
ー
ル
製
の
バ
ソ
に
比
べ
て
さ
え
、
同
等
に
安
か
っ
た

　
り
、
む
し
ろ
も
っ
と
安
か
っ
た
り
し
て
い
た
こ
ろ
か
ら
、
ま
だ
一
世
紀
と
は
た
っ
て
い
な
い
。
　
〔
イ
ン
グ
ラ
ソ
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

　
ド
と
の
〕
合
邦
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ソ
ド
の
高
地
地
方
の
家
畜
に
た
い
し
て
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
の
市
場
を
開
放
し
た
。
こ
の
家
畜
の

　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
通
常
価
格
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
現
世
紀
の
は
じ
め
に
比
べ
て
約
三
倍
に
上
が
り
、
高
地
地
方
の
多
く
の
所
有
地
の
地
代
は
同
一
の

　
期
問
中
に
三
倍
に
も
四
倍
に
も
な
っ
た
」
（
§
｝
君
・
一
お
．
旨
◎
・
同
上
、
二
八
五
－
二
八
六
頁
、
傍
点
は
引
用
老
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
）

　
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
右
の
一
文
で
は
Ａ
・
ス
ミ
ス
は
、
家
畜
の
「
価
格
」
あ
る
い
は
そ
の
「
通
常
価
格
」
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
は
家
畜
の
「
十
分
た
価
格
」
が
考
察
さ
れ
な
い
ま
ま
に
、
家
畜
の
「
価
格
」
１
１
「
通
常
価
格
」
は
「
そ
れ
を
世
話
す

る
の
に
必
要
な
労
働
」
の
賃
金
と
、
「
こ
の
よ
う
た
土
地
〔
っ
ま
り
、
牧
場
に
転
用
さ
れ
た
耕
地
〕
が
耕
作
に
使
用
さ
れ
る
場
合
、
地
主



や
農
業
者
が
そ
こ
か
ら
引
き
出
せ
た
は
ず
の
地
代
や
利
潤
」
と
の
合
計
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
ス
ミ
ス
が
こ
の
よ
う
に
穀
産
地

の
地
代
と
利
潤
と
を
一
括
し
て
問
題
に
す
る
さ
い
に
は
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
そ
れ
ら
を
現
物
形
態
で
、
す
な
わ
ち
生
産
物
の
う

ち
労
働
者
を
「
扶
養
」
す
る
部
分
を
控
除
し
た
あ
と
に
残
る
「
剰
余
」
生
産
物
と
し
て
表
象
す
る
傾
向
が
と
く
に
強
い
の
で
、
こ
こ

で
は
、
穀
産
地
そ
の
も
の
に
か
ん
し
て
地
代
を
「
十
分
な
価
格
」
を
越
え
る
剰
余
分
と
し
て
説
明
す
る
見
地
が
後
退
し
て
お
り
、
し

た
が
っ
て
牧
場
の
地
代
も
、
家
畜
の
「
価
格
」
１
－
「
通
常
価
格
」
が
そ
の
「
十
分
な
価
格
」
を
越
え
る
超
過
分
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る

と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
注
）
　
い
ま
、
こ
の
「
通
常
価
格
（
亭
¢
§
２
§
｛
肩
－
８
）
」
に
つ
い
て
少
し
詳
し
く
見
て
お
こ
う
。

　
　
　
ま
ず
、
結
論
を
先
に
い
っ
て
お
け
ぱ
、
ス
ミ
ス
の
い
う
「
通
常
価
格
」
は
、
た
ん
な
る
市
場
価
格
で
は
な
く
て
艮
斯
跡
一
平
卸
跡
か
市

　
　
場
価
格
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
以
前
に
第
七
章
で
ス
ミ
ス
が
、
市
場
価
格
の
変
動
が
賃
金
や
利
潤
な
ど
に

　
　
お
よ
ぽ
す
影
響
を
論
じ
た
と
き
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
こ
と
を
想
起
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
借
地
契
約
の
条
件
を
と
り
決
め

　
　
る
に
・
さ
い
し
て
は
、
地
主
も
農
業
者
も
、
そ
の
最
善
の
判
断
に
し
た
が
い
、
か
の
率
〔
生
産
物
地
代
の
年
率
〕
を
生
産
物
の
一
時
的
で
随

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
時
的
な
価
格
に
で
は
な
く
、
そ
の
平
均
的
で
通
常
的
な
価
格
に
適
合
さ
せ
よ
う
と
努
力
す
る
」
（
本
誌
前
号
、
二
七
－
二
八
頁
参
照
）
、
と
。

　
　
　
ス
、
、
、
ス
は
こ
の
よ
う
に
、
市
場
価
格
を
「
一
時
的
で
随
時
的
な
価
格
（
亭
Ｏ
箒
昌
Ｏ
◎
量
ｑ
竃
｛
◎
８
易
－
◎
§
－
肩
－
８
）
」
と
「
平
均
的

　
　
で
通
常
的
な
価
格
（
艘
ｏ
ミ
胃
品
ｏ
彗
ｐ
◎
邑
巨
彗
｝
肩
－
８
）
」
と
に
区
別
す
る
の
だ
が
、
　
「
通
常
価
格
」
が
問
題
と
さ
れ
る
場
合
、
彼

　
　
が
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
、
後
者
す
な
わ
ち
「
平
均
的
で
通
常
的
な
価
格
」
の
ほ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
ス
ミ
ス
は
、
第
十

　
　
一
章
の
あ
る
筒
所
で
、
「
…
歴
史
家
や
他
の
著
述
家
が
一
般
に
価
格
を
記
録
す
る
の
は
、
そ
れ
が
異
常
に
高
い
か
安
い
か
の
い
ず
れ
か
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
こ
う
い
う
記
録
を
も
と
に
し
て
通
常
価
格
が
ど
れ
ほ
ど
だ
っ
た
か
と
い
う
判
断
を
く
だ
す
の
は

　
困
難
で
あ
る
」
（
皇
ミ
・
ｂ
・
ミ
・
。
・
同
上
、
三
二
九
－
三
三
〇
頁
、
傍
点
は
引
用
者
）
と
い
っ
て
い
る
。
ま
た
ス
ミ
ス
は
、
同
章
の
あ
ち
こ

　
　
ち
で
「
通
常
価
格
」
の
こ
と
を
「
穏
当
で
妥
当
な
価
格
（
亭
¢
昌
◎
ま
§
訂
彗
ｑ
篶
易
昌
～
匡
ｏ
肩
－
８
）
」
と
か
「
平
均
的
市
場
価
格

　
　
（
亭
¢
ミ
Ｏ
Ｓ
需
昌
彗
斥
９
肩
ざ
¢
）
」
、
「
平
均
価
格
（
｝
０
ミ
睾
晶
＠
肩
－
８
）
」
と
呼
び
か
え
、
さ
ら
に
、
た
と
え
ば
小
麦
や
牛
肉
の
「
十

　
ア
ダ
ム
．
ス
、
、
、
ス
の
自
然
価
格
論
に
つ
い
て
（
下
）
（
岡
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
（
八
三
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
（
八
三
二
）

　
　
　
二
年
間
の
平
均
価
格
」
を
問
題
に
し
て
い
る
。
さ
き
に
わ
れ
わ
れ
が
、
ス
ミ
ス
の
「
通
常
価
格
」
は
長
期
的
．
平
均
的
な
市
場
価
格
を
意

　
　
　
味
し
て
い
る
と
い
っ
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　
さ
て
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
ス
ミ
ス
は
、
　
「
土
地
の
使
用
に
た
い
し
て
支
私
わ
れ
る
価
格
と
見
た
さ
れ
る
土
地
の
地
代
は
、
当
然
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

一
個
の
独
占
価
格
で
あ
る
」
と
し
て
土
地
所
有
の
資
本
へ
の
低
抗
作
用
を
強
調
す
る
の
だ
か
ら
、
彼
が
、
「
人
問
の
食
物
は
、
っ
ね
に

そ
し
て
必
然
的
に
、
地
主
の
た
め
に
多
少
と
も
地
代
を
生
ず
る
唯
一
の
土
地
生
産
物
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
（
曼
｝
ｐ
一
睾
同

上
、
三
〇
四
頁
、
傍
点
は
引
用
者
）
と
主
張
す
る
場
合
、
こ
の
「
人
問
の
食
物
」
を
産
出
す
る
土
地
の
地
代
に
は
絶
対
地
代
が
含
ま
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

て
い
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
、
前
掲
く
引
用
Ｍ
Ｖ
に
お
い
て
ス
、
・
・
ス
が
、
「
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
っ
て
も
、

た
い
て
い
の
土
地
は
、
食
物
を
市
場
へ
も
た
ら
す
の
に
必
要
な
い
っ
さ
い
の
労
働
を
扶
養
す
る
に
足
り
る
よ
り
も
多
量
の
食
物
を
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

産
す
る
の
で
あ
っ
て
、
…
・
：
地
主
に
た
い
す
る
地
代
と
し
て
、
っ
ね
に
若
干
の
も
の
が
残
る
の
で
あ
る
」
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、

す
で
に
推
察
し
う
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ス
ミ
ス
が
次
の
よ
う
に
い
う
と
き
に
は
、
そ
れ
が
一
段
と
明
確
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
「
ノ
ル
ウ
ェ
ー
や
ス
コ
ッ
ト
ラ
ソ
ド
の
も
っ
と
も
さ
び
れ
は
て
た
荒
地
で
も
、
家
畜
の
た
め
の
あ
る
種
の
牧
草
を
生
産
す
る
の

　
で
あ
っ
て
、
こ
の
家
畜
の
ミ
ル
ク
や
家
畜
の
増
殖
は
、
家
畜
を
世
話
す
る
の
に
必
要
な
い
っ
さ
い
の
労
働
を
扶
養
し
、
農
業
者
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
な
わ
ち
牛
群
ま
た
は
羊
群
の
所
有
者
に
通
常
利
潤
を
支
払
う
ば
か
り
で
は
た
く
、
地
主
に
も
あ
る
少
額
の
地
代
を
与
え
、
そ
れ
で

　
も
な
お
余
り
が
あ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
の
地
代
は
牧
草
の
品
質
に
比
例
し
て
増
加
す
る
。
同
じ
面
積
の
土
地
で
も
、
よ
り
多
く
の

　
家
畜
を
飼
養
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
家
畜
が
よ
り
小
さ
た
地
域
に
入
れ
ら
れ
る
か
ら
、
そ
れ
を
世
話
し
た
り
、
そ
の
産
出
物
を

　
収
集
し
た
り
す
る
の
に
不
可
欠
な
労
働
も
ま
た
、
よ
り
少
な
く
な
る
。
地
主
は
両
面
か
ら
利
得
す
る
わ
げ
で
、
っ
ま
り
生
産
物
の

　
増
加
に
よ
っ
て
も
、
ま
た
こ
の
生
産
物
で
扶
養
さ
れ
る
労
働
の
減
少
に
よ
っ
て
も
利
得
す
る
の
で
あ
る
」
（
妻
早
事
Ｈ
ミ
．
崖
・
。
・
同



　
上
、
二
八
三
頁
、
傍
点
は
引
用
者
）
。

　
こ
こ
で
は
ス
ミ
ス
は
、
「
生
産
物
」
（
一
」
れ
に
は
家
畜
の
ミ
ル
ク
や
幼
畜
も
含
ま
れ
る
）
の
「
通
常
価
格
」
を
問
題
に
す
る
こ
と
な
く
、

た
ん
に
そ
れ
を
前
提
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
の
点
は
措
い
て
問
わ
な
い
と
し
て
、
こ
こ
で
彼
が
「
も
っ
と
も
さ
び
れ
は
て

た
荒
地
」
つ
ま
り
最
劣
等
地
で
の
「
あ
る
少
額
の
地
代
」
を
間
題
に
し
て
い
る
か
ぎ
り
で
、
彼
が
絶
対
地
代
の
存
在
を
認
め
て
い
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
ス
ミ
ス
は
、
こ
の
「
少
額
の
地
代
」
１
１
絶
対
地
代
を
事
実
上
、
「
生
産
物
」
の
「
通
常
価
格
」
が

そ
の
「
十
分
な
価
格
」
を
越
え
る
剰
余
分
と
解
し
た
う
え
で
、
牧
場
の
地
代
は
「
牧
草
の
品
質
に
比
例
し
て
増
加
す
る
」
と
し
て
、

優
等
地
で
の
差
額
地
代
に
圭
言
及
す
る
。
そ
の
さ
い
差
額
地
代
は
、
同
一
面
積
の
土
地
で
あ
っ
て
も
、
優
等
地
で
は
単
位
「
生
産
物
」

当
た
り
の
「
十
分
な
価
格
」
（
『
資
本
論
』
の
用
語
て
い
え
ぱ
「
個
別
的
生
産
価
格
」
）
が
　
　
「
生
産
物
の
増
加
」
と
「
生
産
物
で
扶
養
さ

れ
る
労
働
の
減
少
」
と
の
た
め
に
　
　
劣
等
地
に
お
い
て
よ
り
も
安
く
た
る
、
と
い
う
事
情
か
ら
説
明
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
か

　
（
注
）

ろ
う
。

　
　
（
注
）
　
も
っ
と
も
、
ス
ミ
ス
自
身
は
絶
対
地
代
と
差
額
地
代
と
を
明
確
に
は
区
別
し
て
お
ら
ず
　
　
前
掲
の
一
文
で
も
、
両
老
が
一
括
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
　
　
形
で
「
こ
の
地
代
は
牧
草
の
品
質
に
■
比
例
し
て
増
加
す
る
」
云
々
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
点
に
注
意
　
　
、
む
し
ろ
両
老
を
融
合
さ
せ
な
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、

　
　
　
　
ら
、
も
っ
ぽ
ら
地
代
の
平
均
率
を
問
題
に
す
る
。
た
と
え
ば
、
第
十
一
章
第
二
節
に
お
い
て
彼
は
、
　
「
地
上
に
あ
る
所
有
地
の
地
代
は
、

　
　
　
　
か
ひ
プ
そ
の
給
生
あ
祢
９
ゴ
か
小
↓
に
達
す
る
と
想
定
さ
れ
、
し
か
も
こ
れ
は
、
一
般
に
収
穫
の
随
時
的
な
変
動
と
は
無
関
係
な
確
定
地

　
　
　
　
代
で
あ
る
」
（
旨
ミ
一
〇
．
崖
Ｏ
◎
．
同
上
、
三
二
二
頁
、
傍
点
は
引
用
老
）
と
い
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
ア
ダ
ム
グ
ス
ミ
ス
が
、
地
代
（
１
１
「
本
来
の
地
代
」
）
は
「
一
個
の
独
占
価
格
」
で
あ
る
と
し
て
絶
対
地
代
の
存
在
を
認

め
る
場
合
に
は
、
彼
は
、
土
地
所
有
の
独
占
が
未
耕
地
で
の
無
地
代
の
投
資
を
制
限
す
る
結
果
、
農
産
物
や
畜
産
物
な
ど
の
土
地
生

産
物
の
価
格
が
騰
貴
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
事
情
に
気
づ
い
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
『
剰
余
価
値
学
説
史
』
（
第
二
分
冊
）
で
マ
ル

　
　
　
　
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
自
然
価
格
論
に
つ
い
て
（
下
）
（
岡
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
（
八
三
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
（
八
三
四
）

ク
ス
が
、
　
「
Ａ
・
ス
ミ
ス
は
、
あ
る
事
情
の
も
と
で
は
地
主
は
資
本
に
効
果
的
に
低
抗
し
て
土
地
所
有
を
有
効
に
ー
す
る
力
を
も
っ
て

お
り
、
し
た
が
っ
て
絶
対
地
代
を
要
求
す
る
力
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
・
…
：
を
感
知
し
て
い
る
」
（
§
§
ミ
ぎ
宗
－
月
ミ
向
き

望
』
９
弓
邑
月
ｏ
ｏ
』
。
。
卜
　
『
学
説
史
』
第
二
分
冊
、
『
全
集
』
ゆ
１
、
四
四
一
頁
）
と
書
い
た
の
は
、
こ
の
点
を
評
価
し
て
の
こ
と
で
あ

ろ
う
。

　
し
か
し
ス
ミ
ス
は
、
　
「
食
物
に
た
い
す
る
需
要
は
つ
ね
に
多
か
れ
少
な
か
れ
存
在
す
る
」
と
の
考
え
か
ら
、
　
「
食
物
」
の
「
通
常

価
格
」
が
そ
の
「
十
分
な
価
格
」
を
上
回
る
こ
と
を
た
ん
に
前
提
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
で
、
　
　
彼
自
身
は
「
人
問
の
食
物

　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

は
、
っ
ね
に
そ
し
て
必
然
的
に
、
地
主
の
た
め
に
多
少
と
も
地
代
を
生
ず
る
唯
一
の
土
地
生
産
物
で
あ
る
」
と
主
張
す
る
に
も
か
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

わ
ら
ず
　
　
「
人
問
の
食
物
」
を
産
出
す
る
土
地
で
は
な
ぜ
「
地
主
に
た
い
す
る
地
代
と
し
て
、
つ
ね
に
若
干
の
も
の
が
残
る
」
の

か
、
あ
る
い
は
、
な
ぜ
「
人
問
の
食
物
」
の
「
通
常
価
格
」
は
つ
ね
に
そ
の
「
十
分
な
価
格
」
よ
り
も
高
く
な
る
の
か
は
、
結
局
の

と
こ
ろ
明
ら
か
に
は
な
ら
な
い
。
『
学
説
史
』
（
第
二
分
冊
）
に
お
い
て
マ
ル
ク
ス
が
、
「
そ
れ
〔
絶
対
地
代
〕
の
存
在
を
彼
〔
ス
、
・
・
ス
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

は
食
料
を
生
産
す
る
土
地
に
っ
い
て
は
仮
定
し
て
い
る
」
（
尊
§
貧
０
。
』
奉
同
上
、
四
八
七
頁
、
傍
点
は
引
用
者
）
と
書
く
に
と
ど
め
た

の
は
、
お
そ
ら
く
右
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
Ａ
・
ス
、
・
・
ス
が
第
十
一
章
第
一
節
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
、
第
一
の
本
来
的
な
「
自
然
価

格
」
概
念
へ
の
逆
戻
り
傾
向
を
示
し
て
い
る
と
い
う
点
に
注
意
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
ま
、
こ
の
点
を
示
す
も
の
と
し
て
同
章

第
一
節
か
ら
次
の
一
文
を
引
用
し
て
お
こ
う
。

　
　
「
葡
萄
の
樹
は
、
他
の
ど
の
よ
う
な
果
樹
よ
り
も
地
味
の
相
違
か
ら
影
響
を
受
げ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
は
、
あ
る
地
味
に
由

　
来
す
る
一
種
の
風
味
を
お
び
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
風
味
ば
か
り
は
、
他
の
地
味
の
と
こ
ろ
で
は
ど
の
よ
う
に
そ
れ
を
栽
培
し
管



　
理
し
て
み
て
も
匹
敵
で
き
る
も
の
で
は
な
い
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
実
際
の
も
の
で
あ
れ
、
想
像
上
の
も
の
で
あ
れ
、

　
こ
の
風
味
は
、
ご
く
少
数
の
葡
萄
園
の
生
産
物
だ
げ
に
特
有
の
場
合
も
あ
る
し
、
ま
た
一
小
地
区
の
大
部
分
を
っ
う
じ
て
ひ
ろ
が

　
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
し
、
さ
ら
に
は
、
大
き
な
地
方
の
か
な
り
の
部
分
を
っ
う
じ
て
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
市
場
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、

　
も
た
ら
さ
れ
る
こ
の
よ
う
な
葡
萄
酒
の
全
量
は
、
有
効
需
要
（
亭
０
０
穿
９
量
；
０
昌
彗
ｑ
）
に
お
よ
ぼ
な
い
。
い
い
か
え
れ
ぼ
、
そ

　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
れ
を
調
製
し
て
市
場
へ
も
た
ら
す
の
に
必
要
な
地
代
、
利
潤
お
よ
び
賃
金
の
全
額
を
、
通
常
率
っ
ま
り
そ
れ
ら
が
ふ
っ
う
の
葡
萄

　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
園
で
支
払
わ
れ
て
い
る
率
に
し
た
が
っ
て
よ
ろ
こ
ん
で
支
払
う
で
あ
ろ
う
人
々
の
需
要
に
お
よ
ぼ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
全
量

　
は
、
こ
の
率
以
上
を
よ
ろ
こ
ん
で
支
払
う
人
々
に
売
り
さ
ば
か
れ
う
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
そ
の
た
め
に
、
そ
の
価
格
は
必
然
的

　
に
ふ
っ
う
の
葡
萄
酒
の
そ
れ
以
上
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
。
こ
の
価
格
の
差
異
は
、
そ
の
葡
萄
酒
が
時
好
に
投
じ
た
り
払
底
し
た
り

　
す
る
た
め
に
買
い
手
た
ち
の
競
争
熱
を
あ
お
る
そ
の
程
度
に
応
じ
て
大
と
も
な
り
、
小
と
も
な
る
。
こ
の
差
異
が
ど
れ
ほ
ど
の
も

　
の
で
あ
ろ
う
と
も
、
そ
の
大
部
分
は
地
主
の
地
代
に
帰
す
る
の
で
あ
る
」
（
『
ざ
弓
§
§
ミ
き
ぎ
葦
一
〇
り
．
Ｈ
９
－
Ｈ
睾
前
掲
訳
書
、

　
二
九
六
頁
、
傍
点
は
引
用
者
、
　
　
〈
引
用
Ｎ
ｖ
）
。

　
こ
の
く
引
用
Ｎ
Ｖ
で
ス
、
・
・
ス
が
、
葡
萄
の
栽
培
と
葡
萄
酒
の
製
造
と
を
ま
っ
た
く
同
一
視
し
て
い
る
点
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ

こ
で
の
ス
、
・
・
ス
の
所
論
は
、
わ
れ
わ
れ
が
以
前
に
第
七
章
「
諸
商
品
の
自
然
価
格
と
市
場
価
格
に
っ
い
て
」
か
ら
引
用
し
て
お
い
た

と
こ
ろ
の
、
「
特
異
で
珍
重
さ
れ
る
生
産
物
を
産
出
す
る
土
地
の
地
代
」
（
た
と
え
ぱ
「
と
く
に
地
味
や
位
置
に
幸
い
さ
れ
た
フ
ラ
ソ
ス
の
あ

る
葡
萄
園
の
地
代
」
）
に
か
ん
す
る
彼
の
所
説
（
本
誌
前
々
号
、
；
丁
一
四
頁
参
照
）
と
瓜
二
っ
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
念
の
た

め
に
、
第
七
章
で
の
所
説
の
対
応
箇
所
を
再
引
用
し
て
お
け
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
　
　
「
自
然
の
生
産
物
に
よ
っ
て
は
、
非

常
に
特
異
な
土
壌
や
位
置
を
必
要
と
す
る
も
の
も
あ
る
の
で
、
そ
の
生
産
に
適
し
た
土
地
は
、
大
国
の
土
地
の
す
べ
て
を
挙
げ
て
も
、

　
　
　
ア
ダ
ム
．
ス
、
、
、
ス
の
白
然
価
格
論
に
つ
い
て
（
下
）
（
岡
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
（
八
三
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
（
八
三
六
）

な
お
存
耕
腎
緊
を
充
足
す
る
の
に
足
り
な
い
こ
と
が
あ
り
う
る
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
市
場
へ
も
た
ら
さ
れ
る
そ
の
全
量
は
、

そ
れ
を
生
産
し
た
土
地
の
地
代
を
、
そ
れ
を
調
製
し
た
り
市
場
へ
も
た
ら
し
た
り
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
た
労
働
の
賃
金
や
資
財
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

利
潤
と
い
っ
し
ょ
に
、
そ
れ
ら
の
自
然
率
に
し
た
が
っ
て
支
抵
う
に
足
り
る
以
上
の
も
の
を
よ
ろ
こ
ん
で
与
え
る
人
々
に
売
つ
さ
ぱ

か
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
い
う
商
品
は
、
ま
る
ま
る
幾
世
紀
も
の
あ
い
だ
、
ひ
き
っ
づ
き
こ
の
高
価
格
で
売
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、

こ
の
努
合
、
そ
の
価
格
の
た
か
で
土
地
の
地
代
に
分
解
さ
れ
る
部
分
は
、
一
般
に
そ
の
自
然
率
を
上
回
っ
て
支
払
わ
れ
る
部
分
で
あ

る
。
こ
う
し
た
特
異
で
珍
重
さ
れ
る
生
産
物
を
産
出
す
る
土
地
の
地
代
は
、
と
く
に
地
味
や
位
置
に
幸
い
さ
れ
た
フ
ラ
ソ
ス
の
あ
る

葡
萄
園
の
地
代
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
同
等
に
多
産
的
で
同
等
に
よ
く
耕
作
さ
れ
た
そ
の
近
隣
の
他
の
土
地
の
地
代
に
た
い
し
て

観
則
的
な
比
例
を
ま
っ
た
く
も
た
な
い
」
。

　
こ
の
一
文
と
、
さ
き
の
く
引
用
Ｎ
Ｖ
と
を
読
み
比
べ
て
み
る
と
、
　
「
有
効
需
要
」
概
念
が
独
占
地
代
に
っ
い
て
の
説
明
基
軸
に
な

っ
て
い
る
点
で
、
こ
れ
ら
二
っ
の
文
章
は
酷
似
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
ア
ダ
ム
．
ス
、
、
、

ス
は
第
十
一
章
の
第
一
節
で
は
、
彼
が
同
章
の
序
論
的
部
分
で
否
定
し
止
揚
し
た
は
ず
の
第
一
の
「
自
然
価
格
」
概
念
へ
の
復
帰
傾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
）

向
を
見
せ
て
い
る
、
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
『
学
説
史
』
（
第
二
分
冊
）
の
な
か
で
マ
ル
ク
ス
は
、
『
国
富
論
』
第
一
篇
の
第
十
一
章

第
一
節
に
っ
い
て
、
「
こ
こ
で
再
び
－
然
休
瞥
、
す
な
わ
ち
、
利
潤
や
賃
金
と
ま
っ
た
く
同
様
に
地
代
を
含
ん
で
お
り
、
ま
た
供
給

と
需
要
と
が
一
致
し
た
場
合
に
支
払
わ
れ
る
よ
う
な
自
然
価
格
の
記
憶
が
ひ
そ
か
に
よ
み
が
え
っ
て
く
る
」
（
掌
、
。
、
｝
、
ぎ
宗
－
月

竃
ミ
一
巾
｛
』
９
↓
邑
月
ｏ
ｏ
．
・
。
閉
◎
。
．
　
『
学
説
史
』
第
二
分
冊
、
『
全
集
』
ゆ
皿
、
四
七
六
頁
、
傍
点
は
マ
ル
ク
ス
、
ゴ
シ
ッ
ク
は
引
用
者
）
と
書

い
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
、
マ
ル
ク
ス
は
、
独
占
地
代
に
か
ん
す
る
ス
ミ
ス
の
右
の
よ
う
な
説
明
様
式
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’



（
注
）
　
な
お
ス
ミ
ス
は
、
特
有
な
地
味
を
も
っ
た
「
ご
く
少
数
の
葡
萄
園
」
の
場
合
と
ほ
ぼ
同
様
の
説
明
様
式
の
も
と
に
、
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
諾
国

　
　
民
の
植
民
地
で
の
砂
糖
お
よ
び
タ
バ
コ
の
独
占
価
格
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
「
西
イ
ソ
ド
で
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
諸
国
民
が
所
有
し
て
い
る
砂
糖
植
民
地
は
、
以
上
に
ー
述
べ
た
高
価
な
葡
萄
園
に
な
ぞ
ら
え
る
こ
と
が
で
き

　
　
よ
う
。
こ
れ
ら
の
驚
植
民
地
の
全
生
産
物
は
、
一
∴
三
涼
婁
よ
べ
羊
ユ
、
、
亨
淳
浄
寺
ウ
、
寺

　
　
の
に
必
要
な
松
伶
、
朴
瀞
か
か
び
昏
金
小
全
齢
か
、
わ
れ
ら
が
ふ
つ
う
他
の
あ
る
生
産
物
に
、
よ
っ
て
支
払
わ
れ
て
い
る
率
に
し
た
が
っ
て

　
　
支
加
プ
に
足
り
る
よ
り
も
多
く
を
よ
ろ
こ
ん
で
支
払
う
人
々
に
売
り
さ
ぱ
か
れ
う
る
で
あ
ろ
う
」
（
婁
、
弓
、
、
一
き
県
き
ま
。
ミ
ク
・
づ
．
Ｈ
睾
．

　
　
前
掲
訳
書
、
二
九
七
頁
、
傍
点
は
引
用
者
）
。

　
　
　
「
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
や
メ
ア
リ
ラ
ソ
ド
で
は
、
タ
バ
コ
の
栽
培
が
穀
物
の
そ
れ
よ
り
も
有
利
だ
と
し
て
好
ま
れ
て
い
る
。
、
と
は
い
え
、

　
　
タ
バ
コ
の
栽
培
は
・
砂
糖
の
そ
れ
ほ
ど
甚
だ
し
く
有
利
だ
と
は
思
わ
れ
な
い
。
私
は
、
大
ブ
リ
テ
ソ
に
在
住
す
る
商
人
の
資
本
に
よ
っ
て

　
　
改
良
さ
れ
た
り
耕
作
さ
れ
た
り
し
た
タ
バ
コ
栽
植
地
な
ど
と
い
う
こ
と
を
ま
だ
聞
い
た
こ
と
さ
え
た
い
し
、
ま
た
、
わ
が
タ
バ
コ
植
民
地

　
　
が
・
わ
れ
わ
れ
が
わ
が
産
糖
諸
島
か
ら
帰
来
す
る
栽
植
者
た
ち
に
し
ば
し
ぱ
見
受
け
る
ほ
ど
富
裕
な
栽
植
者
を
一
人
と
し
て
本
国
に
送
っ

　
　
て
き
た
た
め
し
も
な
い
。
こ
れ
ら
の
植
民
地
で
穀
物
の
耕
作
よ
り
も
タ
バ
コ
の
そ
れ
の
ほ
う
が
好
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ぱ
、
た

　
　
と
え
タ
バ
コ
に
た
い
す
る
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
の
存
か
腎
塾
は
、
完
全
に
は
充
足
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
に
し
て
も
、
砂
糖
に
た
い
す
る

　
　
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
、
お
そ
ら
く
完
全
に
近
い
ま
で
に
充
足
さ
ぺ
い
‘
オ
“
叱
、
、
ぺ
、
、
叱
と
痛
唯
３
、
ニ
マ
雌
、
、
淳

　
　
ら
く
・
そ
れ
を
調
製
し
て
市
場
へ
も
た
ら
す
た
め
に
必
要
な
地
代
、
賃
金
お
よ
び
利
潤
の
全
額
を
、
そ
れ
ら
が
ふ
っ
う
穀
産
地
で
支
払
わ

　
　
か
心
い
か
幹
い
レ
わ
外
小
小
か
狐
プ
に
足
り
る
以
上
の
も
の
だ
と
し
て
も
、
た
お
そ
れ
は
、
現
在
の
砂
糖
の
価
格
ほ
ど
甚
だ
し
い
も
の
で

　
　
は
な
い
に
ち
が
い
た
い
」
（
き
ミ
一
君
・
旨
・
◎
－
旨
ｏ
・
同
上
、
二
九
八
－
二
九
九
頁
、
傍
点
は
引
用
者
）
。

　
　
　
こ
れ
ら
の
文
章
で
も
、
第
一
の
本
来
的
な
「
自
然
価
格
」
概
念
へ
の
復
帰
傾
向
が
見
ら
れ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
け
れ
ど
も
・
わ
れ
わ
れ
は
、
さ
き
に
再
引
用
し
た
一
文
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
第
七
章
で
は
「
有
効
需
要
」
が
、
　
「
商
品
の
自
然

価
格
を
よ
ろ
こ
ん
で
支
抵
う
人
々
の
需
要
」
、
す
な
わ
ち
賃
金
・
利
潤
・
地
代
を
そ
れ
ら
の
「
自
然
率
」
に
し
た
が
っ
て
支
拡
う
人
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、

の
需
要
と
さ
れ
て
い
た
の
に
た
い
し
、
前
掲
く
引
用
Ｎ
Ｖ
で
は
そ
れ
が
、
　
「
地
代
、
利
潤
お
よ
び
賃
金
の
全
額
を
、
通
常
率
つ
ま
り

　
　
　
　
ア
ダ
ム
一
ス
ミ
ス
の
自
然
価
格
論
に
つ
い
て
（
下
）
（
岡
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
（
八
三
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
．
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
（
八
三
八
）

　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

そ
れ
ら
が
ふ
っ
う
の
葡
萄
園
で
支
払
わ
れ
て
い
る
率
に
し
た
が
っ
て
よ
ろ
こ
ん
で
支
払
う
で
あ
ろ
う
人
々
の
需
要
」
と
さ
れ
て
い
る

点
に
留
意
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
「
ふ
っ
う
の
葡
萄
園
」
と
い
う
の
は
、
　
「
土
壌
が
も
ろ
く
て
砂
利
が
多
い
か
、
ま
た
砂

地
か
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
ど
こ
に
で
も
で
き
る
よ
う
な
葡
萄
酒
で
、
し
か
も
そ
の
強
度
と
滋
養
分
と
の
ほ
か
に
は
た
ん

の
と
り
え
も
た
い
よ
う
な
、
良
質
の
あ
り
ふ
れ
た
葡
萄
酒
し
か
生
産
し
な
い
葡
萄
園
」
（
曼
｝
ｐ
Ｈ
睾
同
上
、
二
九
五
－
二
九
六
頁
）

の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
ス
、
、
、
ス
は
、
こ
う
い
う
「
ふ
っ
う
の
葡
萄
園
」
と
な
ら
ば
「
そ
の
国
の
ふ
っ
う
の
土
地
が
太
刀
う
ち
で
き

る
」
の
で
、
こ
の
よ
う
な
葡
萄
園
の
地
代
は
当
然
、
「
ふ
つ
う
の
土
地
」
の
地
代
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
、
と
考
え
る
の

で
あ
る
（
Ｏ
｛
・
ミ
早
Ｐ
旨
９
同
上
、
二
九
五
－
二
九
六
頁
参
照
）
。

　
し
た
が
っ
て
、
上
掲
の
く
引
用
Ｎ
Ｖ
で
使
わ
れ
て
い
る
「
有
効
需
要
」
と
い
う
言
葉
は
、
第
七
章
に
お
げ
る
そ
れ
と
は
意
味
内
容

を
異
に
し
て
い
る
わ
げ
で
あ
る
。
こ
乃
点
は
、
第
十
一
章
第
一
節
の
別
の
箇
所
で
ス
ミ
ス
が
、
特
殊
な
品
質
の
葡
萄
を
含
む
「
あ
る

特
殊
の
生
産
物
」
に
っ
い
て
次
の
よ
う
に
語
る
の
を
聞
げ
ば
、
い
っ
そ
う
明
瞭
に
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
　
　
「
あ
る
特
殊
の
生

産
物
に
適
す
る
土
地
の
量
が
あ
ま
り
に
も
少
な
い
た
め
に
郁
祢
需
罫
が
充
足
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
と
き
ど
き
起
こ
る
・
こ
う

い
う
場
合
、
全
生
産
物
は
、
そ
れ
を
栽
培
し
て
市
場
へ
も
た
ら
す
の
に
必
要
な
地
代
、
賃
金
お
よ
び
利
潤
の
全
額
を
、
そ
れ
ら
の
か

、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

然
率
、
す
な
わ
ち
そ
れ
ら
が
他
の
耕
地
の
大
部
分
に
お
い
て
支
払
わ
れ
て
い
る
率
に
し
た
が
っ
て
支
払
う
に
足
り
る
よ
り
も
、
い
く

分
か
多
く
の
額
を
よ
ろ
こ
ん
で
支
払
う
人
々
に
売
り
さ
ぼ
か
れ
う
る
で
あ
ろ
う
」
（
峯
｝
ｐ
Ｈ
睾
同
上
、
二
九
五
頁
、
傍
点
は
引
用
者
・

　
　
〈
引
用
Ｏ
ｖ
）
。

　
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
く
引
用
Ｏ
Ｖ
で
は
「
有
効
需
要
」
が
、
「
そ
れ
〔
「
あ
る
特
殊
の
生
産
物
」
〕
を
栽
培
し
て
市
場
へ
も
た
ら
す

の
に
必
要
な
地
代
、
賃
金
お
よ
び
利
潤
の
全
額
を
、
そ
れ
ら
の
自
然
率
、
す
な
わ
ち
そ
れ
ら
が
仕
小
齢
栓
か
太
静
か
に
か
い
心
支
払



わ
れ
て
い
る
率
に
し
た
が
っ
て
支
払
う
」
人
々
の
需
要
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
ス
、
・
・
ス
が
強
く
意
識
し
て
い
た
の
は
、
「
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

ね
に
地
代
を
生
ず
る
土
地
生
産
物
」
た
る
穀
物
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
「
通
常
価
格
」
が
っ
ね
に
そ
の
「
十
分
な
価
格
」
を
上
回
る
と

い
う
こ
と
、
お
よ
び
、
　
「
穀
産
地
の
地
代
が
他
の
す
べ
て
の
耕
地
の
そ
れ
を
規
制
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ

し
て
同
じ
こ
と
は
、
さ
き
の
く
引
用
Ｎ
Ｖ
で
彼
が
「
ご
く
少
数
の
葡
萄
園
」
に
ー
つ
い
て
述
べ
る
さ
い
、
「
有
効
需
要
」
を
も
っ
て
「
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

代
、
利
潤
お
よ
び
賃
金
の
全
額
を
、
通
常
率
っ
ま
り
そ
れ
ら
が
ふ
っ
う
の
葡
萄
園
で
支
払
わ
れ
て
い
る
率
に
し
た
が
っ
て
よ
ろ
こ
ん

で
支
払
う
で
あ
ろ
う
人
々
の
需
要
」
と
す
る
場
合
に
も
、
い
い
う
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
し
た
が
っ
て
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
が
く
引
用
Ｎ
Ｖ
で
「
市
場
へ
も
た
ら
さ
れ
る
こ
の
よ
う
な
〔
特
殊
な
品
質
の
〕
葡
萄
酒
の
全
量
は
、

存
祢
腎
罫
に
お
よ
ぼ
な
い
」
と
い
い
、
ま
た
く
引
用
Ｏ
Ｖ
で
「
あ
る
特
殊
の
生
産
物
に
適
す
る
土
地
の
量
が
あ
ま
り
に
も
少
な
い
た

　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

め
に
有
効
需
要
が
充
足
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
と
き
ど
き
起
こ
る
」
と
述
べ
る
さ
い
に
も
、
彼
は
第
七
章
に
お
げ
る
「
有
効
需

要
」
概
念
　
　
そ
れ
は
「
商
品
の
自
然
価
格
〔
…
〈
平
均
賃
金
十
平
均
利
潤
十
平
均
地
代
Ｖ
〕
を
よ
ろ
こ
ん
で
支
払
う
人
々
の
需
要
」
の

こ
と
で
あ
っ
た
　
　
へ
単
純
に
逆
戻
り
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
い
い
か
え
れ
ば
、
こ
の
場
合
に
も
ス
、
、
・
ス
は
、
地
代
と
は
土
地
生

産
物
の
「
通
常
価
格
」
が
そ
の
「
十
分
た
価
格
」
を
越
え
る
剰
余
分
だ
と
す
る
第
十
一
章
の
基
本
的
立
場
を
と
も
か
く
も
保
持
し
て

い
る
わ
け
で
あ
る
。
さ
き
に
わ
れ
わ
れ
が
、
ス
ミ
ス
は
第
十
一
章
第
一
節
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
第
一
の
本
来
的
な
「
自
然
価
格
」
概

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

念
へ
の
逆
戻
り
傾
向
を
示
し
て
い
る
と
い
っ
た
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
、
第
十
一
章
の
序
論
的
部
分
で
以
前
の
「
自
然
価
格
」
概
念
に
「
十
分
た
価
格
」
を
代
置
し
た
ア
ダ
ム

一
ス
ミ
ス
が
、
同
じ
第
十
一
章
の
第
一
節
で
再
び
賃
金
、
利
潤
お
よ
び
地
代
の
「
自
然
率
」
に
つ
い
て
語
り
、
こ
う
し
て
第
一
の
本

来
的
た
「
自
然
価
格
」
概
念
へ
の
復
帰
傾
向
を
見
せ
る
に
い
た
っ
た
の
は
、
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
？
　
そ
れ
は
主
と
し
て
次
の
三
つ
の

　
　
　
　
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
自
然
価
格
論
に
っ
い
て
（
下
）
（
岡
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
（
八
三
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
（
八
四
〇
）

事
情
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
○
ｏ
「
っ
ね
に
地
代
を
生
ず
る
土
地
生
産
物
」
の
場
合
に
は
、
そ
の
「
通
常
価
格
」

　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

が
恒
常
的
に
そ
の
「
十
分
な
価
格
」
を
上
回
っ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
「
通
常
価
格
」
自
身
が
市
場
価
格
の
変
動
の
重
心
点
と
し

て
現
わ
れ
る
と
い
う
事
情
、
仁
↓
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
絶
対
地
代
と
差
額
地
代
と
を
明
確
に
区
別
す
る
こ
と
な
く
、
こ
の
両
者
を
融
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

さ
せ
た
が
ら
、
も
っ
ぱ
ら
地
代
の
平
均
率
を
問
題
に
す
る
と
い
う
事
情
、
働
Ａ
・
ス
ミ
ス
は
、
　
「
穀
産
地
の
地
代
が
他
の
す
べ
て
の

耕
地
の
そ
れ
を
観
制
す
る
」
点
を
正
し
く
強
調
す
る
が
、
し
か
し
彼
に
あ
っ
て
は
、
「
穀
産
地
の
地
代
」
そ
の
も
の
は
た
ん
に
そ
の
存

在
が
前
提
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
い
う
事
情
が
、
そ
れ
で
あ
る
。

　
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
ス
、
・
・
ス
の
い
う
「
通
常
価
格
」
は
「
一
時
的
で
随
時
的
な
価
格
」
で
は
な
く
、
　
「
平
均
的
で
通
常
的
た
価

格
」
す
な
わ
ち
長
期
的
・
平
均
的
な
市
場
価
格
を
意
味
し
て
い
る
が
、
彼
に
よ
れ
ば
、
　
「
つ
ね
に
地
代
を
生
ず
る
土
地
生
産
物
」
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

る
穀
物
の
場
合
に
は
、
そ
の
「
通
常
価
格
」
は
つ
ね
に
「
十
分
な
価
格
」
よ
り
も
高
い
の
だ
か
ら
、
こ
こ
で
は
当
然
、
　
「
十
分
な
価

格
」
で
は
な
く
「
通
常
価
格
」
　
（
一
」
れ
は
地
代
を
含
む
）
が
、
　
二
時
的
で
随
時
的
な
価
格
」
っ
ま
り
日
常
的
た
市
場
価
格
の
変
動
の

重
心
点
　
　
あ
る
い
は
「
中
心
価
格
」
　
　
を
な
す
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
穀
物
の
「
通
常
価
格
」
に
含
ま
れ
る
地
代

は
第
十
；
早
で
の
ス
、
・
・
ス
の
基
本
的
見
地
か
ら
は
、
　
「
十
分
な
価
格
」
を
越
え
る
価
格
超
過
分
と
し
て
説
明
さ
れ
る
は
ず
の
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

あ
る
。
し
か
し
、
ス
、
・
・
ス
は
絶
対
地
代
と
差
額
地
代
と
を
明
確
に
は
区
別
せ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
地
代
の
平
均
率
を
問
題
に
す
る
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

穀
物
の
「
通
常
価
格
」
は
そ
の
「
十
分
な
価
格
」
（
１
１
〈
資
本
補
填
分
十
平
均
利
潤
Ｖ
）
に
平
均
地
代
を
加
え
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る

　
　
　
　
（
注
）
　
　
　
　
　
　
　
、

よ
う
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
十
分
た
価
格
」
が
合
む
資
本
補
填
分
は
、
か
の
「
第
四
の
部
分
」
と
平
均
賃
金
と
の
合
計
に
ほ
か
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

た
い
の
だ
か
ら
、
い
ま
、
こ
の
「
第
四
の
部
分
」
を
「
捨
象
」
す
る
な
ら
ほ
、
穀
物
の
「
通
常
価
格
」
は
結
局
の
と
こ
ろ
、
〈
平
均

賃
金
十
平
均
利
潤
十
平
均
地
代
Ｖ
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
第
七
章
の
本
来
的
た
「
自
然
価
格
」
概
念
そ



の
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
、
「
穀
産
地
の
地
代
」
の
存
在
を
自
明
の
こ
と
と
し
て
前
提
し
た
ま
ま
に
、
「
穀
産
地

の
地
代
が
他
の
す
べ
て
の
耕
地
の
そ
れ
を
規
制
す
る
」
点
を
強
く
意
識
す
る
。
こ
う
し
て
ス
、
・
・
ス
は
、
た
と
え
ぼ
前
掲
く
引
用
Ｎ
Ｖ

に
お
い
て
「
ご
く
少
数
の
葡
萄
園
」
で
の
独
占
地
代
を
説
明
す
る
に
さ
い
し
て
は
、
　
「
市
場
へ
も
た
ら
さ
れ
る
こ
の
よ
う
な
〔
特
殊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

な
品
質
の
〕
葡
萄
酒
の
全
量
は
、
有
効
需
要
に
お
よ
ぼ
な
い
。
い
い
か
え
れ
ば
、
そ
れ
を
調
製
し
て
市
場
へ
も
た
ら
す
の
に
必
要
な

、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

地
代
、
利
潤
お
よ
び
賃
金
の
全
額
を
、
通
常
率
っ
ま
り
そ
れ
ら
が
ふ
っ
う
の
葡
萄
園
〔
Ｈ
「
他
の
耕
地
の
大
部
分
」
〕
で
支
払
わ
れ
て
い

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

る
率
に
し
た
が
っ
て
よ
ろ
こ
ん
で
支
払
う
で
あ
ろ
う
人
々
の
需
要
に
お
よ
ば
な
い
」
云
女
と
述
べ
て
、
第
一
の
「
自
然
価
格
」
概
念

（
１
１
〈
平
均
賃
金
十
平
均
利
潤
十
平
均
地
代
Ｖ
）
へ
の
逆
戻
り
傾
向
を
見
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
（
注
）
　
げ
ん
に
ス
ミ
ス
は
第
十
一
章
の
第
三
節
で
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
「
人
間
の
勤
労
に
よ
り
土
地
の
う
え
で
生
産
せ
ざ
る
を
え
ぬ
あ
ら
ゆ
る
生
産
物
の
価
格
が
、
完
全
な
改
良
や
耕
作
の
経
費
を
つ
ぐ
な
う

　
　
　
　
ほ
ど
の
高
さ
に
達
し
て
し
ま
う
ま
で
は
、
ど
の
よ
う
な
国
の
土
地
も
完
全
に
耕
作
さ
れ
る
こ
と
も
改
良
さ
れ
る
こ
と
も
で
き
な
い
、
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
　
　
う
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
こ
う
な
る
た
め
に
は
、
各
個
の
生
産
物
の
価
格
は
、
第
一
に
、
良
好
な
穀
産
地
の
地
代
を
っ
ぐ
た
う
に
足
り
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
　
　
も
の
で
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
わ
げ
は
、
こ
れ
こ
そ
が
他
の
耕
地
の
大
部
分
の
地
代
を
規
制
す
る
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
第
二
に
、
そ

　
　
　
　
れ
は
農
業
者
の
労
働
と
経
費
と
を
ふ
っ
う
良
好
な
穀
産
地
で
そ
う
さ
れ
て
い
る
の
と
同
じ
よ
う
に
支
払
う
に
足
り
る
も
の
、
言
葉
を
か
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
　
　
て
い
え
ぱ
、
彼
ら
が
そ
れ
に
使
用
す
る
資
財
を
通
常
利
潤
と
と
も
に
１
回
収
す
る
に
足
り
る
も
の
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
」
（
§
ミ
一
〇
』
ミ
・

　
　
　
　
同
上
、
四
〇
三
頁
、
傍
点
は
引
用
者
）
。

　
　
　
　
　
こ
こ
で
は
ス
ミ
ス
は
、
い
わ
ば
地
代
に
優
先
権
を
与
え
な
が
ら
、
　
「
人
間
の
勤
労
に
ょ
り
土
地
の
う
え
で
生
産
せ
ざ
る
を
え
ぬ
あ
ら
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
　
　
る
生
産
物
」
の
場
合
、
そ
の
「
各
個
の
生
産
物
の
価
格
」
つ
ま
り
「
通
常
価
格
」
は
、
「
第
一
に
」
、
平
均
地
代
（
１
１
「
良
好
な
穀
産
地
の

　
　
　
　
地
代
」
）
、
「
路
一
、
己
」
、
「
資
財
を
通
常
利
潤
と
と
も
に
回
収
す
る
に
足
り
る
」
「
十
分
な
価
格
」
、
こ
の
両
者
の
合
計
で
た
け
れ
ぽ
な
ら
な
い

　
　
　
　
と
し
て
い
る
、
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
自
然
価
格
論
に
つ
い
て
（
下
）

（
岡
崎
）

五
九
（
八
四
一
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
五
号
）

六
〇
（
八
四
二
）

四
　
ス
、
ミ
ス
地
代
論
ｏ

　
さ
て
、
前
節
で
は
わ
れ
わ
れ
は
、
「
っ
ね
に
地
代
を
生
ず
る
土
地
生
産
物
」
に
か
ん
す
る
ス
ミ
ス
の
見
解
、
す
な
わ
ち
『
国
富
論
』

第
一
篇
第
十
一
章
第
一
節
に
お
げ
る
彼
の
地
代
論
を
見
て
き
た
。
そ
こ
で
、
こ
ん
ど
は
同
章
の
第
二
節
「
あ
る
と
き
に
は
地
代
を
生

じ
、
あ
る
と
き
に
は
そ
れ
を
生
じ
な
い
土
地
生
産
物
に
っ
い
て
」
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
　
「
十
分
な
価
格
」
よ
り
も
高
い
価
格
を

生
じ
さ
せ
る
ほ
ど
の
需
要
が
あ
る
と
ば
か
ぎ
ら
な
い
よ
う
な
土
地
生
産
物
の
「
他
の
諸
部
分
」
が
考
察
の
対
象
と
さ
れ
る
。

　
ア
ダ
ム
・
ス
、
・
・
ス
は
こ
の
第
二
節
で
は
、
ま
ず
次
の
よ
う
に
い
う
（
一
部
既
出
）
。
　
　
　
「
人
問
の
食
物
は
、
っ
ね
に
そ
し
て
必
然

的
に
、
地
主
の
た
め
に
多
少
と
も
地
代
を
生
ず
る
唯
一
の
土
地
生
産
物
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
他
の
部
類
の
生
産
物
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
情
に
応
じ
て
、
あ
る
と
き
に
は
そ
れ
を
生
じ
う
る
し
、
ま
た
あ
る
と
き
に
は
そ
れ
を
生
じ
え
な
い
」
（
峯
斗
；
．
畠
ド
同
上
、

三
〇
四
頁
）
。

　
さ
ら
に
ス
、
、
・
ス
は
、
　
「
人
間
の
食
物
」
と
「
他
の
部
類
の
生
産
物
」
と
の
か
か
わ
り
を
問
題
に
し
な
が
ら
、
同
じ
第
二
節
で
次
の

よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
「
…
…
食
物
は
、
地
代
の
本
源
的
な
源
泉
で
あ
る
ぼ
か
り
で
は
な
く
、
あ
と
に
な
っ
て
地
代
を
生
ず
る
土
地
生
産
物
の
あ
ら
ゆ

　
る
他
の
部
分
は
、
そ
の
価
値
の
な
か
の
〔
地
代
と
な
る
〕
そ
の
部
分
を
、
土
地
の
改
良
や
耕
作
に
よ
る
食
物
生
産
の
労
働
の
諸
力
の

　
改
善
か
ら
引
き
出
す
の
で
あ
る
」
（
－
§
・
一
ｐ
崖
切
．
同
上
、
三
〇
九
頁
）
。

　
　
「
土
地
改
良
の
結
果
と
し
て
の
豊
富
な
食
物
、
っ
ま
り
多
く
の
人
々
が
自
分
た
ち
の
消
費
を
越
え
て
自
由
に
処
分
し
う
る
ほ
ど



　
に
豊
富
な
食
物
は
、
貴
金
属
や
宝
石
は
も
と
よ
り
、
衣
服
、
住
居
、
家
具
お
よ
び
什
器
と
い
う
他
の
あ
ら
ゆ
る
便
益
品
や
装
飾
品

　
に
た
い
す
る
需
要
の
一
大
原
因
で
あ
る
。
食
物
は
、
世
界
の
富
の
主
要
部
分
を
構
成
す
る
ぼ
か
り
で
は
な
く
、
多
く
の
他
の
部
類

　
の
富
に
そ
の
価
値
の
主
要
部
分
を
賦
与
す
る
の
も
ま
た
、
食
物
の
豊
富
さ
で
あ
る
」
（
ト
§
・
一
暮
Ｈ
虞
、
Ｈ
司
　
同
上
、
三
二
四
頁
）
。

　
こ
の
よ
う
に
ス
ミ
ス
は
、
　
「
食
物
」
は
「
地
代
の
本
源
的
な
源
泉
」
で
あ
る
と
と
も
に
、
　
「
食
物
の
豊
富
さ
」
は
「
他
の
都
類
の

生
産
物
」
に
た
い
し
て
「
そ
の
伍
佳
の
主
要
部
分
を
賦
与
す
る
」
と
い
う
。
こ
の
場
合
、
ス
ミ
ス
が
支
配
労
働
説
の
立
場
に
立
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
）

い
て
、
　
「
土
地
改
良
の
結
果
と
し
て
の
豊
富
な
食
物
」
が
「
他
の
部
類
の
生
産
物
」
に
た
い
す
る
需
要
を
生
み
出
し
、
か
つ
、
こ
の

需
要
が
こ
れ
ら
の
生
産
物
に
「
価
値
」
を
「
賦
与
す
る
」
、
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
　
も
っ
と
も
、

　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
、

ス
ミ
ス
が
「
土
地
改
良
の
結
果
と
し
て
の
豊
富
な
食
物
」
に
つ
い
て
語
る
さ
い
に
は
、
彼
は
、
一
般
に
剰
余
生
産
物
の
存
在
は
そ
の

基
礎
を
農
業
の
相
対
的
な
生
産
性
の
う
ち
に
も
っ
て
い
る
と
い
う
重
農
主
義
の
正
当
な
見
解
に
依
拠
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
。

　
　
（
注
）
　
ち
な
み
に
、
　
「
豊
富
な
食
物
」
が
「
他
の
部
類
の
生
産
物
」
に
ー
た
い
す
る
需
要
を
生
み
出
す
と
い
う
ス
、
・
・
ス
の
こ
の
考
え
は
、
彼
の
次

　
　
　
　
の
よ
う
な
所
見
に
よ
っ
て
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
。
　
　
「
食
物
に
た
い
す
る
欲
求
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
の
胃
の
容
量
に
か
ぎ
り
が
あ
る
の
で
、

　
　
　
　
そ
れ
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
が
、
建
物
、
衣
服
、
什
器
お
よ
び
家
具
と
い
う
便
益
品
や
装
飾
品
に
た
い
す
る
欲
求
は
、
限
度
も
た
け
れ
ぱ

　
　
　
　
一
定
の
限
界
も
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
自
分
た
ち
で
は
消
費
し
き
れ
ぬ
ほ
ど
多
く
の
食
物
を
支
配
す
る
人
々
は
、
っ
ね
に

　
　
　
　
そ
の
剰
余
を
、
ま
た
は
こ
れ
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
が
、
つ
ね
に
そ
の
剰
余
の
価
格
を
、
他
の
種
類
の
欲
望
を
満
足
さ
せ
る
も
の
と
よ
ろ
こ

　
　
　
　
ん
で
交
換
す
る
」
（
き
ミ
一
〇
．
崖
蜆
．
同
上
、
三
〇
八
頁
）
。

　
と
こ
ろ
で
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
、
　
「
あ
と
に
な
っ
て
地
代
を
生
ず
る
土
地
生
産
物
の
他
の
諸
部
分
」
に
っ
い
て
次
の
よ
う
に
論
述

す
る
。

　
　
「
し
か
し
な
が
ら
、
あ
と
に
な
っ
て
地
代
を
生
ず
る
土
地
生
産
物
の
他
の
諾
部
分
は
、
必
ず
し
も
つ
ね
に
そ
れ
を
生
ず
る
と
は

　
　
　
　
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
自
然
価
格
論
に
っ
い
て
（
下
）
（
岡
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
（
八
四
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二
（
八
四
四
）

　
か
ぎ
ら
な
い
。
改
良
さ
れ
耕
作
さ
れ
た
国
々
で
さ
え
、
こ
れ
ら
の
部
分
に
た
い
す
る
需
要
は
、
必
ず
し
も
っ
ね
に
、
こ
れ
ら
を
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
場
へ
も
た
ら
す
の
に
使
用
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
労
働
に
支
払
い
、
ま
た
資
財
を
そ
の
通
常
利
潤
と
と
も
に
回
収
す
る
た
め
に
十
分

　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
な
価
格
よ
り
も
高
い
価
格
を
生
ず
る
ほ
ど
の
も
の
だ
と
は
か
ぎ
ら
た
い
。
こ
の
需
要
が
は
た
し
て
こ
う
い
う
も
の
で
あ
る
か
ど
う

　
か
は
、
さ
ま
ざ
ま
た
事
清
に
依
存
す
る
の
で
あ
る
」
（
皇
｝
Ｐ
冨
切
・
同
上
、
三
〇
九
頁
、
傍
点
は
引
用
者
）
。

　
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
地
代
は
、
　
「
十
分
な
価
格
」
（
１
１
〈
資
本
補
填
分
十
平
均
利
潤
Ｖ
）
で
の
供
給
を
上
回
る
需
要
の
超
過

か
ら
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
ス
、
ミ
ス
は
、
　
「
食
物
」
以
外
の
「
土
地
生
産
物
の
他
の
諾
部
分
」
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ら
に
た
い

す
る
需
要
が
「
十
分
な
価
格
」
よ
り
も
高
い
価
格
を
生
じ
さ
せ
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
か
ら
、
そ
れ
ら
は
　
　
「
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
」

に
制
約
さ
れ
て
　
　
必
ず
し
も
地
代
を
も
た
ら
さ
な
い
、
と
す
る
わ
け
で
あ
る
。
ス
、
・
・
ス
が
こ
の
よ
う
に
説
く
場
合
に
は
、
彼
は
、

「
十
分
な
価
格
」
で
の
供
給
が
相
対
的
に
　
　
つ
ま
り
需
要
と
の
関
係
で
　
　
大
き
い
た
め
に
土
地
所
有
が
そ
の
経
済
的
効
力
を
失

う
こ
と
が
あ
り
う
る
、
と
い
う
点
を
正
当
に
把
握
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
マ
ル
ク
ス
は
、
ス
ミ
ス
の
こ
の
点
の
メ
リ
ッ
ト
を
認

め
て
、
　
「
Ａ
・
ス
ミ
ス
は
、
あ
る
事
情
の
も
と
で
は
地
主
は
資
本
に
効
果
的
に
低
抗
し
て
土
地
所
有
を
有
効
に
す
る
力
を
も
っ
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

り
、
し
た
が
っ
て
絶
対
地
代
を
要
求
す
る
力
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
別
の
事
情
の
も
と
で
は
地
主
は
こ
の
よ
う
な

、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、

力
を
も
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
…
…
を
感
知
し
て
い
る
」
（
蔓
§
き
ぎ
宗
－
月
竃
き
望
・
き
宗
声
月
Ｏ
Ｏ
』
。
。
卜
　
『
学
説
史
』

第
二
分
冊
、
『
全
集
』
ゆ
皿
、
四
四
一
頁
、
一
部
既
出
、
傍
点
は
引
用
者
）
と
書
い
て
い
る
。

　
さ
て
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
、
　
「
あ
と
に
な
っ
て
地
代
を
生
ず
る
土
地
生
産
物
の
他
の
諸
部
分
」
の
例
と
し
て
、
木
材
・
石
炭
・

卑
金
属
・
宝
石
な
ど
を
挙
げ
て
右
の
「
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
」
を
考
察
す
る
。
そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
い
森
林
地
代
、
四
炭
坑
地
代
、

お
よ
び
倒
金
属
鉱
山
地
代
と
い
う
三
つ
の
項
目
の
も
と
に
、
以
下
、
彼
の
所
説
の
要
点
を
見
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。



　
　
０
Ｄ
森
林
地
代

　
Ａ
・
ス
ミ
ス
は
、
　
「
林
木
の
価
格
は
家
畜
の
そ
れ
と
ほ
ぽ
同
じ
よ
う
な
仕
方
で
、
し
か
も
そ
れ
と
ま
っ
た
く
同
じ
理
由
か
ら
、
農

業
の
状
態
に
つ
れ
て
変
動
す
る
」
と
述
べ
て
、
ひ
き
つ
づ
き
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
　
「
農
業
が
粗
放
だ
っ
た
初
期
の
時
代
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
国
の
大
部
分
は
樹
木
で
お
お
わ
れ
、
当
時
の
地
主
に
と
っ
て
は
、
そ
れ

　
は
た
ん
に
無
価
値
の
も
の
に
す
ぎ
ず
、
地
主
は
、
伐
採
す
る
人
が
あ
れ
ば
だ
れ
に
で
も
よ
ろ
こ
ん
で
そ
れ
を
与
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
農
業
が
進
歩
す
る
と
、
森
林
は
、
一
部
分
は
耕
作
の
進
歩
に
よ
っ
て
き
り
は
ら
わ
れ
、
ま
た
一
部
分
は
家
畜
頭
数
の
増
加
の
結
果

　
と
し
て
衰
減
す
る
。
…
…
多
数
の
畜
群
は
、
自
由
に
森
林
を
歩
き
回
る
ま
ま
に
さ
せ
ら
れ
て
い
る
場
合
、
大
樹
こ
そ
損
傷
し
な
い

　
け
れ
ど
も
、
幼
樹
と
い
う
幼
樹
の
発
芽
を
妨
げ
る
か
ら
、
一
、
二
世
紀
を
経
過
す
る
う
ち
に
森
林
全
体
が
荒
廃
し
て
し
ま
う
。
そ

　
う
た
る
と
、
林
木
の
払
底
が
そ
の
価
格
を
引
き
上
げ
る
。
そ
の
価
格
は
十
分
な
地
代
を
生
ず
る
か
ら
、
と
き
ど
き
地
主
は
、
果
実

　
を
生
ま
ぬ
用
材
用
の
樹
木
を
育
て
る
た
め
に
、
自
分
の
最
上
の
土
地
を
使
用
す
る
の
が
も
っ
と
も
有
利
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ
く

　
わ
げ
で
、
そ
れ
と
い
う
の
も
、
こ
れ
に
ょ
っ
て
あ
げ
ら
れ
る
多
大
の
利
潤
が
、
し
ば
し
ぱ
そ
の
回
収
の
お
く
れ
を
っ
ぐ
た
う
か
ら

　
で
あ
る
。
こ
う
い
う
事
態
が
大
ブ
リ
テ
ソ
の
多
く
の
地
方
の
現
状
に
近
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
の
植
林
の
利

　
潤
は
、
穀
物
ま
た
は
牧
草
の
そ
れ
に
匹
敵
す
る
と
い
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
地
主
が
植
林
か
ら
引
き
出
す
利
益
は
、
ど
の

　
よ
う
な
と
こ
ろ
で
も
、
少
な
く
と
も
か
な
り
の
期
間
に
わ
た
り
、
穀
物
や
牧
草
が
彼
に
与
え
う
る
地
代
を
し
の
ぐ
こ
と
は
で
き
な

　
い
し
、
ま
た
高
度
に
耕
作
さ
れ
た
内
陸
地
方
で
は
、
こ
の
利
益
が
こ
の
地
代
に
は
る
か
に
お
よ
ば
た
い
と
い
う
こ
と
は
め
っ
た
に

　
な
か
ろ
う
」
（
『
ざ
ミ
§
§
ミ
き
ぎ
婁
．
署
．
－
塞
－
Ｈ
ミ
・
前
掲
訳
書
、
三
一
〇
１
三
一
一
頁
）
。

　
こ
こ
で
は
ス
ミ
ス
は
、
地
主
自
身
が
林
業
に
従
事
す
る
場
合
を
想
定
し
な
が
ら
、
森
林
地
代
に
つ
い
て
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
考
え

　
　
　
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
自
然
価
格
論
に
つ
い
て
（
下
）
（
岡
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
（
八
四
五
）



　
　
　
立
命
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六
四
（
八
四
六
）

て
い
る
。
　
　
　
「
農
業
が
粗
放
だ
っ
た
初
期
の
時
代
」
に
は
樹
木
が
あ
り
余
る
ほ
ど
存
在
し
て
い
た
か
ら
、
森
林
は
地
主
に
少
し
の

地
代
も
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
「
農
業
が
進
歩
す
る
と
、
森
林
は
、
一
部
分
は
耕
作
に
よ
っ
て
き
り
は
ら
わ
れ
、
ま
た
一

部
分
は
家
畜
頭
数
の
増
加
の
結
果
と
し
て
衰
滅
す
る
」
、
こ
う
し
て
「
林
木
の
払
底
が
そ
の
価
格
を
引
き
上
げ
る
」
の
で
、
林
木
の

価
格
は
、
耕
地
が
森
林
に
転
換
さ
れ
る
ほ
ど
「
十
分
な
地
代
」
を
生
み
出
す
よ
う
に
な
る
、
こ
の
場
合
、
森
林
地
代
が
「
少
た
く
と

も
か
な
り
の
期
間
に
わ
た
り
」
穀
産
地
ま
た
は
牧
場
の
地
代
を
上
回
っ
た
り
下
回
っ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
、
と
。
す
た
わ

ち
ス
ミ
ス
は
、
森
林
地
代
は
牧
場
地
代
と
同
様
、
　
「
穀
産
地
の
地
代
」
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
と
考
え
る
わ
げ
で
あ
る
。
そ
し
て
、

マ
ル
ク
ス
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
（
く
。
ｑ
一
．
掌
§
き
ぎ
弓
邑
Ｈ
Ｈ
一
竃
き
望
・
ぎ
宗
－
月
Ｃ
０
．
・
。
０
ド
　
『
学
説
史
』
第
二
分
冊
、
『
全

集
』
ゆ
皿
、
四
八
一
－
四
八
二
頁
参
照
）
、
こ
の
場
合
に
は
ス
ミ
ス
は
、
「
木
材
は
食
料
と
し
て
は
役
立
た
た
い
と
は
い
え
、
そ
の
部
類
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

属
す
る
」
と
い
う
点
、
お
よ
び
、
　
「
こ
の
経
済
上
の
部
類
は
、
生
産
物
の
使
用
価
値
に
よ
っ
て
定
ま
る
の
で
は
な
く
、
農
耕
地
に
転

換
さ
れ
う
る
か
ど
う
か
、
ま
た
そ
の
逆
の
転
換
が
な
さ
れ
う
る
か
ど
う
か
、
に
よ
っ
て
定
ま
る
」
（
傍
点
は
マ
ル
ク
ス
）
と
い
う
点
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
）

事
実
上
と
ら
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
（
注
）
　
た
お
マ
ル
ク
ス
は
、
Ａ
・
ス
ミ
ス
が
牧
場
や
森
林
な
ど
の
地
代
が
「
穀
産
地
の
地
代
」
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
事
情
を
明
ら
か
に
し
た

　
　
　
　
点
を
高
く
評
価
し
て
、
こ
の
点
は
「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
大
き
な
功
績
の
一
っ
」
だ
と
し
て
い
る
（
く
県
ｂ
§
導
ぎ
Ｎ
一
吋
｛
．
Ｈ
月

　
　
　
　
竃
ミ
一
団
Ｐ
覇
一
〇
〇
・
竃
ｏ
◎
・
『
資
本
論
』
第
三
巻
、
『
全
集
』
＠
ｂ
、
七
九
四
頁
参
照
）
。
た
だ
し
ス
ミ
ス
の
こ
の
功
績
は
、
す
で
に
見
た

　
　
　
　
よ
う
に
、
彼
に
あ
っ
て
は
「
穀
産
地
の
地
代
」
そ
の
も
の
が
ど
の
よ
う
に
し
て
決
定
さ
れ
る
か
の
問
題
が
等
閑
に
付
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、

　
　
　
　
か
な
り
の
程
度
ま
で
減
殺
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
だ
が
。

　
し
か
し
、
森
林
地
代
が
牧
場
地
代
と
同
様
、
「
穀
産
地
の
地
代
」
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
林
木
は
　
　
　
「
あ
と

に
な
っ
て
地
代
を
生
ず
る
土
地
生
産
物
」
で
は
あ
る
に
し
て
も
　
　
家
畜
た
ど
と
同
じ
く
、
「
っ
ね
に
地
代
を
生
ず
る
土
地
生
産
物
」



の
部
類
に
含
め
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ス
ミ
ス
が
そ
う
せ
ず
に
、
こ
れ
を
「
あ
る
と
き
に
は

地
代
を
生
じ
、
あ
る
と
き
に
は
そ
れ
を
生
じ
な
い
土
地
生
産
物
」
の
部
類
へ
入
れ
た
の
は
、
○
ｏ
彼
が
　
　
そ
の
時
代
的
制
約
も
あ

っ
て
　
　
間
題
は
「
高
度
に
耕
作
さ
れ
た
」
「
文
明
杜
会
」
で
の
事
態
の
分
析
だ
と
い
う
点
を
十
分
に
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
・

何
彼
が
重
農
主
義
の
影
響
の
も
と
に
「
人
問
の
食
物
」
を
い
わ
ぱ
特
別
扱
い
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
・

　
　
働
炭
坑
地
代

　
ス
、
、
、
ス
は
ま
ず
、
鉱
山
一
般
の
豊
度
の
大
小
を
正
し
く
規
定
し
て
次
の
よ
う
に
い
う
。
　
「
ど
の
種
の
鉱
山
で
も
、
そ
れ
が
豊
鉱
だ

と
か
貧
鉱
だ
と
か
い
わ
れ
る
の
は
、
一
定
量
の
労
働
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
う
る
鉱
物
の
量
が
、
同
一
量
の
労
働
に
よ
っ
て
同
種
の

他
の
諸
鉱
山
の
大
部
分
か
ら
も
た
ら
さ
れ
う
る
も
の
よ
り
も
多
い
か
少
な
い
か
に
よ
っ
て
で
あ
ろ
う
」
（
掌
～
ミ
§
§
♀
き
ぎ
葦
一

ｐ
Ｈ
竃
前
掲
訳
書
、
三
〇
九
頁
）
、
と
。
だ
か
ら
、
た
と
え
ば
炭
坑
の
場
合
に
は
、
そ
の
豊
度
の
大
小
は
い
ろ
い
ろ
な
炭
坑
で
「
同
一

量
の
労
働
」
が
採
掘
し
う
る
石
炭
の
多
寡
に
よ
っ
て
定
ま
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
さ
ら
に
ス
、
、
、
ス
は
、
　
「
…
あ
る
炭
坑
が
は
た
し
て
い
く
ら
か
で
も
地
代
を
生
じ
う
る
か
ど
う
か
は
、
い
く
分
か
は
そ
の
多
産
性

に
依
存
し
、
ま
た
、
い
く
分
か
は
そ
の
位
置
に
依
存
す
る
の
で
あ
る
」
（
峯
早
ｐ
崇
閉
・
同
上
、
三
〇
九
頁
）
と
し
て
・
次
の
よ
う
に
主

張
す
る
。
　
　
「
若
干
の
炭
坑
は
、
そ
の
位
置
が
有
利
で
も
、
不
毛
な
た
め
に
１
稼
働
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
生
産
物
で
は
費
用
が

っ
ぐ
な
え
な
い
。
こ
れ
ら
の
炭
坑
は
利
潤
も
地
代
も
生
じ
え
な
い
」
（
皇
き
Ｐ
畠
９
同
上
、
三
〇
九
頁
）
。
「
同
じ
国
に
あ
る
他
の
炭
坑

は
、
十
分
に
多
産
的
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
位
置
の
た
め
に
稼
働
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
稼
働
の
費
用
を
ま
か
な
う
に
足
り
る
鉱

物
量
は
、
通
常
の
、
い
な
、
通
常
以
下
の
労
働
に
よ
っ
て
さ
え
、
こ
の
鉱
山
か
ら
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
が
・
住
民
が

希
薄
で
、
良
好
な
道
路
も
水
運
も
な
い
内
陸
地
方
で
は
、
こ
れ
だ
げ
の
鉱
物
量
は
販
売
し
よ
う
に
も
で
き
な
い
の
で
あ
る
」
（
曼
｝

　
　
　
ア
ダ
ム
．
ス
ミ
ス
の
自
然
価
格
論
に
つ
い
て
（
下
）
（
岡
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
（
八
四
七
）
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八
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り
・
一
３
．
同
上
、
三
一
〇
頁
）
。

　
っ
ま
り
・
ス
ミ
ス
は
、
豊
度
が
小
さ
い
こ
と
は
位
置
の
有
利
さ
を
帳
消
し
に
す
る
の
で
、
こ
う
い
う
不
毛
な
「
若
干
の
炭
坑
」
は

ま
っ
た
く
採
掘
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
う
る
が
、
他
方
、
不
利
な
位
置
は
多
産
的
で
あ
る
こ
と
を
帳
消
し
に
す
る
の
で
、
位
置
の
点

で
不
利
な
「
他
の
炭
坑
」
は
「
十
分
に
多
産
的
で
あ
っ
て
も
」
採
掘
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
う
る
、
と
い
う
事
情
を
適
切
に
指
摘
す

る
わ
げ
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
は
、
さ
ら
に
す
す
ん
で
次
の
よ
う
に
論
述
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
「
炭
坑
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
生
産
物
で
飲
跡
ｐ
支
抵
い
、
ま
た
そ
れ
を
稼
働
さ
せ
る
の
に
使
用
さ
れ
た
資
財
を
そ
の
通
常
利
潤

　
ピ
ピ
ポ
に
町
必
か
か
の
が
ぎ
り
ぎ
り
一
杯
だ
と
い
う
も
の
も
あ
る
。
こ
う
い
う
炭
坑
は
、
そ
の
事
業
の
企
業
家
に
多
少
と
も
利
潤

　
を
与
え
る
が
・
松
圭
む
附
卦
ひ
わ
◆
蛤
什
か
争
か
か
い
。
地
主
自
身
が
そ
の
事
業
の
企
業
家
で
、
彼
が
そ
れ
に
使
用
す
る
資
本
に

　
っ
い
て
通
常
利
潤
を
獲
得
す
る
の
で
も
な
い
か
ぎ
り
、
だ
れ
一
人
と
し
て
こ
う
い
う
炭
坑
を
有
利
に
稼
働
さ
せ
ら
れ
ぬ
で
あ
ろ
う
。

　
ス
コ
ッ
ト
ラ
ソ
ド
の
多
く
の
炭
坑
は
、
こ
の
よ
う
た
方
法
で
稼
働
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の
方
法
で
は
と
う
て
い
稼
働
し
よ
う
に
も

で
き
な
い
で
あ
ろ
う
・
と
い
う
の
は
・
茎
窄
少
玄
鉦
容
慕
か
宗
宗
、
か
な
暮
掌
忘
レ
汽
で
あ
ろ

　
う
し
・
ま
た
・
い
く
ら
か
で
も
地
代
を
支
抵
い
う
る
人
は
一
人
も
い
な
い
か
ら
で
あ
る
」
（
曼
｝
Ｐ
Ｈ
３
・
同
上
、
三
一
〇
頁
、
傍
点

　
は
引
用
者
）
。

　
こ
こ
で
は
ス
ミ
ス
は
・
土
地
が
私
有
さ
れ
て
い
る
条
件
の
も
と
で
地
代
（
１
１
絶
対
地
代
）
が
支
払
わ
れ
な
い
ケ
ー
ス
を
間
題
に
し
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
さ
い
の
彼
の
論
理
は
お
よ
そ
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
　
　
炭
坑
の
う
ち
に
は
、
「
そ
の
生
産
物
で
労
働
に

支
払
い
・
ま
た
そ
れ
を
稼
働
さ
せ
る
の
に
使
用
さ
れ
た
資
財
を
そ
の
通
常
利
潤
と
と
も
に
回
収
す
る
の
が
ぎ
り
ぎ
り
一
杯
だ
と
い
う
．

も
の
」
、
す
た
わ
ち
、
そ
の
生
産
物
の
「
通
常
価
格
」
と
「
十
分
な
価
格
」
と
が
ぴ
っ
た
り
一
致
す
る
よ
う
た
も
の
が
あ
る
、
こ
う



い
う
炭
坑
は
「
企
業
家
」
に
「
通
常
利
潤
」
１
－
平
均
利
潤
を
も
た
ら
し
は
す
る
が
、
そ
れ
以
上
の
剰
余
を
残
さ
な
い
、
し
た
が
っ
て

地
主
は
自
分
自
身
が
「
企
業
家
」
に
な
．
っ
て
採
掘
す
る
ほ
か
は
な
く
、
　
「
他
の
方
法
」
で
は
と
う
て
い
採
掘
さ
れ
え
な
い
、
な
ぜ
た

ら
「
地
主
は
、
多
少
と
も
地
代
を
支
払
わ
ぬ
か
ぎ
り
、
だ
れ
に
も
稼
働
さ
せ
は
し
た
い
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
い
く
ら
か
で
も
地
代

を
支
払
い
う
る
人
は
一
人
も
い
な
い
」
か
ら
で
あ
る
、
と
。

　
し
か
し
、
こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
よ
う
に
論
ず
る
さ
い
の
ス
、
・
・
ス
は
豊
度
の
も
っ
と
も
高
い
炭
坑
が
石
炭
の
市
場
価
格
を
規

制
す
る
と
し
て
い
る
、
と
い
う
点
に
注
意
し
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
げ
ん
に
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
「
も
っ
と
も
多
産
的
た
炭
坑
が
、
そ
の
近
隣
に
あ
る
他
の
す
べ
て
の
炭
坑
に
お
け
る
石
炭
の
価
格
を
規
制
す
る
。
こ
の
炭
坑
の

　
所
有
者
と
企
業
家
と
の
双
方
は
、
そ
の
す
べ
て
の
隣
人
よ
り
も
い
く
分
安
値
に
売
る
ほ
う
が
、
前
者
は
も
っ
と
多
額
の
地
代
が
得

　
ら
れ
る
し
、
後
者
は
も
っ
と
多
額
の
利
潤
が
得
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
に
気
づ
く
。
そ
う
な
る
と
、
問
も
な
く
彼
ら
の
隣
人
た
ち

　
は
、
そ
う
い
う
安
値
で
売
る
だ
げ
の
余
裕
な
ど
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
そ
う
い
う
安
値
で
売
れ
ば
、
自
分
た
ち
の
地
代
と

　
利
潤
と
の
双
方
が
っ
ね
に
減
少
す
る
ど
こ
ろ
か
、
場
合
に
ょ
っ
て
は
全
然
な
く
な
っ
て
し
ま
う
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
右
と
同
じ
価

　
格
で
売
ら
ざ
る
を
え
た
い
こ
と
に
な
る
。
あ
る
炭
坑
は
ま
っ
た
く
放
棄
さ
れ
て
し
ま
い
、
ま
た
他
の
炭
坑
は
少
し
も
地
代
を
提
供

　
し
え
ず
、
わ
ず
か
に
そ
の
所
有
者
に
ょ
っ
て
稼
働
さ
れ
う
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
に
，
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
」
（
Ｈ
§
・
一
署
・
Ｈ
ミ
ー

　
宗
・
。
．
同
上
、
三
二
一
－
三
二
二
頁
、
傍
点
は
引
用
者
）
。

　
右
の
一
文
に
お
い
て
ス
ミ
ス
が
、
　
「
も
っ
と
も
多
産
的
な
炭
坑
が
、
そ
の
近
隣
に
あ
る
他
の
す
べ
て
の
炭
坑
に
お
げ
る
石
炭
の
価

格
を
観
制
す
る
」
と
述
べ
る
と
き
に
は
、
彼
は
、
炭
坑
が
劣
等
な
種
類
か
ら
よ
り
優
良
な
種
類
へ
と
い
う
上
昇
順
序
で
採
掘
さ
れ
る

こ
と
、
こ
う
し
て
、
必
要
な
追
加
供
給
量
よ
り
も
多
く
の
石
炭
が
供
給
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
う
い
う
需
給
関

　
　
　
　
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
自
然
価
格
論
に
つ
い
て
（
下
）
（
岡
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
（
八
四
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
五
号
）
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八
（
八
五
〇
）

係
の
も
と
で
は
、
　
「
も
っ
と
も
多
産
的
な
炭
坑
」
は
競
争
相
手
よ
り
も
「
安
値
に
売
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
そ
の
全
生
産
物
を

売
り
さ
ぱ
く
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
に
は
石
炭
の
市
場
価
格
は
下
が
り
、
そ
れ
と
と
も
に
、
よ
り
劣
等
な
炭
坑
の
地

代
は
減
少
せ
ざ
る
を
え
た
い
。
の
み
な
ら
ず
、
　
「
あ
る
炭
坑
は
ま
っ
た
く
放
棄
さ
れ
て
し
ま
い
、
ま
た
他
の
炭
坑
は
少
し
も
地
代
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
）

提
供
し
え
ず
、
わ
ず
か
に
そ
の
所
有
者
に
よ
っ
て
稼
働
さ
れ
う
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
に
た
っ
て
し
ま
う
」
の
で
あ
る
。

　
　
（
注
）
　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
ス
ミ
ス
は
、
炭
坑
の
地
代
を
「
地
上
に
あ
る
所
有
地
の
地
代
」
と
比
較
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る

　
　
　
　
（
一
部
既
出
）
。
　
　
　
「
石
炭
が
地
代
を
生
ず
る
と
こ
ろ
で
さ
え
、
そ
こ
で
の
地
代
が
石
炭
の
価
格
の
な
か
に
占
め
る
割
合
は
、
土
地
の
他

　
　
　
　
の
大
部
分
の
粗
生
産
物
の
価
格
の
場
合
よ
り
も
一
般
に
小
で
あ
る
。
地
上
に
あ
る
所
有
地
の
地
代
は
、
ふ
っ
う
そ
の
総
生
産
物
の
三
分
の

　
　
　
　
一
に
達
す
る
と
想
定
さ
れ
、
し
か
も
こ
れ
は
、
一
般
に
収
穫
の
随
時
的
な
変
動
と
は
無
関
係
な
確
定
地
代
で
あ
る
。
炭
坑
で
は
、
総
生
産

　
　
　
　
物
の
五
分
の
一
と
い
え
ぱ
非
常
に
高
い
地
代
で
あ
り
、
十
分
の
一
が
ふ
っ
う
の
忠
代
で
、
し
か
も
そ
れ
が
確
定
地
代
で
あ
る
こ
と
は
め
っ

　
　
　
　
た
に
な
く
、
生
産
高
の
随
時
的
な
変
動
に
依
存
し
て
い
る
」
（
き
ミ
一
〇
・
冨
・
。
・
同
上
、
三
二
二
頁
）
。

　
と
こ
ろ
で
マ
ル
ク
ス
は
、
Ａ
・
ス
、
・
・
ス
の
上
記
の
よ
う
な
主
張
に
っ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
　
「
こ
れ
は
、
十
分
な

　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

価
格
で
の
供
給
が
大
き
い
た
め
に
、
土
地
所
有
が
諸
資
本
ま
た
は
労
働
の
均
等
化
に
低
抗
し
え
な
い
、
と
い
う
こ
と
以
外
に
な
に
を

意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
？
　
つ
ま
り
、
土
地
所
有
は
、
法
律
上
は
存
在
す
る
に
し
て
も
、
実
際
上
は
存
在
し
な
い
か
、
ま
た
は
、

そ
の
も
の
と
し
て
実
際
に
作
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
以
外
に
な
に
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
？
　
…
…
彼
〔
ス

、
・
・
ス
〕
の
良
い
点
は
、
土
地
所
有
が
経
済
的
に
有
効
に
な
り
う
る
か
ど
う
か
は
い
ろ
い
ろ
な
事
情
に
よ
っ
て
定
ま
る
、
と
い
う
こ
と

を
見
て
い
る
こ
と
で
あ
る
」
（
§
§
き
ぎ
弓
巴
戸
竃
き
団
｛
』
９
宗
－
月
０
０
』
賢
　
『
学
説
史
』
第
二
分
冊
、
『
全
集
』
ゆ
１
、
三
八

○
１
三
八
一
頁
、
傍
点
は
マ
ル
ク
ス
）
。

　
要
す
る
に
、
ア
ダ
ム
・
ス
、
・
・
ス
が
、
　
「
も
っ
と
も
多
産
的
た
炭
坑
が
、
そ
の
近
隣
に
あ
る
他
の
す
べ
て
の
炭
坑
に
お
げ
る
石
炭
の



価
格
を
規
制
す
る
」
と
し
な
が
ら
、
土
地
が
私
有
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
地
代
が
支
払
わ
れ
な
い
ケ
ー
ス
、
す
な
わ
ち
炭
坑
の
所
有

者
自
身
が
「
企
業
家
」
に
な
っ
て
平
均
利
潤
だ
げ
を
手
に
入
れ
る
ヶ
ー
ス
を
間
題
に
す
る
さ
い
に
は
、
彼
ス
、
、
、
ス
は
、
　
「
十
分
な
価

格
で
の
供
給
が
大
き
い
」
と
い
う
条
件
の
も
と
で
は
土
地
所
有
が
資
本
に
た
い
し
て
抵
抗
で
き
な
く
な
り
、
み
ず
か
ら
の
経
済
的
効

力
を
失
う
こ
と
に
た
る
、
と
い
う
点
を
鋭
く
見
抜
い
て
い
る
わ
げ
で
あ
る
。

　
　
例
金
属
鉱
山
地
代

　
は
じ
め
に
ス
ミ
ス
は
次
の
二
つ
の
点
を
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
い
金
属
鉱
山
の
場
合
に
は
、
そ
の
生
産
物
が
容
易
に
運
搬
さ
れ

う
る
し
、
「
そ
の
市
場
は
鉱
山
の
近
隣
諸
国
に
局
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
全
世
界
に
拡
大
さ
れ
て
い
る
」
（
掌
。
ミ
、
、
§
県
き
こ
。
ミ
８

ｐ
畠
。
・
．
同
上
、
三
一
四
頁
）
の
で
、
位
置
よ
り
も
多
産
性
の
は
う
が
い
っ
そ
う
重
要
で
あ
る
こ
と
、
側
同
じ
理
由
か
ら
金
属
鉱
山
の

生
産
物
は
、
そ
の
鉱
山
が
互
い
に
も
っ
と
も
遠
く
離
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
も
競
争
し
合
う
こ
と
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
彼

は
、
　
「
そ
れ
ゆ
え
、
貴
金
属
の
場
合
は
な
お
さ
ら
そ
う
で
あ
る
が
、
卑
金
属
の
場
合
で
も
、
世
界
き
っ
て
の
多
産
的
な
鉱
山
に
お
げ

る
価
格
が
、
必
然
的
に
世
界
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
鉱
山
に
お
げ
る
価
格
に
多
少
と
も
影
響
せ
ざ
る
を
え
な
い
」
（
峯
午
君
・
畠
・
。
．
Ｈ
婁
同

上
、
三
一
四
頁
）
と
述
べ
て
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
「
あ
ら
ゆ
る
鉱
山
に
お
げ
る
あ
ら
ゆ
る
金
属
の
価
格
は
、
げ
ん
に
稼
働
中
の
世
界
き
っ
て
の
多
産
的
な
鉱
山
に
お
け
る
そ
の
価

　
格
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
規
制
さ
れ
る
か
ら
、
大
部
分
の
鉱
山
に
お
け
る
そ
の
価
格
は
、
そ
れ
を
稼
働
さ
せ
る
た
め
の
経
費
（
、
肖
．

　
り
彗
８
）
を
支
抵
う
以
上
に
ほ
と
ん
ど
出
ら
れ
な
い
し
、
ま
し
て
、
非
常
に
高
い
地
代
を
地
主
に
も
た
ら
す
こ
と
な
ど
は
め
っ
た
に

　
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
大
都
分
の
鉱
山
に
お
げ
る
地
代
は
、
卑
金
属
の
価
格
に
お
い
て
も
小
さ
な
割
合
を
占
め
る
に
す
ぎ
な

　
い
し
、
ま
た
貴
金
属
の
そ
れ
に
お
い
て
は
、
た
お
さ
ら
小
さ
な
割
合
し
か
占
め
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
労
働
丁
賃
金
〕

　
　
　
　
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
自
然
価
格
論
に
っ
い
て
（
下
）
（
岡
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
（
八
五
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
（
八
五
二
）

　
と
利
潤
と
が
両
者
の
大
部
分
を
形
づ
く
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」
（
皇
ト
；
．
冨
ｏ
．
同
上
、
三
一
五
頁
、
傍
点
は
引
用
者
、
　
　
〈
引
用
Ｐ
ｖ
）
。

　
　
「
地
代
は
、
世
界
き
っ
て
の
多
産
的
な
銀
山
に
お
げ
る
銀
の
価
格
よ
り
も
、
世
界
き
っ
て
の
多
産
的
な
錫
鉱
山
に
お
げ
る
錫
の

　
価
格
に
お
い
て
の
ほ
う
が
、
よ
り
大
き
な
部
分
を
な
し
て
い
る
ら
し
い
。
こ
れ
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
鉱
山
を
稼
働
さ
せ
る
の
に
使
用

　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
さ
れ
た
資
財
を
、
そ
の
通
常
利
潤
と
と
も
に
回
収
し
た
の
ち
に
、
な
お
そ
の
所
有
者
の
手
も
と
に
残
る
残
余
は
、
卑
金
属
の
場
合

　
の
ほ
う
が
貴
金
属
の
場
合
よ
り
も
大
き
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
」
（
曼
、
；
．
ミ
◎
．
同
上
、
三
ニ
ハ
頁
、
傍
点
は
引
用
者
、

　
《
引
用
Ｑ
》
）
。

　
右
の
く
引
用
Ｐ
Ｖ
で
ス
ミ
ス
が
、
　
「
あ
ら
ゆ
る
鉱
山
に
お
げ
る
あ
ら
ゆ
る
金
属
の
価
格
は
、
か
か
む
駄
跡
中
小
世
於
ぎ
ひ
心
小
少

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

産
的
な
鉱
山
に
お
げ
る
そ
の
価
格
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
規
制
さ
れ
る
」
と
い
う
と
き
、
彼
が
炭
坑
の
場
合
と
同
様
、
劣
等
な
種
類
か

ら
よ
り
優
良
た
種
類
へ
と
進
む
上
昇
順
序
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
必
要
な
追
加
供
給
量
よ
り
も
多
く
の
金
属
が
供
給
さ
れ

る
場
合
を
前
提
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
ス
ミ
ス
は
、
〈
引
用
Ｑ
Ｖ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
金
属
鉱
山

の
地
代
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
鉱
山
を
稼
働
さ
せ
る
の
に
使
用
さ
れ
た
資
財
を
、
そ
の
通
常
利
潤
と
と
も
に
回
収
し
た
の
ち
に
、
な
お
そ

の
所
有
者
の
手
も
と
に
残
る
残
余
」
だ
と
考
え
る
。
っ
ま
り
、
ス
ミ
ス
は
鉱
山
地
代
を
、
　
「
十
分
な
価
格
」
を
越
え
る
剰
余
分
と
解

し
て
い
る
わ
げ
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
は
、
　
「
あ
ら
ゆ
る
鉱
山
に
お
げ
る
あ
ら
ゆ
る
金
属
の
価
格
は
、
げ
ん
に
稼
働
中
の
世
界
き
っ
て

の
多
産
的
な
鉱
山
に
お
げ
る
そ
の
価
格
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
規
制
さ
れ
る
か
ら
、
大
部
分
の
鉱
山
に
お
げ
る
そ
の
価
格
は
、
そ
れ
を

稼
働
さ
せ
る
た
め
の
経
費
〔
１
１
「
十
分
な
価
格
」
〕
を
支
払
う
以
上
に
ほ
と
ん
ど
出
ら
れ
な
い
」
（
《
引
用
Ｐ
》
）
と
す
る
。
し
て
み
れ
ば
、

豊
度
の
よ
り
高
い
鉱
山
が
開
発
さ
れ
て
金
属
の
市
場
価
格
が
い
っ
そ
う
低
下
す
れ
ば
、
炭
坑
の
場
合
と
同
じ
く
、
あ
る
金
属
鉱
山
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
）

ま
っ
た
く
放
棄
さ
れ
て
し
ま
い
、
ま
た
他
の
鉱
山
は
そ
の
所
有
者
自
身
に
よ
っ
て
し
か
稼
働
さ
れ
え
な
く
な
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。



す
た
わ
ち
ス
ミ
ス
は
、
金
属
鉱
山
に
っ
い
て
も
、
土
地
私
有
が
存
在
す
る
条
件
の
も
と
で
地
代
（
Ｈ
絶
対
地
代
）
が
支
払
わ
れ
た
い

ケ
ー
ス
が
あ
り
う
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
う
し
て
、
こ
こ
で
も
彼
は
「
土
地
所
有
が
経
済
的
に
有
効
に
な
り
う
る
か
ど
う
か

は
い
ろ
い
ろ
た
事
情
に
よ
っ
て
定
ま
る
、
と
い
う
こ
と
を
見
て
い
る
」
の
で
あ
る
。

　
　
（
注
）
　
事
実
、
ス
ミ
ス
は
第
十
一
章
第
二
節
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
（
一
部
既
出
）
。
　
　
「
ペ
ル
ー
の
銀
の
価
格
、
す
た
わ
ち
、

　
　
　
　
銀
が
そ
こ
で
購
買
す
る
で
あ
ろ
う
労
働
ま
た
は
他
の
財
貨
の
量
は
、
ヨ
ー
ロ
ツ
バ
の
銀
山
ぱ
か
り
で
は
な
く
、
シ
ナ
の
銀
山
に
お
け
る
銀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
　
　
の
価
格
に
影
響
を
お
よ
ぽ
す
に
１
ち
が
い
な
い
。
ベ
ル
ー
の
銀
山
が
発
見
さ
れ
て
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ツ
バ
の
銀
山
は
大
部
分
放
棄
さ
れ
た
。
そ

　
　
　
　
れ
は
・
銀
の
価
値
が
い
ち
じ
る
し
く
引
き
下
げ
ら
れ
た
の
で
、
ヨ
ー
ロ
ツ
バ
の
銀
山
の
生
産
物
で
は
そ
れ
を
稼
働
さ
せ
る
た
め
の
経
費
を

　
　
　
　
も
は
や
支
払
え
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
い
い
か
え
れ
ぱ
、
そ
の
経
営
で
消
費
さ
れ
た
食
、
衣
、
住
そ
の
他
の
必
需
品
を
利
潤
と
と
も

　
　
　
　
に
も
は
や
回
収
で
き
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
う
い
う
こ
と
は
、
ポ
ト
シ
ー
の
鉱
山
が
発
見
さ
れ
て
以
来
の
キ
ュ
ー
バ
や
サ

　
　
　
　
ソ
ト
一
ド
ミ
ソ
ゴ
の
鉱
山
に
っ
い
て
の
事
実
で
あ
り
、
ま
た
ペ
ル
ー
の
旧
鉱
山
に
つ
い
て
さ
え
事
実
な
の
で
あ
る
」
（
皇
ミ
・
り
・
Ｈ
８
・
同

　
　
　
　
上
、
三
一
四
－
三
一
五
頁
、
傍
点
は
引
用
者
）
。

　
　
　
　
　
な
お
・
『
剰
余
価
値
学
説
史
』
（
第
二
分
冊
）
の
な
か
で
マ
ル
ク
ス
は
、
ア
ダ
ム
・
ス
、
・
・
ス
の
鉱
山
地
代
論
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
・
述
べ

　
　
　
　
て
い
る
。

　
　
　
　
　
「
市
場
価
格
は
、
与
え
ら
れ
た
事
情
〔
す
な
わ
ち
、
ス
ミ
ス
が
想
定
し
て
い
る
上
記
の
よ
う
な
事
情
〕
の
も
と
で
は
最
良
の
鉱
山
の
生

　
　
　
　
産
物
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
市
場
価
格
が
下
落
し
て
、
も
は
や
最
劣
等
鉱
山
の
生
産
物
に
と
っ
て
は
費
用
価
格

　
　
　
　
〔
す
な
わ
ち
、
ス
ミ
ス
流
に
い
え
ぱ
「
十
分
な
価
格
」
〕
を
越
え
る
超
過
分
を
与
え
な
い
ほ
ど
に
低
く
た
る
と
す
れ
注
、
そ
の
と
き
に
は
、

　
　
　
　
こ
の
最
劣
等
鉱
山
は
た
だ
そ
の
所
有
老
自
身
に
よ
っ
て
採
掘
さ
れ
う
る
だ
げ
で
あ
る
。
ど
ん
た
資
本
家
も
、
こ
う
い
う
市
場
価
格
で
は
、

　
　
　
　
そ
の
所
有
者
に
地
代
を
支
払
わ
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
に
は
、
彼
の
土
地
所
有
は
資
本
に
た
い
す
る
力
を
彼
に
与
え
た
い
の
で
あ
っ

　
　
　
　
て
・
土
地
所
有
は
、
彼
に
と
っ
て
は
、
土
地
へ
の
資
本
の
充
用
が
他
の
資
本
家
た
ち
に
示
す
よ
う
な
抵
抗
を
な
く
す
の
で
あ
る
。
彼
に
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
　
　
っ
て
は
・
彼
自
身
が
土
地
所
有
者
で
あ
る
た
め
に
、
土
地
所
有
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
は
自
分
の
土
地
を
、
他
の
あ

　
　
　
　
ら
ゆ
る
産
業
部
門
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
、
鉱
山
に
も
使
用
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
に
と
っ
て
は
す
で
に
規
定
さ
れ
叱
、
”
叱
し
て
現

　
　
　
　
か
か
ズ
い
心
彼
が
〔
こ
れ
か
ら
〕
規
定
す
る
の
で
は
な
い
生
産
物
の
市
場
価
格
が
、
彼
に
平
均
利
潤
を
も
た
ら
し
彼
の
費
用
価
格
を
取
り

　
　
　
　
ア
ダ
ム
．
ス
ミ
ス
の
自
然
価
格
論
に
つ
い
て
（
下
）
（
岡
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
（
八
五
三
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
（
八
五
四
）

返
さ
せ
る
も
の
で
あ
れ
ぱ
、
彼
は
自
分
の
土
地
を
そ
の
よ
う
に
使
用
で
き
る
の
で
あ
る
」
（
蔓
§
こ
§
一
↓
邑
月
竃
ミ
一
吋
｛
．
Ｎ
９
弓
９
－

月
ｃ
り
ｏ
ｏ
』
ｏ
。
べ
．
ｏ
ｏ
・
。
◎
。
・
　
『
学
説
史
』
第
二
分
冊
、
『
全
集
』
ゆ
皿
、
四
四
五
－
四
四
六
頁
、
傍
点
は
マ
ル
ク
ス
）
。

＊

＊

＊

　
以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
、
「
あ
る
と
き
火
は
地
代
を
生
じ
、
あ
る
と
き
に
は
そ
れ
を
生
じ
な
い
土
地
生
産
物
」
に
っ
い
て
の
ス
ミ
ス
の

所
論
を
、
ｏ
ｏ
森
林
地
代
、
吻
炭
坑
地
代
、
お
よ
び
倒
金
属
鉱
山
地
代
と
い
う
三
つ
の
項
目
の
も
と
に
一
通
り
見
て
き
た
の
だ
が
、

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
う
ち
似
炭
坑
地
代
、
お
よ
び
倒
金
属
鉱
山
地
代
に
つ
い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
は
彼
の
所
説
を
い
ま
少
し
立
ち
入
っ

て
考
察
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
ア
ダ
ム
．
ス
、
、
、
ス
は
、
第
十
一
章
第
二
節
に
お
い
て
石
炭
お
よ
び
貴
金
属
の
「
最
氏
価
格
（
亭
¢
一
暑
置
豆
８
）
」

を
間
題
に
し
て
い
る
。
ま
ず
、
石
炭
の
「
最
低
価
格
」
に
っ
い
て
彼
の
語
る
と
こ
ろ
を
聞
け
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
・

　
　
　
「
石
炭
が
か
な
り
の
期
問
に
わ
た
っ
て
販
売
さ
れ
う
る
齢
僚
征
瞥
は
、
他
の
す
べ
て
の
商
品
の
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
れ
を

　
市
場
へ
も
た
ら
す
の
に
使
用
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
資
財
を
、
そ
の
利
潤
と
と
も
に
回
収
す
る
に
足
り
る
ぎ
り
ぎ
り
の
価
格
で
あ
る
。

　
地
主
が
全
然
地
代
を
獲
得
で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
彼
が
自
分
自
身
で
そ
れ
を
稼
働
さ
せ
る
か
、
そ
れ
と
も
そ
れ
を
放
置
し
て
し
ま

　
う
か
の
い
ず
れ
か
す
る
ほ
か
な
い
炭
坑
で
は
、
石
炭
の
価
格
は
一
般
に
ほ
ぼ
こ
の
価
格
に
近
い
も
の
に
ち
が
い
な
い
．
の
で
あ
る
」

　
（
『
ざ
事
ｓ
§
ミ
き
ぎ
葦
一
ｐ
ま
ｏ
。
・
前
掲
訳
書
、
三
二
二
頁
、
傍
点
は
引
用
者
、
　
　
《
引
用
Ｒ
》
）
。

　
こ
の
く
引
用
Ｒ
Ｖ
で
ス
、
、
、
ス
が
、
石
炭
の
「
最
低
価
格
」
は
「
そ
れ
〔
石
炭
〕
を
市
場
へ
も
た
ら
す
の
に
使
用
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い

資
財
を
、
そ
の
利
潤
と
と
も
に
回
収
す
る
に
足
り
る
ぎ
り
ぎ
り
の
価
格
」
、
っ
ま
り
「
十
分
な
価
格
」
（
１
１
〈
資
本
補
填
分
十
平
均
利
潤
Ｖ
）



だ
と
し
て
い
る
こ
と
は
多
言
を
要
さ
た
い
で
あ
ろ
う
。

　
で
は
、
貴
金
属
の
「
最
低
価
格
」
に
つ
い
て
は
、
Ａ
・
ス
ミ
ス
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
？
　
彼
は
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
「
貴
金
属
が
販
売
さ
れ
う
る
最
低
価
格
、
す
な
わ
ち
、
か
な
り
の
期
問
に
わ
た
っ
て
貴
金
属
と
交
換
さ
れ
う
る
他
の
諸
財
貨
の

　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
最
少
量
は
、
他
の
す
べ
て
の
財
貨
の
最
低
通
常
価
格
を
決
定
す
る
の
と
同
じ
諸
原
理
に
，
よ
っ
て
揚
制
さ
れ
る
。
す
た
わ
ち
、
そ
れ

　
ら
を
鉱
山
か
ら
市
場
へ
も
た
ら
す
の
に
ふ
っ
う
使
用
さ
れ
ね
ぼ
た
ら
な
い
資
財
、
い
い
か
え
れ
ば
、
そ
の
た
め
に
ふ
っ
う
消
費
さ

　
れ
ね
ば
な
ら
な
い
食
、
衣
、
住
が
こ
れ
を
決
定
す
る
。
そ
れ
は
、
少
た
く
と
も
こ
の
資
財
を
通
常
利
潤
と
と
も
に
回
収
す
る
の
に

　
足
り
る
も
の
で
な
げ
れ
ば
な
ら
た
い
の
で
あ
る
」
（
Ｈ
§
・
一
Ｐ
Ｈ
鼻
同
上
、
三
二
〇
頁
、
傍
点
は
引
用
者
、
　
《
引
用
Ｓ
》
）
。

　
こ
の
よ
う
に
ス
ミ
ス
は
、
　
「
貴
金
属
が
販
売
さ
れ
う
る
最
氏
価
格
」
は
「
そ
れ
ら
〔
貴
金
属
〕
を
鉱
山
か
ら
市
場
へ
も
た
ら
す
の

に
ふ
っ
う
使
用
さ
れ
ね
ぼ
た
ら
た
い
資
財
、
い
い
か
え
れ
ば
、
そ
の
た
め
に
ふ
っ
う
消
費
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
食
、
衣
、
住
」
を

「
通
常
利
潤
」
と
い
っ
し
ょ
に
回
収
す
る
だ
け
の
価
格
で
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
と
い
う
。
こ
の
場
合
、
彼
は
例
の
「
第
四
の
部
分
」

の
存
在
を
忘
れ
て
お
り
、
ま
た
流
動
可
変
資
本
の
素
材
的
内
容
を
、
労
働
者
が
賃
金
で
購
買
す
る
生
活
手
段
（
す
な
わ
ち
「
ふ
っ
う
消

費
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
食
、
衣
、
住
」
）
そ
の
も
の
の
形
態
で
と
ら
え
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
点
は
措
い
て
間
わ
改
い
と
す
れ
ば
、
右
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
）

〈
引
用
Ｓ
Ｖ
で
も
彼
が
、
貴
金
属
の
「
最
低
価
格
」
は
地
代
を
含
ま
ぬ
「
十
分
な
価
格
」
に
よ
っ
て
観
制
さ
れ
る
、
と
し
て
い
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
　
（
注
）
　
こ
の
点
は
、
第
十
；
阜
第
三
節
に
お
け
る
次
の
一
文
で
は
も
っ
と
端
的
に
１
語
ら
れ
て
い
る
。
や
や
長
文
に
わ
た
る
が
、
興
味
深
い
文
章

　
　
　
　
な
の
で
、
煩
を
い
と
わ
ず
引
用
し
て
お
こ
う
。

　
　
　
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
自
然
価
格
論
に
つ
い
て
（
下
）
（
岡
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
（
八
五
五
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
五
号
）

七
四
（
八
五
六
）

　
「
た
と
え
言
葉
の
あ
る
意
味
に
お
い
て
は
、
銀
は
つ
ね
に
金
よ
り
も
は
る
か
に
安
価
だ
っ
た
し
、
ま
た
、
お
そ
ら
く
こ
れ
か
ら
も
つ
ね

に
そ
う
で
あ
ろ
う
が
、
言
葉
の
別
の
意
味
に
お
い
て
は
、
お
そ
ら
く
金
は
、
ス
ペ
イ
ソ
市
場
の
現
状
か
ら
す
れ
ば
銀
よ
り
も
い
く
分
か
安

価
だ
、
と
い
っ
て
さ
し
つ
か
え
な
か
ろ
う
。
あ
る
商
品
が
、
高
価
だ
と
か
安
価
だ
と
か
い
い
う
る
の
は
、
そ
の
通
常
価
格
の
絶
対
的
な
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

小
に
よ
る
だ
げ
で
は
な
く
、
こ
の
価
格
が
、
か
た
り
の
期
間
に
わ
た
っ
て
そ
の
商
品
を
市
場
へ
も
た
ら
し
う
る
最
低
価
格
を
多
少
と
も
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、

回
る
程
度
に
も
よ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
最
低
価
格
は
、
そ
の
商
品
を
そ
こ
へ
も
た
ら
す
た
め
に
使
用
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
資
財
を
、
穏
当

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

な
利
潤
と
と
も
に
か
ろ
う
じ
て
回
収
す
る
ぎ
り
ぎ
り
の
価
格
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
地
主
に
は
な
に
も
の
を
も
も
た
ら
さ
ぬ
価
格
で
あ
り
、

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

地
代
は
そ
の
ど
の
よ
う
な
構
成
部
分
を
も
な
さ
ず
、
そ
の
全
部
が
賃
金
と
利
潤
と
に
分
解
さ
れ
る
価
格
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
ス
ベ
ィ
ソ

市
場
の
現
状
で
は
、
金
が
銀
よ
り
も
い
く
分
か
こ
の
最
低
価
格
に
接
近
し
て
い
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
金
に
た
い
す
る
ス
ペ
ィ
ソ
国

王
の
租
税
は
、
わ
ず
か
に
標
準
金
属
の
二
十
分
の
一
、
っ
ま
り
五
分
で
し
か
な
い
の
に
、
銀
に
た
い
す
る
彼
の
租
税
は
、
そ
の
十
分
の
一
、

つ
ま
り
一
割
に
達
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
、
す
で
に
述
べ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
租
税
の
な
か
に
こ
そ
、
ス
ペ
イ
ソ
領
ア
メ
リ
カ

の
大
部
分
の
金
山
や
銀
山
の
全
地
代
が
存
す
る
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
金
に
た
い
す
る
租
税
の
ほ
う
が
銀
に
た
い
す
る
そ
れ
よ
り
も
そ
の

納
入
状
態
が
不
良
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
金
山
の
企
業
家
た
ち
が
銀
山
の
そ
れ
ら
よ
り
も
ま
れ
に
し
か
財
産
を
つ
く
ら
ぬ
と
こ
ろ
か
ら
す

れ
ぱ
、
彼
ら
の
利
潤
は
、
一
般
に
銀
山
の
企
業
家
た
ち
の
そ
れ
よ
り
も
な
お
さ
ら
僅
か
な
も
の
に
ち
が
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
ス
ベ
イ
ソ

の
金
の
価
格
は
、
地
代
と
利
潤
と
の
双
方
を
よ
り
僅
か
し
か
も
た
ら
さ
ぬ
か
ら
、
ス
ベ
イ
ソ
市
場
で
は
、
ス
ペ
イ
ソ
の
銀
の
価
格
よ
り
も
、

こ
れ
を
そ
こ
へ
も
た
ら
し
う
る
最
低
価
格
に
い
く
分
か
接
近
し
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
の
で
あ
る
」
（
掌
ミ
一
君
』
旨
－
旨
・
。
・
同
上
、
三

八
一
－
三
八
二
頁
、
傍
点
は
引
用
者
、
　
　
《
引
用
丁
》
）
。

　
見
ら
れ
る
と
お
り
、
こ
こ
で
は
ス
ミ
ス
は
、
金
や
銀
の
「
最
低
価
格
」
は
「
…
…
資
財
を
、
穏
当
な
利
潤
と
と
も
に
か
ろ
う
じ
て
回
収

す
る
ぎ
り
ぎ
り
の
価
格
」
っ
ま
り
「
十
分
な
価
格
」
だ
と
し
た
う
え
で
、
こ
の
「
最
低
価
格
」
な
い
し
「
十
分
な
価
格
」
が
「
地
主
に
は

な
に
も
の
を
も
も
た
ら
さ
ぬ
価
格
」
で
あ
る
こ
と
を
き
っ
ぱ
り
と
言
明
し
て
い
る
。

　
な
お
、
右
の
《
引
用
丁
》
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
が
、
　
「
金
に
た
い
す
る
ス
ベ
ィ
ソ
国
王
の
租
税
は
、
わ
ず
か
に
標
準

金
属
の
二
十
分
の
一
、
つ
ま
り
五
分
で
し
か
な
い
の
に
、
銀
に
た
い
す
る
彼
の
租
税
は
、
そ
の
十
分
の
一
、
つ
ま
り
一
割
に
達
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

喬
」
と
し
な
が
ら
、
　
「
こ
れ
ら
の
租
税
の
た
か
に
こ
そ
、
ス
ベ
ィ
ソ
領
ア
メ
リ
ヵ
の
大
都
分
の
金
山
や
銀
山
の
全
地
代
が
存
す
る
」
と
考

え
て
い
た
こ
と
を
知
り
う
る
で
あ
ろ
う
。



　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
Ａ
・
ス
ミ
ス
が
石
炭
に
つ
い
て
も
貴
金
属
に
つ
い
て
も
「
最
低
価
格
」
・
イ
コ
ー
ル
・

「
十
分
な
価
格
」
と
す
る
さ
い
に
は
、
彼
は
無
理
な
一
般
化
を
お
こ
な
っ
て
い
る
と
い
う
点
に
注
意
し
た
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
す
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

わ
ち
、
こ
の
場
合
に
は
ス
ミ
ス
は
、
鉱
山
で
は
っ
ね
に
１
劣
等
な
種
類
か
ら
よ
り
優
良
な
種
類
へ
進
む
と
想
定
し
な
が
ら
、
も
っ
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

多
産
的
な
鉱
山
が
つ
ね
に
市
場
価
格
の
調
整
者
に
な
る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
指
摘
し
て
マ
ル
ク
ス
は
、
　
「
Ａ
・
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

ミ
ス
の
誤
り
は
、
も
っ
と
も
豊
か
な
鉱
山
（
ま
た
は
土
地
）
が
市
場
を
支
配
す
る
場
合
の
市
場
の
特
殊
な
組
合
せ
を
一
般
的
な
組
合
せ

だ
と
断
定
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
」
（
掌
ミ
討
ぎ
宗
－
月
竃
き
団
｛
・
員
↓
邑
月
Ｃ
。
』
。
。
べ
・
　
『
学
説
史
』
第
二
分
冊
、
『
全
集
』
ゆ

皿
、
四
四
五
頁
、
傍
点
は
マ
ル
ク
ス
）
と
い
っ
て
い
る
。

　
げ
れ
ど
も
ス
ミ
ス
自
身
は
、
右
の
よ
う
た
無
理
次
一
般
化
を
お
こ
た
っ
た
う
え
で
、
鉱
山
の
所
有
者
が
み
ず
か
ら
「
企
業
家
」
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

る
ケ
ー
ス
　
　
こ
こ
で
は
、
「
彼
〔
地
主
〕
に
と
っ
て
は
、
彼
自
身
が
土
地
所
有
者
で
あ
る
た
め
に
、
土
地
所
有
は
存
在
し
な
い
」
（
傍

点
は
マ
ル
ク
ス
）
　
　
を
念
頭
に
置
き
つ
っ
、
石
炭
や
貴
金
属
の
「
最
低
価
格
」
は
そ
れ
ら
の
「
十
分
な
価
格
」
（
１
１
〈
資
本
補
填
分
十

平
均
利
潤
Ｖ
）
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
と
主
張
す
る
。
だ
が
、
こ
れ
は
ス
ミ
ス
が
、
石
炭
や
貴
金
属
の
「
十
分
な
価
格
」
を
も
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
）

そ
れ
ら
の
「
中
心
価
格
」
　
　
市
場
価
格
の
変
動
の
重
心
点
　
　
と
解
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
た
い
。
た
ぜ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
、

な
ら
、
彼
の
い
う
「
最
低
価
格
」
と
は
、
　
「
石
炭
が
か
な
り
の
期
問
に
わ
た
っ
て
販
売
さ
れ
う
る
」
価
格
（
《
引
用
Ｒ
》
）
、
あ
る
い
は

　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、

「
か
な
り
の
期
問
に
わ
た
っ
て
貴
金
属
と
交
換
さ
れ
う
る
他
の
諸
財
貨
の
最
少
量
」
（
《
引
用
Ｓ
》
）
の
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
　
（
注
）
　
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
、
し
か
し
他
方
で
は
、
貴
金
属
の
市
場
価
格
は
「
最
低
価
格
」
を
長
期
間
に
わ
た
っ
て
上
回
る
も
の
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
　
　
こ
の
点
は
、
す
ぐ
ま
え
の
（
注
）
に
お
げ
る
《
引
用
丁
》
で
彼
が
、
「
あ
る
商
品
が
、
高
価
だ
と
か
安
価
だ
と
か
い
い
う
る
の
は
、
そ
の
通
常

　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
　
　
価
格
の
絶
対
的
な
大
小
に
よ
る
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
価
格
が
、
か
な
り
の
期
問
に
わ
た
っ
て
そ
の
商
品
を
市
場
へ
も
た
ら
し
う
る
最
低

　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
　
　
価
格
を
多
少
と
も
上
回
る
程
度
に
も
よ
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
た
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
ま
た
、
同
じ
《
引
用
丁
》

　
　
　
　
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
自
然
価
格
論
に
っ
い
て
（
下
）
（
岡
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
（
八
五
七
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六
（
八
五
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

で
彼
が
、
「
ス
ペ
イ
ソ
市
場
の
現
状
で
は
、
金
が
銀
よ
り
も
い
く
分
か
こ
の
最
低
価
格
に
接
近
し
て
い
る
」
と
か
、
「
ス
ペ
イ
ソ
の
金
の
価

格
は
、
地
代
と
利
潤
と
の
双
方
を
よ
り
僅
か
し
か
も
た
ら
さ
ぬ
か
ら
、
ス
ペ
イ
ソ
市
場
で
は
、
ス
ペ
イ
ソ
の
銀
の
価
格
よ
り
も
、
こ
れ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

そ
こ
へ
も
た
ら
し
う
る
最
低
価
格
に
い
く
分
か
接
近
し
て
い
る
に
ち
が
い
た
い
」
と
か
語
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

念
の
た
め
に
い
え
ば
、
ス
ミ
ス
の
こ
れ
ら
の
文
言
か
ら
す
れ
ぱ
、
当
時
の
ス
ペ
イ
ソ
市
場
で
は
銀
の
「
価
格
」
つ
ま
り
「
通
常
価
格
」
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
金
の
「
価
格
」
１
１
「
通
常
価
格
」
も
「
最
低
価
格
」
な
い
し
「
十
分
な
価
格
」
を
上
回
っ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
。

　
右
に
見
た
よ
う
に
ス
ミ
ス
は
、
石
炭
や
貴
金
属
の
「
最
低
価
格
」
は
地
代
を
含
ま
ぬ
「
十
分
な
価
格
」
に
よ
っ
て
観
制
さ
れ
る
と

主
張
し
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
「
十
分
な
価
格
」
を
そ
れ
ら
の
「
中
心
価
格
」
た
ら
し
め
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
上

掬
の
く
引
用
Ｒ
Ｖ
お
よ
び
く
引
用
Ｓ
Ｖ
で
は
彼
は
、
「
十
分
な
価
格
」
が
「
最
低
価
格
」
を
観
制
す
る
と
い
う
こ
の
考
え
を
土
地
生
産

物
以
外
の
諸
商
品
に
ま
で
適
用
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
彼
が
く
引
用
Ｓ
Ｖ
に
お
い
て
、
「
石
炭
が
か
な
り
の
期
間
に
わ
た
っ
て
販

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

売
さ
れ
う
る
最
低
価
格
は
、
他
の
す
べ
て
の
商
品
の
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
れ
を
市
場
へ
も
た
ら
す
の
に
使
用
さ
れ
ね
ぽ
な
ら
な

い
資
財
を
、
そ
の
利
潤
と
と
も
に
回
収
す
る
に
足
り
る
ぎ
り
ぎ
り
の
価
格
で
あ
る
」
と
い
い
、
ま
た
く
引
用
Ｓ
Ｖ
で
も
、
「
貴
金
属
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

販
売
さ
れ
う
る
最
低
価
格
、
す
な
わ
ち
、
か
淀
り
の
期
問
に
わ
た
っ
て
貴
金
属
と
交
換
さ
れ
う
る
他
の
諾
財
貨
の
最
少
量
は
、
他
の

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

す
べ
て
の
財
貨
の
最
低
通
常
価
格
を
快
定
す
る
の
と
同
じ
諸
原
理
に
よ
っ
て
観
制
さ
れ
る
」
云
々
と
い
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か

で
あ
ろ
う
。
っ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
文
章
で
は
ス
ミ
ス
は
、
　
「
十
分
な
価
格
」
が
「
最
低
価
格
」
を
観
制
す
る
と
い
う
考
え
を
「
他
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

す
べ
て
の
商
品
」
１
１
非
土
地
生
産
物
に
も
適
用
し
た
が
ら
、
総
じ
て
商
品
の
「
最
低
価
格
」
ま
た
は
「
最
低
通
常
価
格
（
亭
二
暑
勢

○
邑
－
墨
ｑ
肩
－
８
）
」
は
地
代
を
含
ま
な
い
「
十
分
な
価
格
」
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
と
し
て
い
る
わ
げ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
う
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
彼
は
、
石
炭
や
貴
金
属
だ
げ
で
た
く
「
他
の
す
べ
て
の
商
品
」
に
っ
い
て
も
、
　
「
十
分
た
価
格
」
を
も
っ
て
市
場



価
格
の
変
動
の
重
心
点
あ
る
い
は
「
中
心
価
格
」
だ
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
次
の
点
を
想
起
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
十
一
章
の
序
論
的
部
分
（
《
引
用
Ｌ
》
　
　
本
誌
前
号
、
六
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

頁
参
照
）
で
ス
ミ
ス
が
、
「
諸
商
品
の
価
格
」
や
「
特
定
の
商
品
の
価
格
」
を
一
般
的
な
形
で
間
題
に
し
っ
っ
、
「
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、

地
代
は
賃
金
や
利
潤
と
は
異
な
っ
た
仕
方
で
諸
商
品
の
価
格
の
構
成
に
参
加
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
か
、
　
「
特
定
の
商
品

の
価
格
に
高
低
が
あ
る
の
は
、
そ
の
商
品
を
市
場
へ
も
た
ら
す
た
め
に
支
払
わ
れ
な
げ
れ
ぼ
な
ら
た
い
賃
金
や
利
潤
〔
す
な
わ
ち
「
十

分
な
価
格
」
〕
に
高
低
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
」
と
か
述
べ
て
い
た
こ
と
、
こ
う
し
て
彼
が
、
地
代
を
含
ま
な
い
「
十
分
な
価
格
」
（
１
１
〈
資

本
補
填
分
十
平
均
利
潤
Ｖ
）
を
、
第
七
章
で
の
本
来
的
か
「
自
然
価
格
」
（
Ｈ
〈
平
均
賃
金
十
平
均
利
潤
十
平
均
地
代
Ｖ
）
に
代
わ
る
第
二
の

「
自
然
価
格
」
概
念
と
し
て
提
示
し
た
こ
と
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
っ
ま
り
、
ス
、
・
・
ス
が
第
十
一
章
の
序
論
的
部
分
で
右
の
よ
う
に
述

べ
た
の
は
、
じ
っ
は
、
前
掲
の
く
引
用
Ｒ
Ｖ
や
く
引
用
ｓ
Ｖ
に
お
げ
る
「
最
低
価
格
」
１
１
「
十
分
な
価
格
」
論
を
い
わ
ぱ
先
取
り
し
て

の
こ
と
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
同
じ
こ
と
は
、
は
や
く
も
第
七
章
に
お
い
て
ス
、
・
・
ス
が
、
「
最
低
価
格
」
か
ら
地
代
を
排
除
し

な
が
ら
、
　
「
自
然
価
格
ま
た
は
自
由
競
争
価
格
は
、
あ
ら
ゆ
る
場
合
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
に
し
て
も
、
か
な
り
の
長
期
問
に
わ
た

っ
て
取
得
し
う
る
最
低
価
格
で
あ
る
」
云
々
と
語
っ
た
さ
い
に
つ
い
て
も
、
い
い
う
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　
そ
れ
は
と
も
か
く
、
さ
き
に
－
も
；
口
し
た
よ
う
に
、
〈
引
用
Ｒ
Ｖ
や
く
引
用
Ｓ
Ｖ
で
は
ス
、
、
、
ス
は
、
も
っ
と
も
多
産
的
な
鉱
山
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
）

ひ
か
む
市
場
調
整
機
能
を
果
た
す
と
考
え
て
無
塾
か
一
険
仕
を
お
こ
な
っ
て
い
る
と
し
な
げ
れ
ぱ
た
ら
な
い
。
ま
た
彼
が
、
鉱
山
の

所
有
者
自
身
が
「
企
業
家
」
に
な
る
と
い
う
特
殊
な
ケ
ー
ス
を
原
理
的
展
開
に
ー
持
ち
込
ん
で
い
る
の
も
、
　
　
彼
の
時
代
的
背
景
か

ら
す
れ
ぽ
、
や
む
を
え
な
か
っ
た
と
は
い
え
　
　
正
し
い
や
り
方
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ス
、
、
、
ス
が

そ
の
独
自
た
鉱
山
地
代
論
の
展
開
を
っ
う
じ
て
「
十
分
な
価
格
」
　
　
第
二
の
「
自
然
価
格
」
概
念
　
　
に
到
達
し
た
こ
と
は
、
彼

　
　
　
　
ア
ダ
ム
一
ス
ミ
ス
の
自
然
価
格
論
に
つ
い
て
（
下
）
（
岡
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
（
八
五
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
．
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
（
八
六
〇
）

の
大
き
な
学
間
的
功
績
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
畦
な
ら
ぱ
、
以
前
に
見
て
お
い
た
よ
う
に
、
ス
ミ
ス
が
第
二
の
「
自

然
価
格
」
概
念
を
説
く
場
合
に
は
、
彼
は
「
資
本
家
が
商
品
生
産
を
支
配
す
る
」
点
を
洞
察
し
て
、
　
「
賢
本
に
ど
小
ズ
十
分
な
」
価

格
は
そ
の
本
性
上
、
地
代
を
排
除
す
る
と
い
う
事
情
を
的
確
に
と
ら
え
て
い
る
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
場
合
に
は
ス
ミ
ス

は
、
　
「
自
分
の
商
品
の
費
用
価
格
を
決
定
す
る
個
々
の
資
本
家
」
の
立
場
か
ら
は
脱
却
し
て
、
　
「
資
本
主
義
的
生
産
の
立
場
」
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

い
は
「
資
本
の
立
場
」
か
ら
の
資
本
家
的
費
用
概
念
に
到
達
し
て
い
る
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
　
（
注
）
　
本
稿
の
前
節
で
見
た
よ
う
に
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
、
第
十
；
皐
第
一
節
「
っ
ね
に
地
代
を
生
ず
る
土
地
生
産
物
に
っ
い
て
」
の
若
干

　
　
　
　
の
箇
所
に
お
い
て
第
一
の
「
自
然
価
格
」
概
念
へ
の
逆
戻
り
傾
向
を
示
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
、
ス
ミ
ス
は
貴
金
属
な
ど
の
土
地
生
産
物

　
　
　
　
に
っ
い
て
は
、
本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
無
理
な
一
般
化
を
し
て
ま
で
、
そ
れ
ら
の
「
最
低
価
格
」
は
地
代
を
含
ま
ぬ
「
十
分
な
価
格
」
に

　
　
　
　
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
と
す
る
の
だ
か
ら
、
こ
こ
で
は
彼
が
第
一
の
「
自
然
価
格
」
概
念
へ
の
復
帰
傾
向
を
見
せ
る
こ
と
は
あ
り
え
た
い
と

　
　
　
　
思
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
　
　
奇
妙
な
こ
と
に
　
　
実
際
に
は
ス
ミ
ス
は
、
た
と
え
ば
銀
鉱
山
の
地
代
の
説
明
に
さ
い
し
て
も
、

　
　
　
　
こ
の
よ
う
な
復
帰
傾
向
を
は
っ
き
り
と
見
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
ま
、
こ
の
点
を
示
す
も
の
と
し
て
次
の
文
章
　
　
こ
れ
は
第
十
一
章

　
　
　
第
三
節
か
ら
の
も
の
で
あ
る
が
　
　
を
引
用
し
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
　
「
ア
メ
リ
ヵ
が
は
じ
め
て
発
見
さ
れ
た
あ
と
し
ぱ
ら
く
の
あ
い
だ
、
銀
は
、
ひ
き
っ
づ
き
そ
れ
以
前
の
価
格
で
、
ま
た
は
そ
れ
を
甚
だ

　
　
　
　
し
く
下
回
ら
ぬ
価
格
で
販
売
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
鉱
業
の
利
潤
は
、
し
ぱ
ら
く
の
あ
い
だ
は
極
め
て
大
き
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
そ

　
　
　
　
の
自
然
率
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
も
い
た
で
あ
ろ
う
。
げ
れ
ど
も
、
こ
の
金
属
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
輸
入
し
た
人
々
は
、
年
々
に
輸
入
す
る

　
　
　
も
の
の
全
部
を
こ
の
高
価
格
で
処
分
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
問
も
な
く
気
づ
い
た
で
あ
ろ
う
。
銀
は
次
第
に
ま
す
ま
す
少
量
の
財
貨
と

　
　
　
交
換
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
価
格
は
次
第
に
下
が
っ
て
ま
す
ま
す
低
く
な
り
、
と
う
と
う
そ
の
か
於
阯
枠
に
ま
で
、
か

　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

　
　
　
な
わ
ち
、
銀
を
鉱
山
か
ら
市
場
へ
も
た
ら
す
た
め
に
支
払
わ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
労
働
の
賃
金
と
、
資
財
の
利
潤
と
、
土
地
の
地
代
と

　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

　
　
　
を
、
そ
れ
ら
の
自
然
率
に
し
た
が
っ
て
支
払
う
の
に
ち
ょ
う
ど
足
り
る
価
格
に
ま
で
、
下
落
し
た
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
述
べ
た
こ
と
で
あ

　
　
　
る
が
、
ベ
ル
ー
の
大
部
分
の
銀
山
で
は
、
総
生
産
物
の
十
分
の
一
に
も
達
す
る
国
王
の
租
税
が
土
地
の
全
地
代
を
食
い
っ
く
し
て
い
る
。

　
　
　
こ
の
租
税
は
、
は
じ
め
は
半
分
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
間
も
な
く
三
分
の
一
に
下
落
し
、
そ
れ
か
ら
五
分
の
一
に
な
り
、
と
う
と
う
十
分



の
一
に
な
り
・
い
ま
だ
に
ひ
き
っ
づ
き
こ
の
率
で
あ
る
。
ペ
ル
ー
の
大
部
分
の
銀
山
で
は
、
企
業
家
の
資
財
を
そ
の
通
常
利
潤
と
と
も
に

回
収
し
た
あ
と
に
残
る
の
は
こ
れ
が
す
べ
て
だ
と
思
わ
れ
る
し
、
ま
た
、
か
っ
て
は
極
め
て
高
か
っ
た
こ
の
利
潤
も
、
い
ま
で
は
や
っ
と

矛
盾
な
く
稼
働
し
っ
づ
け
ら
れ
る
程
度
に
低
い
と
い
う
こ
と
は
、
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
」
（
掌
、
ミ
、
、
§

ミ
＞
ミ
§
§
一
Ｐ
８
Ｈ
．
前
掲
訳
書
、
三
六
四
－
三
六
五
頁
、
傍
点
は
引
用
老
、
　
　
〈
引
用
Ｕ
Ｖ
）
。

　
こ
こ
で
は
ス
ミ
ス
は
・
第
一
の
「
自
然
価
格
」
概
念
へ
の
復
帰
傾
向
を
見
せ
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
こ
の
本
来
的
た
「
自

然
価
格
」
概
念
へ
文
字
ど
お
り
逆
戻
り
し
て
い
る
と
す
る
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
右
の
く
引
用
Ｕ
Ｖ
の
前
半

で
は
彼
は
・
ほ
か
な
ら
ぬ
「
自
然
価
格
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
う
え
で
、
こ
れ
を
説
明
し
な
お
し
て
、
「
銀
を
鉱
山
か
ら
市
場
へ
も
た
ら

す
た
め
に
支
払
わ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
労
働
の
賃
金
と
、
資
財
の
利
潤
と
、
土
地
の
地
代
と
を
、
そ
れ
ら
の
自
然
率
に
し
た
が
っ
て
支

払
う
の
に
ち
ょ
う
ど
足
り
る
価
格
」
だ
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
こ
の
「
自
然
価
格
」
規
定
は
第
七
章
で
の
そ
れ
　
　
そ
こ
で

は
「
自
然
価
格
」
が
・
　
「
そ
れ
〔
あ
る
商
品
〕
を
産
出
し
調
製
し
、
ま
た
そ
れ
を
市
場
へ
も
た
ら
す
た
め
に
使
用
さ
れ
た
土
地
の
地
代
と
、

労
働
の
賃
金
と
・
資
財
の
利
潤
と
を
、
そ
れ
ら
の
自
然
率
に
し
た
が
っ
て
支
払
う
の
に
十
分
で
過
不
足
が
な
い
」
価
格
だ
と
さ
れ
て
い
た

　
　
と
酷
似
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、

　
げ
れ
ど
も
・
右
の
く
引
用
Ｕ
Ｖ
で
ス
ミ
ス
が
「
自
然
価
格
」
な
る
言
葉
で
脳
裡
に
思
い
浮
か
べ
て
い
る
の
は
、
じ
っ
は
銀
の
「
通
常
価

除
」
な
の
で
あ
っ
て
・
だ
か
ら
こ
そ
彼
は
、
同
じ
一
文
の
後
半
部
分
で
は
、
「
ペ
ル
ー
の
大
部
分
の
銀
山
」
に
お
げ
る
「
国
王
の
租
税
」
Ｈ

地
代
を
・
　
「
企
業
家
の
資
財
を
そ
の
通
常
利
潤
と
と
も
に
回
収
し
た
あ
と
に
残
る
」
剰
余
分
と
し
て
、
す
た
わ
ち
銀
の
「
通
常
価
格
」
が

そ
の
「
十
分
な
価
格
」
を
越
え
る
剰
余
分
と
し
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。
っ
ま
り
、
〈
引
用
Ｕ
Ｖ
で
も
ス
ミ
ス
は
、
第

一
の
「
自
然
価
格
」
概
念
へ
単
純
に
復
帰
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
地
代
を
も
っ
て
土
地
生
産
物
の
「
通
常
価
格
」
が
そ
の
「
十
分
な
価

格
」
を
越
え
た
さ
い
の
価
格
超
過
分
だ
と
す
る
第
二
の
「
自
然
価
格
」
概
念
の
立
場
を
、
と
も
か
く
も
保
持
し
て
い
る
わ
げ
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
・
ス
ミ
ス
が
こ
の
よ
う
に
、
銀
の
「
自
然
価
格
」
（
１
－
「
通
常
価
格
」
）
は
そ
の
「
十
分
な
価
格
」
よ
り
も
　
　
「
国
王

の
租
税
」
（
つ
ま
り
地
代
）
分
だ
け
　
　
高
い
と
す
る
場
合
に
は
、
彼
は
、
た
と
え
ぱ
前
掲
く
引
用
Ｓ
Ｖ
で
の
彼
自
身
の
主
張
、
す
た
わ

ち
「
貴
金
属
が
販
売
さ
れ
う
る
最
低
価
格
」
は
地
代
を
含
ま
ぬ
「
十
分
な
価
格
」
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
と
い
う
主
張
を
放
棄
し
て
い
る

の
で
あ
っ
て
・
げ
ん
に
彼
は
右
の
く
引
用
Ｕ
Ｖ
の
か
へ
か
と
Ｐ
っ
づ
く
パ
ラ
グ
ラ
フ
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
「
九
十
年
と
い
え
ぱ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

独
占
の
な
い
商
品
奮
・
そ
の
商
品
一
の
価
格
一
を
そ
の
窯
露
に
ま
で
引
き
下
げ
る
に
足
り
る
歳
月
、
い
い
か
え
れ
ぱ
、
特
定
の
租

ア
ダ
ム
一
ス
ミ
ス
の
自
然
価
格
論
に
つ
い
て
（
下
）
（
岡
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
（
八
六
一
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
○
（
八
六
二
）

、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

税
を
支
払
い
な
が
ら
、
か
な
り
の
期
間
を
つ
う
じ
て
ひ
き
つ
づ
き
販
売
さ
れ
う
る
最
低
価
格
に
ま
で
引
き
下
げ
る
に
足
り
る
歳
月
で
あ
る
」

（
皇
掌
一
〇
・
８
Ｈ
・
同
上
、
三
六
五
頁
、
傍
点
は
引
用
者
）
、
と
。

　
さ
き
に
は
ス
、
、
、
ス
は
、
貴
金
属
の
「
最
低
価
格
」
が
地
代
を
含
ま
ぬ
「
十
分
な
価
格
」
、
す
な
わ
ち
「
地
主
に
は
な
に
も
の
を
も
も
た

ら
さ
ぬ
価
格
」
で
あ
る
こ
と
を
力
説
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
い
ま
や
彼
は
、
銀
の
「
最
低
価
格
」
に
「
特
定
の
租
税
」
つ
ま
り
地
代
を
含

ま
せ
な
が
ら
、
こ
う
い
う
も
の
と
し
て
の
「
最
低
価
格
」
を
「
自
然
価
格
」
（
１
１
「
通
常
価
格
」
）
と
同
一
視
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、

　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

ス
、
、
、
ス
が
、
鉱
業
で
は
も
っ
と
も
多
産
的
な
鉱
山
が
つ
ね
に
市
場
の
調
整
者
に
な
る
と
い
う
彼
自
身
の
見
解
を
否
定
し
て
い
て
、
銀
に
た

い
す
る
需
要
は
「
十
分
た
価
格
」
で
の
そ
の
供
給
を
長
期
間
に
わ
た
っ
て
上
回
る
こ
と
が
あ
る
、
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

〕ｗ
　
間
題
の

〔

総
括

　
以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
、
　
『
国
富
論
』
第
一
篇
第
七
章
に
展
開
さ
れ
て
い
る
自
然
価
格
・
市
場
価
格
論
を
Ａ
・
ス
ミ
ス
の
狭
義
の
自

然
価
格
論
と
し
て
、
ま
た
、
同
篇
第
八
～
第
十
一
章
で
説
か
れ
て
い
る
賃
金
・
利
潤
・
地
代
論
を
彼
の
広
義
の
自
然
価
格
論
と
し
て
、

そ
の
双
方
に
っ
い
て
吟
味
．
検
討
し
て
き
た
。
こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
上
来
の
検
討
結
果
を
　
　
本
稿
で
の
考
察
順
序
に
し
た
が
っ

て
　
　
総
括
的
に
示
す
こ
と
に
し
よ
う
（
一
部
、
繰
り
返
し
に
た
る
が
）
。

　
〕

　
じ
　
第
一
篇
第
七
章
の
自
然
価
格
・
市
場
価
格
論
に
つ
い
て
（
本
稿
Ｕ
の
一
の
要
約
）
。
　
　
Ｈ
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
本
来
的
な
「
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

然
価
格
」
概
念
は
、
　
「
そ
れ
〔
あ
る
商
品
〕
を
産
出
し
調
製
し
、
ま
た
そ
れ
を
市
場
へ
も
た
ら
す
た
め
に
使
用
さ
れ
た
土
地
の
地
代
と
・

労
働
の
賃
金
と
、
資
財
の
利
潤
と
を
、
そ
れ
ら
の
自
然
率
に
し
た
が
っ
て
支
払
う
の
に
十
分
で
過
不
足
が
な
い
」
価
格
で
あ
り
、
簡

単
に
い
え
ば
、
〈
平
均
賃
金
十
平
均
利
潤
十
平
均
地
代
Ｖ
の
こ
と
で
あ
る
。
Ｏ
こ
の
場
合
、
ス
ミ
ス
は
、
　
「
事
物
が
そ
の
自
然
の
運



行
に
し
た
が
う
よ
う
に
放
任
さ
れ
」
て
自
由
競
争
が
完
全
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
杜
会
状
態
を
前
提
し
て
い
る
。
臼
Ａ
．
ス

ミ
ス
は
・
「
商
品
の
自
然
価
格
を
よ
ろ
こ
ん
で
支
払
う
人
々
の
需
要
」
を
　
　
「
こ
の
よ
う
た
人
々
の
需
要
は
、
こ
の
商
品
を
市
場
へ

も
た
ら
す
こ
と
を
有
効
に
す
る
の
に
十
分
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
理
由
で
　
　
「
有
効
需
要
」
と
名
づ
げ
る
、
そ
し
て
同
時
に
、
彼
は

供
給
側
に
っ
い
て
も
、
　
「
商
品
を
市
場
へ
も
た
ら
す
」
の
に
「
十
分
」
た
価
格
は
「
自
然
価
格
」
（
Ｈ
〈
平
均
賃
金
、
平
均
利
潤
十
平
均

地
代
Ｖ
）
だ
と
す
る
。
＠
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
、
「
市
場
へ
も
た
ら
さ
れ
る
あ
る
商
品
の
量
」
が
「
有
効
需
要
」
を
下
回
る
か
、
上
回

る
か
、
ま
た
は
一
そ
れ
と
一
致
す
る
か
に
応
じ
て
、
市
場
価
格
は
「
自
然
価
格
」
よ
り
も
高
く
な
っ
た
り
低
く
な
っ
た
り
、
あ
る
い

は
・
そ
れ
と
一
致
し
た
り
す
る
の
だ
と
説
明
す
る
。
固
し
か
も
彼
の
考
え
で
は
、
自
由
競
争
が
お
こ
な
わ
れ
る
か
ぎ
り
、
「
市
場
へ

も
た
ら
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
商
品
の
量
は
、
自
然
に
有
効
需
要
に
適
合
す
る
」
の
で
あ
っ
て
、
だ
か
ら
「
自
然
価
格
」
は
、
「
い
っ
さ
い

の
商
品
の
価
格
が
た
え
ず
そ
れ
に
ひ
き
っ
け
ら
れ
て
い
る
中
心
価
格
」
、
す
な
わ
ち
市
場
価
格
の
変
動
の
重
心
点
だ
と
い
う
こ
と
に

た
る
。
内
も
っ
と
も
Ａ
・
ス
ミ
ス
は
、
　
「
多
く
の
商
品
の
市
場
価
格
を
長
期
間
に
わ
た
っ
て
そ
の
自
然
価
格
よ
り
ず
っ
と
高
い
ま
ま

に
し
て
お
く
」
諾
事
情
　
　
自
然
的
原
因
や
行
政
上
の
諸
法
規
た
ど
　
　
を
考
察
す
る
が
、
し
か
し
彼
は
、
あ
る
商
品
の
市
場
価
格

が
恒
常
的
に
そ
の
「
自
然
価
格
」
を
上
回
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
「
完
全
た
自
由
」
が
お
こ
な
わ
れ
る
か
ぎ
り
、
「
ひ
き
っ
づ
き
長
く

そ
れ
〔
「
自
然
価
格
」
〕
を
下
回
る
こ
と
は
め
っ
た
に
あ
り
え
た
い
」
と
す
る
。

　
２
〕
第
一
の
「
自
然
価
格
」
概
念
の
意
味
内
容
に
っ
い
て
（
本
稿
ｍ
の
四
の
要
約
）
。
　
Ｈ
ア
ダ
ム
．
ス
、
、
、
ス
が
、
「
そ
れ
〔
あ
る

　
〔

商
品
〕
を
そ
こ
〔
市
場
〕
へ
も
た
ら
す
た
め
に
支
払
わ
れ
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
地
代
、
労
働
〔
１
１
賃
金
〕
お
よ
び
利
潤
の
全
価
値
」
が

「
自
然
価
格
」
だ
と
す
る
場
合
に
ー
は
、
彼
は
語
の
厳
密
な
意
味
で
の
価
値
概
念
を
す
で
に
放
棄
し
て
い
て
、
こ
れ
ら
の
収
入
の
「
価

値
」
を
い
ず
れ
も
支
配
労
働
量
に
ー
よ
っ
て
規
定
し
て
い
る
。
Ｏ
こ
の
場
合
に
は
、
ス
、
、
・
ス
は
地
代
の
「
価
値
」
、
「
労
働
の
価
値
」
、
お

　
　
　
　
ア
ダ
ム
一
ス
ミ
ス
の
自
然
価
格
論
に
つ
い
て
（
下
）
（
岡
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
（
八
六
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
．
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
（
八
六
四
）

よ
び
利
潤
の
「
価
値
」
　
　
こ
れ
ら
は
「
そ
の
お
の
お
の
が
購
買
ま
た
は
支
配
し
う
る
労
働
の
量
」
に
よ
っ
て
「
測
定
」
（
１
１
規
定
）
さ

れ
る
　
　
の
三
者
を
も
っ
て
「
自
然
価
格
」
を
構
成
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
臼
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
が
「
自
然
価
格
」
の
構
成
要

素
と
し
て
の
賃
金
．
利
潤
。
地
代
の
「
価
値
」
に
つ
い
て
述
べ
る
さ
い
、
彼
が
実
際
に
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
は
、
労
働
者
、
資
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

家
お
よ
び
地
主
に
「
支
払
わ
れ
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
」
貨
幣
額
っ
ま
ケ
価
格
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
陶
そ
し
て
こ
の
場
合
に
は
、
ス
ミ

ス
は
賃
金
．
利
潤
．
地
代
を
た
ん
に
自
然
的
生
産
諾
要
因
　
　
労
働
・
「
資
財
」
・
土
地
　
　
の
価
格
と
見
な
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

そ
う
で
あ
る
以
上
、
第
一
の
「
自
然
価
格
」
概
念
に
基
づ
い
て
論
述
さ
れ
る
彼
の
自
然
価
格
・
市
場
価
格
論
は
構
成
価
値
説
そ
の
も

の
だ
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
斡
し
た
が
っ
て
、
Ａ
・
ス
、
ミ
ス
が
、
あ
る
商
品
の
「
自
然
価
格
」
は
「
そ
れ
〔
そ
の
商
品
〕
が
値
い
す

る
だ
げ
」
の
も
の
、
つ
ま
り
「
価
値
」
だ
と
主
張
す
る
さ
い
に
も
、
い
う
と
こ
ろ
の
「
価
値
」
は
実
際
に
は
、
支
配
労
働
量
に
よ
っ

て
規
定
さ
れ
た
「
価
値
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
内
こ
の
場
合
に
は
彼
は
、
「
競
争
の
ま
っ
た
だ
な
か
」
に
身
を
置
い
て
い
て
、
競
争
場

裡
の
個
別
資
本
家
の
費
用
視
点
か
ら
、
「
土
地
の
地
代
と
、
労
働
の
賃
金
と
、
資
財
の
利
潤
と
を
、
そ
れ
ら
の
自
然
率
に
し
た
が
っ
て

支
払
う
の
に
十
分
」
な
価
格
を
そ
の
ま
ま
「
価
直
」
だ
と
い
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
他
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
が
、
賃
金
・
利
潤
・
地

代
の
「
自
然
率
」
を
い
ず
れ
も
所
与
の
も
の
と
前
提
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
「
自
然
率
」
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
定
ま
る
平
均

賃
金
．
平
均
利
潤
．
平
均
地
代
が
「
自
然
価
格
」
１
１
「
価
値
」
を
構
成
す
る
と
説
く
場
合
に
は
、
か
の
「
第
四
の
部
分
」
が
い
や
お
う

な
し
に
脱
落
す
る
こ
と
に
な
る
、
つ
ま
り
、
彼
の
第
一
の
「
自
然
価
格
」
概
念
は
そ
の
性
質
上
、
「
第
四
の
部
分
」
を
排
除
す
る
。
内

く
平
均
賃
金
十
平
均
利
潤
十
平
均
地
代
Ｖ
を
も
っ
て
「
自
然
価
格
」
だ
と
す
る
さ
い
の
ス
ミ
ス
は
、
支
配
労
働
説
お
よ
び
構
成
価
値

説
の
観
点
診
、
「
競
争
の
う
ち
に
現
わ
れ
る
と
言
の
事
物
の
関
連
一
を
取
り
扱
一
て
い
る
に
す
ぎ
ず
・
そ
の
か
ぎ
り
で
彼
の
肇

の
「
自
然
価
格
」
概
念
は
、
「
自
分
の
商
品
の
費
用
価
格
を
決
定
す
る
個
々
の
資
本
家
」
の
立
場
か
ら
見
た
通
俗
的
・
外
面
的
な
費
用



概
念
に
ほ
か
た
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
〕

　
以
上
が
、
本
稿
１
「
Ａ
・
ス
ミ
ス
の
狭
義
の
自
然
価
格
論
」
で
の
考
察
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
諸
点
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
、

　
　
　
　
　
　
〕
〔

ん
ど
は
、
本
稿
皿
「
Ａ
・
ス
ミ
ス
の
広
義
の
自
然
価
格
論
」
に
お
げ
る
検
討
か
ら
わ
れ
わ
れ
が
知
り
え
た
諸
点
を
要
約
す
る
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
〔

し
よ
う
。

　
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
３
　
『
国
富
論
』
第
一
篇
第
八
～
第
十
章
の
賃
金
・
利
潤
論
に
っ
い
て
（
本
稿
皿
の
一
の
要
約
）
。
　
　
Ｈ
ア
ダ
ム
・
ス
、
・
・
ス
は
、
「
自

　
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
〔

然
価
格
」
の
第
一
・
第
二
の
構
成
要
素
た
る
賃
金
・
利
潤
の
「
自
然
率
」
を
「
自
然
に
決
定
す
る
諾
事
情
」
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
、
第
八
～
第
十
章
で
の
主
題
だ
と
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
章
で
は
彼
は
、
概
し
て
い
え
ば
支
配
労
働
説
お
よ
び
構
成
価
値
説
の
見
地

に
立
っ
て
お
り
、
主
と
し
て
「
玩
象
の
観
点
」
か
ら
、
　
「
競
争
の
う
ち
に
現
わ
れ
る
と
お
り
の
事
物
の
関
連
」
を
観
察
す
る
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
ｏ
と
い
っ
て
も
、
第
八
章
～
第
十
章
に
は
鋭
い
考
察
や
重
要
な
指
摘
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
し
、
ま
た
、
こ
れ
ら

の
章
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
ス
ミ
ス
は
投
下
労
働
説
お
よ
び
分
解
価
値
説
に
立
ち
帰
っ
て
い
る
。
員
げ
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
の
章
で
ス
、
・
・

ス
が
、
賃
金
を
も
っ
て
「
自
然
価
格
」
の
第
一
の
構
成
要
素
と
見
な
し
、
か
っ
、
そ
の
「
自
然
率
」
を
問
題
に
す
る
場
合
に
は
、
彼

は
す
で
に
労
働
時
問
に
ょ
る
価
値
規
定
を
放
棄
Ｌ
て
い
て
、
賃
金
の
規
定
に
さ
い
し
て
も
、
労
働
者
お
よ
び
そ
の
家
族
が
必
要
と
す

る
生
活
手
段
（
「
必
需
品
や
便
益
品
」
）
の
価
値
を
問
題
に
し
よ
う
と
は
し
な
い
。
陶
だ
か
ら
、
こ
の
場
合
に
は
ス
ミ
ス
は
、
も
っ
ぱ
ら

経
験
の
世
界
を
俳
個
し
な
が
ら
、
「
も
っ
と
も
日
常
的
な
賃
金
は
ど
れ
ほ
ど
か
」
を
調
査
・
観
察
す
る
に
ー
す
ぎ
な
い
。
固
そ
し
て
そ
の

挙
句
、
彼
は
、
「
あ
る
特
定
の
場
所
」
・
「
あ
る
特
定
の
時
期
」
に
っ
い
て
の
「
労
働
の
平
均
賃
金
」
を
確
定
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難

で
あ
っ
て
、
「
も
っ
と
も
日
常
的
た
賃
金
を
決
定
す
る
の
が
や
っ
と
の
こ
と
で
あ
る
」
と
慨
嘆
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
内
ま
た
、
「
自
然

価
格
」
の
第
二
の
構
成
要
素
た
る
利
潤
の
「
自
然
率
」
に
っ
い
て
は
、
Ａ
・
ス
、
・
・
ス
は
、
「
利
潤
は
非
常
に
波
動
す
る
」
の
で
、
個
々

　
　
　
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
自
然
価
格
論
に
つ
い
て
（
下
）
（
岡
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
（
八
六
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
（
八
六
六
）

の
資
本
家
自
身
で
さ
え
「
必
ず
し
も
自
分
の
年
利
潤
の
平
均
が
ど
れ
だ
げ
か
と
い
う
こ
と
を
語
れ
ぬ
ほ
ど
」
だ
と
し
て
、
利
子
率
の

状
態
に
か
ん
す
る
歴
史
的
研
究
へ
と
逃
避
す
る
。
他
こ
こ
で
も
彼
は
、
も
っ
ぱ
ら
日
常
的
経
験
の
範
囲
内
に
腸
踏
し
て
い
て
、
　
「
ふ

つ
う
の
目
常
的
な
利
潤
」
　
　
こ
れ
は
彼
に
よ
る
と
「
大
ブ
リ
テ
ソ
で
は
利
子
の
二
倍
」
で
あ
る
が
　
　
を
利
潤
の
「
自
然
率
」
と

名
づ
げ
る
だ
げ
の
こ
と
で
あ
る
。
ケ
リ
こ
う
し
て
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
、
マ
ル
ク
ス
も
い
う
よ
う
に
、
賃
金
の
「
自
然
率
」
に
っ
い
て

も
利
潤
の
「
自
然
率
」
に
っ
い
て
も
、
「
そ
れ
が
な
に
で
あ
る
か
、
ま
た
は
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
し
て
規
定
さ
れ
る
の
か
」
は
、
第
八

～
第
十
章
で
の
詳
論
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
依
然
と
し
て
不
明
確
の
ま
ま
で
あ
る
。

　
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
４
　
第
二
の
「
自
然
価
格
」
概
念
と
そ
の
理
論
的
意
義
に
っ
い
て
（
本
稿
皿
の
二
の
要
約
）
。
　
　
Ｈ
『
国
富
論
』
第
一
篇
第
十
一
章

　
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｒ
ｋ

は
、
ス
ミ
ス
自
身
に
よ
る
課
題
設
定
か
ら
す
れ
ぱ
、
　
「
白
然
価
格
」
の
第
三
の
構
成
要
素
た
る
地
代
の
「
自
然
率
」
を
観
定
す
る
は

ず
の
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
同
章
の
序
論
的
部
分
に
お
い
て
彼
は
、
そ
れ
ま
で
の
自
説
と
は
異
な
る
第
二
の
「
自
然
価
格
」
概

念
を
提
起
す
る
。
Ｏ
ス
ミ
ス
は
ま
ず
、
「
地
主
は
未
改
良
の
土
地
に
た
い
し
て
さ
え
地
代
を
要
求
す
る
」
点
な
ど
を
指
摘
し
な
が
ら
、

土
地
資
本
の
利
子
と
「
本
来
の
地
代
」
と
は
区
別
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
と
す
る
。
臼
さ
ら
に
ス
ミ
ス
は
、
　
「
土
地
の
使
用
に
た
い
し

て
支
払
わ
れ
る
価
格
と
見
な
さ
れ
る
土
地
の
地
代
〔
１
１
「
本
来
の
地
代
」
〕
は
、
当
然
、
一
個
の
独
占
価
格
で
あ
る
」
と
強
調
す
る
。
酋

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
見
地
か
ら
ス
、
・
・
ス
は
、
土
地
生
産
物
が
「
ふ
つ
う
市
場
へ
も
た
ら
さ
れ
う
る
」
条
件
は
そ
の
「
通
常
価
格
」
が

「
十
分
な
価
格
」
（
１
１
〈
資
本
填
補
分
十
平
均
利
潤
Ｖ
）
に
達
し
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
も
し
土
地
生
産
物
の
「
通
常
価
格
」
が
「
十

分
な
価
格
」
よ
り
も
高
げ
れ
ば
、
そ
の
剰
余
分
は
当
然
、
地
代
に
な
る
と
主
張
す
る
。
固
ま
た
彼
は
、
土
地
生
産
物
の
「
若
干
部
分
」

に
た
い
し
て
は
「
十
分
な
価
格
よ
り
も
高
い
価
格
を
必
ず
っ
ね
に
生
じ
さ
せ
る
ほ
ど
の
需
要
が
あ
る
」
の
で
、
そ
れ
ら
は
「
必
ず
っ

ね
に
地
主
に
地
代
を
も
た
ら
す
」
が
、
他
方
、
土
地
生
産
物
の
「
他
の
諸
部
分
」
の
場
合
に
は
、
「
〔
「
十
分
な
価
格
」
以
上
の
〕
高
い
価
格



を
生
じ
さ
せ
る
ほ
ど
の
需
要
が
あ
る
」
と
は
か
ぎ
ら
な
い
か
ら
、
そ
れ
ら
は
地
主
に
地
代
を
も
た
ら
す
と
き
も
あ
れ
ば
、
も
た
ら
さ

な
い
と
き
も
あ
る
、
と
考
え
る
。
内
こ
う
し
て
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
、
地
代
と
は
土
地
生
産
物
の
「
通
常
価
格
」
が
そ
の
「
十
分
な

価
格
」
を
越
え
た
さ
い
の
価
格
超
過
分
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
説
き
、
か
つ
、
あ
る
土
地
生
産
物
の
「
通
常
価
格
」
が
そ
の
「
十
分
な

価
格
」
を
上
回
っ
て
地
代
を
も
た
ら
す
か
ど
う
か
は
需
要
の
状
態
い
か
ん
に
よ
っ
て
決
ま
る
と
す
る
。
向
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
主

張
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
ス
ミ
ス
は
、
・
第
七
章
（
お
よ
び
後
続
の
第
八
～
第
十
章
）
で
の
自
説
を
否
認
し
崩
壊
さ
せ
た
と
い
わ
ね
ぼ
な
ら
な

い
、
な
ぜ
な
ら
、
そ
こ
で
は
彼
は
、
自
由
競
争
の
諸
条
件
の
も
と
で
は
地
代
が
恒
常
的
に
そ
の
「
自
然
率
」
以
下
に
た
る
こ
と
は
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

り
え
ず
、
だ
か
ら
ま
た
、
土
地
が
生
産
に
は
い
る
と
き
に
は
地
代
は
っ
ね
に
「
価
格
の
構
成
部
分
」
を
な
す
、
と
論
じ
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。
ケ
リ
し
か
し
ス
ミ
ス
自
身
は
、
さ
ら
に
す
す
ん
で
、
「
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
地
代
は
賃
金
や
利
潤
と
は
異
匁
っ
た
仕
方
で
諸

・
商
品
の
価
格
の
構
成
に
－
参
加
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
云
々
と
述
べ
て
、
　
「
十
分
な
価
格
」
の
考
え
を
土
地
生
産
物
だ
け
で
な

く
非
土
地
生
産
物
に
も
適
用
す
る
。
ク
↓
こ
う
し
て
彼
は
、
〈
資
本
補
填
分
十
平
均
利
潤
Ｖ
を
含
意
す
る
「
十
分
な
価
格
」
を
、
第
七

章
で
の
本
来
的
な
「
自
然
価
格
」
に
代
わ
る
第
二
の
「
自
然
価
格
」
概
念
と
し
て
提
起
し
た
の
で
あ
っ
た
。
吊
ス
、
・
・
ス
が
こ
の
「
十

分
な
価
格
」
　
　
第
二
の
「
自
然
価
格
」
概
念
　
　
を
説
く
場
合
に
は
、
彼
は
、
「
資
本
は
ブ
ル
シ
ョ
ア
杜
会
の
い
っ
さ
い
を
支
配

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

す
る
経
済
力
で
あ
る
」
と
い
う
点
を
鋭
く
見
抜
い
て
、
　
「
資
本
に
と
っ
て
十
分
な
」
価
格
は
そ
の
本
性
上
、
地
代
を
排
除
す
る
と
い

う
事
情
を
正
し
く
把
握
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
出
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
が
、
土
地
生
産
物
に
つ
い
て
「
通
常
価
格
」
と
「
十
分
な

価
格
」
と
を
区
別
し
、
か
っ
、
地
代
は
「
十
分
な
価
格
」
を
越
え
る
剰
余
分
だ
と
す
る
と
き
に
は
、
彼
は
、
「
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
杜
会
の
い

っ
さ
い
を
支
配
す
る
経
済
力
」
た
る
資
本
も
、
現
実
世
界
で
は
土
地
所
有
の
側
か
ら
の
抵
抗
に
出
会
っ
て
一
定
の
譲
歩
を
せ
ざ
る
を

え
な
い
、
と
い
う
点
に
ー
少
な
く
と
も
感
づ
い
て
い
る
。
臼
ま
た
ス
ミ
ス
が
、
　
「
本
来
の
地
代
」
は
総
じ
て
「
一
個
の
独
占
価
格
」
だ

　
　
　
　
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
自
然
価
格
論
に
つ
い
て
．
（
下
）
（
岡
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
（
八
六
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六
（
八
六
八
）

と
強
調
す
る
さ
い
に
は
、
彼
は
、
土
地
所
有
の
独
占
が
土
地
生
産
物
の
価
格
形
成
に
一
定
の
干
渉
作
用
を
お
よ
ぼ
す
こ
と
、
し
た
が

っ
て
土
地
生
産
物
の
価
格
規
定
と
非
土
地
生
産
物
の
そ
れ
と
の
あ
い
だ
に
は
相
違
が
生
じ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
を
察
知
し
て
い
る
と

い
っ
て
よ
い
。

　
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
５
　
第
十
一
章
第
一
節
の
地
代
論
に
つ
い
て
（
本
稿
珊
の
三
の
要
約
）
。
　
　
Ｈ
こ
こ
で
は
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
、
　
「
食
物
」
を
産
出

　
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

す
る
土
地
の
地
代
を
、
「
十
分
な
価
格
」
を
越
え
る
剰
余
分
と
し
て
示
そ
う
と
す
る
が
、
し
か
し
、
彼
は
重
農
主
義
的
思
考
様
式
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

と
に
、
も
っ
ぱ
ら
現
物
形
態
で
の
剰
余
を
と
り
あ
げ
て
「
食
物
」
の
価
格
を
問
題
に
し
な
い
の
で
、
地
主
の
手
に
「
残
る
」
地
代
が

生
産
物
の
た
ん
な
る
剰
余
と
見
な
さ
れ
、
こ
う
し
て
地
代
の
本
質
に
つ
い
て
の
説
明
が
不
十
分
の
ま
ま
に
終
っ
て
い
る
。
Ｏ
Ａ
・
ス

、
・
・
ス
は
「
穀
産
地
の
地
代
が
他
の
す
べ
て
の
耕
地
の
そ
れ
を
観
制
す
る
」
点
を
正
し
く
強
調
す
る
の
だ
が
、
Ｌ
か
し
彼
に
あ
っ
て
は
、

「
穀
産
地
の
地
代
」
そ
の
も
の
は
主
と
し
て
現
物
彩
態
で
考
え
ら
れ
て
お
り
、
た
ん
に
そ
の
存
在
が
前
提
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
臼
こ
の
場
合
、
ス
、
ミ
ス
自
身
は
、
　
「
食
物
に
た
い
す
る
需
要
は
つ
ね
に
多
か
れ
少
な
か
れ
存
在
す
る
」
と
の
見
地
か
ら
、
穀
物

の
「
通
常
価
格
」
　
　
し
か
も
「
十
分
な
価
格
」
よ
り
も
高
い
「
通
常
価
格
」
を
事
実
上
、
前
提
し
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
噂
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

れ
ど
も
彼
は
、
「
食
物
」
の
「
通
常
価
格
」
は
な
畦
つ
ね
に
そ
の
「
十
分
な
価
格
」
よ
り
も
高
く
な
る
の
か
を
立
ち
入
っ
て
考
察
し
な

い
の
で
、
他
の
す
べ
て
の
耕
地
の
地
代
を
境
制
す
る
と
さ
れ
る
「
穀
産
地
の
地
代
」
そ
の
も
の
が
ど
の
よ
う
に
し
て
決
定
さ
れ
る
か
は

不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。
固
し
か
し
ス
ミ
ス
は
、
「
ノ
ル
ウ
ェ
ー
や
ス
コ
ヅ
ト
ラ
ソ
ド
で
の
も
っ
と
も
さ
び
れ
は
て
た
荒
地
〔
１
１
牧
場
〕
」

に
お
げ
る
「
あ
る
少
額
の
地
代
」
を
問
題
に
し
て
絶
対
地
代
の
存
在
を
認
め
て
お
り
、
ま
た
、
そ
の
さ
い
優
等
地
で
の
差
額
地
代
に

杢
言
及
し
て
い
る
。
内
と
い
っ
て
も
彼
自
身
は
、
絶
対
地
代
と
差
額
地
代
と
を
明
確
に
区
別
す
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
両
者
を
融
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

さ
せ
つ
つ
、
も
っ
ぱ
ら
地
代
の
平
均
率
を
取
り
扱
う
の
で
は
あ
る
が
。
佃
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
が
、
　
「
本
来
の
地
代
」
は
「
一
個
の
独



占
価
格
」
だ
と
し
て
絶
対
地
代
の
存
在
を
認
め
る
場
合
に
は
、
彼
は
、
土
地
所
有
の
独
占
が
未
耕
地
で
の
無
地
代
の
投
資
を
制
限
す

る
結
果
、
農
産
物
や
畜
産
物
な
ど
の
土
地
生
産
物
の
価
格
が
騰
貴
せ
ざ
る
を
え
な
い
、
と
い
う
事
情
に
感
づ
い
て
い
る
と
い
っ
て
よ

い
。
い
だ
が
ス
ミ
ス
は
、
　
「
食
物
」
の
「
通
常
価
格
」
が
つ
ね
に
そ
の
「
十
分
な
価
格
」
を
上
回
る
の
は
自
明
の
こ
と
だ
と
解
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

い
た
の
で
、
　
「
食
物
」
を
産
出
す
る
土
地
で
は
な
ぜ
「
地
主
に
た
い
す
る
地
代
と
し
て
、
っ
ね
に
若
干
の
も
の
が
残
る
」
の
か
を
理

論
的
に
－
解
明
し
よ
う
と
は
し
た
い
。
０
づ
の
み
た
ら
ず
、
Ａ
・
ス
ミ
ス
は
、
　
「
ご
く
少
数
の
葡
萄
園
」
そ
の
他
に
お
げ
る
独
占
地
代
の

説
明
に
さ
い
し
て
、
第
十
一
章
の
序
論
的
部
分
で
す
で
に
止
揚
さ
れ
た
は
ず
の
第
一
の
「
自
然
価
格
」
概
念
へ
逆
戻
り
す
る
傾
向
を

見
せ
て
い
る
。
冊
し
か
し
、
彼
は
こ
の
場
合
、
第
一
の
「
自
然
価
格
」
概
念
へ
単
純
に
逆
転
し
て
い
る
わ
げ
で
は
な
く
、
地
代
と
は

土
地
生
産
物
の
「
通
常
価
格
」
が
そ
の
「
十
分
な
価
格
」
を
越
え
る
超
過
分
だ
と
す
る
第
十
一
章
の
基
本
的
立
場
を
と
も
か
く
も
保

持
し
て
い
る
点
が
、
注
意
さ
れ
ね
ば
た
ら
な
い
。

　
６
〕
　
第
十
一
章
第
二
節
の
地
代
論
に
っ
い
て
（
本
稿
呵
の
四
の
要
約
）
。
　
　
い
こ
こ
で
は
ス
ミ
ス
は
ま
ず
、
「
食
物
」
は
「
地
代
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
〔

本
源
的
た
源
泉
」
で
あ
る
と
と
も
に
、
　
「
食
物
の
豊
富
さ
」
は
「
他
の
都
類
の
生
産
物
」
に
た
い
し
て
そ
の
「
価
値
」
を
与
え
る
と

す
る
が
、
こ
う
主
張
す
る
ス
ミ
ス
は
支
配
労
働
説
の
見
地
に
立
っ
て
い
て
、
　
「
土
地
改
良
の
結
果
と
し
て
の
豊
富
た
食
物
」
が
「
他

の
部
類
の
生
産
物
」
に
た
い
す
る
需
要
を
生
み
出
し
、
か
つ
、
こ
の
需
要
が
こ
れ
ら
の
生
産
物
に
「
価
値
」
を
「
賦
与
す
る
」
、
と
い

う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
。
Ｏ
さ
ら
に
ス
ミ
ス
は
、
　
「
食
物
」
以
外
の
「
土
地
生
産
物
の
他
の
諾
部
分
」
に
。
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ら
に
た

い
す
る
需
要
が
「
十
分
な
価
格
」
以
上
の
高
い
価
格
を
生
じ
さ
せ
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
の
で
、
そ
れ
ら
は
　
　
「
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
」

に
制
約
さ
れ
て
　
　
必
ず
し
も
地
主
に
地
代
を
も
た
ら
さ
な
い
と
し
て
、
木
材
・
石
炭
・
貴
金
属
な
ど
の
場
合
に
っ
い
て
右
の
「
さ

ま
ざ
ま
な
事
情
」
を
考
察
す
る
。
臼
そ
し
て
森
林
地
代
に
っ
い
て
ス
ミ
ス
は
、
そ
れ
は
牧
場
地
代
と
同
様
、
　
「
穀
産
地
の
地
代
」
に

　
　
　
　
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
自
然
価
格
論
に
つ
い
て
（
下
）
（
岡
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
（
八
六
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
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（
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第
五
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）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
（
八
七
〇
）

よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
と
説
く
が
、
こ
の
よ
う
に
説
く
さ
い
の
ス
ミ
ス
は
、
マ
ル
ク
ス
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
　
「
木
材
は
食
料
と

し
て
は
役
立
た
た
い
と
は
い
え
、
そ
の
部
類
に
属
す
る
」
こ
と
を
事
実
上
と
ら
え
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
域
ア
ダ
ム
・

ス
、
、
、
ス
は
、
　
「
も
っ
と
も
多
産
的
な
炭
坑
が
、
そ
の
近
隣
に
あ
る
他
の
す
べ
て
の
炭
坑
に
お
げ
る
石
炭
の
価
格
を
規
制
す
る
」
と
述

べ
て
、
土
地
が
私
有
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
地
代
（
１
１
絶
対
地
代
）
が
支
払
わ
れ
な
い
ヶ
ー
ス
、
す
た
わ
ち
、
炭
坑
の
所
有
者
自
身
が

「
企
業
家
」
に
な
っ
て
平
均
利
潤
だ
げ
を
取
得
す
る
ヶ
－
ス
を
間
題
に
す
る
の
だ
が
、
こ
の
場
合
に
は
ス
ミ
ス
は
、
「
十
分
な
価
格
」

で
の
供
給
が
相
対
的
に
大
き
い
た
め
に
土
地
所
有
が
そ
の
経
済
的
効
力
を
失
う
こ
と
が
あ
り
う
る
、
と
い
う
点
を
正
し
く
把
握
し
て

い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
固
Ａ
．
ス
、
、
、
ス
は
、
金
属
鉱
山
の
地
代
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
鉱
山
を
稼
働
さ
せ
る
の
に
使
用
さ
れ
た
資
財
を
、

そ
の
通
常
利
潤
と
と
も
に
回
収
し
た
の
ち
に
、
な
お
そ
の
所
有
者
の
手
も
と
に
残
る
残
余
」
、
い
い
か
え
れ
ば
「
十
分
た
価
格
」
を
越

え
る
剰
余
分
だ
と
す
る
。
内
そ
の
さ
い
彼
は
、
炭
坑
の
場
合
と
同
様
、
金
属
鉱
山
に
つ
い
て
も
、
も
っ
と
も
豊
度
の
高
い
鉱
山
が

「
あ
ら
ゆ
る
鉱
山
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
金
属
の
価
格
」
を
規
制
す
る
と
考
え
る
。
他
つ
ま
り
ス
ミ
ス
は
、
金
属
鉱
山
に
つ
い
て
も
、

土
地
私
有
が
存
在
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
地
代
が
支
払
わ
れ
な
い
ヶ
－
ス
が
あ
り
う
る
と
す
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
も
彼
は
、
　
「
十
分
な

価
格
」
で
の
供
給
が
大
き
い
と
い
う
条
件
の
も
と
で
土
地
所
有
が
資
本
に
低
抗
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
、
と
い
う
点
に
気
づ
い

て
い
る
わ
げ
で
あ
る
。
¢
リ
ァ
ダ
ム
．
ス
、
、
・
ス
は
、
石
炭
や
貴
金
属
の
「
最
低
価
格
」
（
ま
た
は
「
最
低
通
常
価
格
」
）
は
そ
れ
ら
の
「
十
分

な
価
格
」
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
と
述
べ
る
が
、
こ
の
場
合
の
ス
ミ
ス
は
無
理
な
一
般
化
を
お
こ
な
っ
て
い
て
、
鉱
山
で
は
ひ
か
む

劣
等
な
種
類
か
ら
よ
り
優
良
な
種
類
へ
進
む
と
想
定
し
っ
っ
、
も
っ
と
も
多
産
的
な
鉱
山
が
ひ
か
む
市
場
調
整
機
能
を
果
た
す
も
の

と
考
え
て
い
る
。
的
し
か
し
ス
、
、
・
ス
が
、
こ
う
い
う
無
理
な
一
般
化
を
お
こ
な
っ
た
う
え
で
、
鉱
山
の
所
有
者
自
身
が
「
企
業
家
」

に
な
る
ヶ
ー
ス
　
　
こ
こ
で
は
、
「
彼
〔
地
主
〕
に
と
っ
て
は
、
彼
自
身
が
土
地
所
有
者
で
あ
る
た
め
に
、
土
地
所
有
は
脊
在
レ
か
い
」



“

（
傍
点
は
マ
ル
ク
ス
）
　
　
を
脳
裡
に
描
き
っ
っ
、
石
炭
や
貴
金
属
の
「
最
低
価
格
」
は
そ
れ
ら
の
「
十
分
た
価
格
」
に
よ
っ
て
観
制

さ
れ
る
と
論
ず
る
さ
い
に
は
、
彼
は
、
地
代
を
含
ま
な
い
「
十
分
な
価
格
」
を
も
っ
て
市
場
価
格
の
運
動
の
重
心
点
っ
ま
り
「
中
心

価
格
」
と
解
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
冊
し
か
も
ス
ミ
ス
は
、
　
「
十
分
な
価
格
」
が
「
最
低
価
格
」
を
規
制
す
る
と
い
う
こ
の
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

え
を
「
他
の
す
べ
て
の
商
品
」
に
も
適
用
し
て
、
総
じ
て
商
品
の
「
最
低
価
格
」
は
地
代
を
含
ま
な
い
「
十
分
な
価
格
」
に
よ
っ
て

規
制
さ
れ
る
と
す
る
。
尚
こ
う
し
て
彼
は
、
石
炭
や
貴
金
属
だ
げ
で
は
な
く
「
他
の
す
べ
て
の
商
品
」
に
っ
い
て
も
、
　
「
十
分
な
価

格
」
を
市
場
価
格
の
変
動
の
重
心
点
あ
る
い
は
「
中
心
価
格
」
た
ら
し
め
た
の
で
あ
っ
た
。
自
だ
か
ら
、
第
十
一
章
の
序
論
的
部
分

で
ス
ミ
ス
が
「
十
分
な
価
格
」
（
１
１
〈
資
本
補
填
分
十
平
均
利
潤
Ｖ
）
を
、
第
七
章
（
お
よ
び
第
八
～
第
十
章
）
で
の
本
来
的
な
「
自
然
価

格
」
概
念
に
代
わ
る
第
二
の
「
自
然
価
格
」
概
念
と
し
（
提
出
し
た
の
は
、
右
の
よ
う
た
「
最
低
価
格
」
１
－
「
十
分
な
価
格
」
論
を
先

取
り
Ｌ
て
の
こ
と
だ
っ
た
わ
げ
で
あ
る
。
曽
Ａ
・
ス
ミ
ス
の
「
最
低
価
格
」
１
１
「
十
分
な
価
格
」
論
は
前
述
の
よ
う
な
無
理
な
一
般
に

基
づ
い
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
、
彼
が
石
炭
や
貴
金
属
の
「
最
低
価
格
」
の
考
察
過
程
で
、
地
代
を
含
ま
な
い
「
十
分
な
価

格
」
　
　
第
二
の
「
自
然
価
格
」
概
念
　
　
に
到
達
し
た
こ
と
は
、
彼
の
大
き
な
功
績
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
陶
た
だ

し
ス
ミ
ス
は
、
他
方
で
は
、
た
と
え
ぼ
銀
の
「
最
低
価
格
」
に
「
特
定
の
租
税
」
す
な
わ
ち
地
代
を
含
ま
せ
な
が
ら
、
貴
金
属
な
ど

の
土
地
生
産
物
に
か
ん
し
て
も
第
一
の
「
自
然
価
格
」
概
念
へ
の
復
帰
傾
向
を
見
せ
て
い
る
の
だ
が
。

　
さ
て
、
以
上
が
、
本
稿
に
お
げ
る
上
来
の
吟
味
・
検
討
を
っ
う
じ
て
ス
ミ
ス
自
然
価
格
論
に
っ
い
て
明
ら
か
に
な
っ
た
諸
点
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
次
の
よ
う
に
い
う
こ
と
が
で
き
ょ
う
。
　
　
ス
、
・
・
ス
『
国
富
論
』
（
第
一
篇
）
に
は
、
〈
平
均
賃
金

十
平
均
利
潤
十
平
均
地
代
Ｖ
を
意
味
す
る
第
一
の
「
自
然
価
格
」
概
念
と
、
〈
資
本
補
填
分
十
平
均
利
潤
Ｖ
を
含
意
す
る
第
二
の

「
自
然
価
格
」
概
念
と
が
あ
っ
て
、
第
七
章
の
自
然
価
格
・
市
場
価
格
論
お
よ
び
第
八
～
十
章
の
賃
金
．
利
潤
論
は
前
者
の
見
地
か

　
　
　
　
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
自
然
価
格
論
に
つ
い
て
（
下
）
（
岡
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
（
八
七
一
）
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ら
説
か
れ
て
お
り
、
第
十
一
章
の
地
代
論
は
後
者
に
基
づ
い
て
展
開
さ
れ
て
い
る
、
と
。
も
っ
と
も
、
ス
ミ
ス
は
第
七
章
で
も
地
代

を
含
ま
ぬ
「
最
低
価
格
」
に
つ
い
て
語
っ
て
お
り
、
こ
う
し
て
、
は
や
く
も
同
章
で
第
二
の
「
自
然
価
格
」
概
念
の
原
型
を
示
し
て

い
る
の
だ
が
。
ま
た
他
方
、
彼
は
第
十
；
早
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
　
　
「
人
問
の
食
物
」
に
つ
い
て
も
、
貴
金
属
な
ど
「
土
地
生
産

物
の
他
の
諾
部
分
」
に
つ
い
て
も
　
　
第
一
の
「
自
然
価
格
」
概
念
へ
の
復
帰
傾
向
を
見
せ
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
。

　
そ
れ
は
と
も
か
く
、
ア
ダ
ム
．
ス
ミ
ス
が
、
自
説
に
お
い
て
前
後
撞
着
し
な
が
ら
も
、
第
十
一
章
に
い
た
っ
て
「
十
分
な
価
格
」

を
、
第
七
章
（
お
よ
び
後
続
の
第
八
～
十
章
）
で
の
本
来
的
な
「
自
然
価
格
」
概
念
に
代
置
し
た
こ
と
は
、
彼
の
大
き
た
理
論
的
前
進
で

あ
っ
た
と
し
た
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
　
　
重
ね
て
い
う
が
　
　
こ
の
場
合
に
は
彼
ス
ミ
ス
は
、
競
争
場
裡
の
個
別
資
本

家
の
立
場
か
ら
「
資
本
主
義
的
生
産
の
立
場
」
１
１
「
資
本
の
立
場
」
へ
と
、
み
ず
か
ら
の
立
場
を
転
換
さ
せ
た
が
ら
、
「
賢
本
む
ど
ツ
心

十
分
な
」
価
格
は
そ
の
本
性
上
、
地
代
を
排
除
す
る
と
い
う
点
を
鋭
く
洞
察
し
て
い
る
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
Ａ
一
ス
ミ

ス
　
　
「
文
明
杜
会
」
で
の
投
下
労
働
説
の
妥
当
性
を
否
認
す
る
Ａ
・
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
「
十
分
な
価
格
」
と
価
直
法
則
と

の
関
連
の
問
題
は
総
じ
て
考
察
の
対
象
と
は
な
ら
た
い
。
し
か
し
ス
ミ
ス
は
、
〈
資
本
補
填
分
十
平
均
利
潤
Ｖ
を
含
意
す
る
「
十
分

な
価
格
」
を
第
二
の
「
自
然
価
格
」
概
念
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
の
「
三
位
一
体
的
定
式
」
の
価
格
論
的
反
映
に
す

ぎ
な
い
第
一
の
「
自
然
価
格
」
概
念
を
自
分
自
身
で
止
揚
し
、
こ
う
し
て
科
学
的
生
産
価
格
論
へ
の
道
を
き
り
ひ
ら
い
た
の
で
あ
っ

た
。
こ
こ
に
わ
れ
わ
れ
は
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
が
そ
の
自
然
価
格
論
の
展
開
過
程
で
「
十
分
な
価
格
」
す
な
わ
ち
第
二
の
「
自
然
価

格
」
概
念
を
提
起
し
た
こ
と
の
絶
大
な
学
間
的
功
績
を
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
リ
カ
ー
ド
ウ
は
、
ス
、
ミ
ス
『
国
富
論
』
に
見
ら
れ
る
二
っ
の
「
自
然
価
格
」
概
念
の
う
ち
、
ど
ち
ら
を
受
げ
入
れ
継
承

し
た
の
で
あ
ろ
う
か
？
　
そ
れ
は
　
　
結
論
を
先
に
い
え
ば
　
　
第
二
の
「
自
然
価
格
」
概
念
で
あ
っ
た
。
い
ま
、
こ
の
点
を
示
す



も
の
と
し
て
、
『
経
済
学
お
よ
び
課
税
の
原
理
』
（
第
四
章
「
自
然
価
格
と
市
場
価
格
に
っ
い
て
」
）
か
ら
次
の
一
文
を
引
用
し
て
お
く
こ
と

ア
」
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
「
諸
商
品
の
市
場
価
格
が
、
あ
る
期
問
に
わ
た
っ
て
、
ひ
き
っ
づ
き
そ
の
自
然
価
格
を
は
る
か
に
上
回
る
か
、
は
る
か
に
下
回

　
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
は
、
自
分
の
資
金
を
よ
り
不
利
な
用
途
か
ら
よ
り
有
利
た
用
途
へ
転
じ
よ
う
と
す
る
、
各
資
本
家
の
も
っ

　
欲
求
で
あ
る
。
こ
の
競
争
こ
そ
は
、
諸
商
品
の
生
産
に
必
要
な
労
働
に
た
い
す
る
賃
金
、
お
よ
び
、
使
用
さ
れ
た
資
本
を
そ
の
本

　
来
の
能
率
状
態
に
置
く
の
に
要
す
る
他
の
す
べ
て
の
経
費
を
支
払
っ
た
あ
と
に
残
る
価
値
、
す
な
わ
ち
利
潤
（
◎
き
邑
易
）
が
、
各

　
事
業
に
お
い
て
、
使
用
さ
れ
た
資
本
の
価
値
に
比
例
す
る
よ
う
に
、
諸
商
品
の
交
換
価
値
を
調
整
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
」

　
（
専
“
ミ
ミ
婁
、
ざ
き
、
ぎ
§
～
ｏ
ミ
ミ
魯
◎
ミ
§
亀
ミ
ｂ
・
き
§
ミ
ｐ
く
◎
＝
一
〇
・
０
Ｈ
・
『
原
理
』
、
『
リ
カ
ー
ド
ウ
全
集
』
第
一
巻
、
一
〇
七
頁
、

　
傍
点
は
引
用
者
）
、

　
こ
こ
で
リ
ヵ
ー
ド
ゥ
が
、
い
諾
商
品
の
「
自
然
価
格
」
は
「
諸
商
品
の
生
産
に
必
要
な
労
働
に
た
い
す
る
賃
金
、
お
よ
び
、
使
用

さ
れ
た
資
本
を
そ
の
本
来
の
能
率
状
態
に
置
く
の
に
要
す
る
他
の
す
べ
て
の
経
費
」
と
、
「
使
用
さ
れ
た
資
本
の
価
値
に
比
例
す
る
」

利
潤
と
の
合
計
、
す
な
わ
ち
く
資
本
補
填
分
十
平
均
利
潤
Ｖ
だ
と
し
て
い
る
こ
と
、
に
つ
自
由
競
争
の
も
と
で
は
、
こ
の
よ
う
な
も
の

と
し
て
の
「
自
然
価
格
」
が
「
諾
商
品
の
市
場
価
格
」
の
運
動
の
重
心
点
　
　
あ
る
い
は
ス
、
・
・
ス
の
い
う
「
中
心
価
格
」
　
　
に
た

る
と
考
え
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
っ
ま
り
、
右
の
一
文
だ
げ
か
ら
し
て
も
わ
れ
わ
れ
は
、
リ
ヵ
－
ド
ウ
が
ス
、
・
・
ス
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
）

継
承
し
た
の
は
第
二
の
「
自
然
価
格
」
概
念
で
あ
っ
た
と
い
う
点
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
わ
げ
で
あ
る
。

　
　
（
注
）
　
『
剰
余
価
値
学
説
史
』
（
第
二
分
冊
）
の
な
か
で
マ
ル
ク
ス
は
、
ス
、
・
・
ス
の
「
十
分
な
価
格
」
概
念
に
っ
い
て
コ
メ
ソ
ト
す
る
に
さ
い
し

　
　
　
　
て
、
こ
の
点
に
も
言
及
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
　
　
　
「
…
…
十
分
な
価
格
す
な
わ
ち
費
用
価
格
は
、
賃
金
と
利
潤
と
だ
け
を
支
払
う
の
で
あ
っ
て
、
地
代
を
排
除
す
る
の
で
あ
る
。
生
産
物

　
　
　
　
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
自
然
価
格
論
に
つ
い
て
（
下
）
（
岡
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
（
八
七
三
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
（
八
七
四
）

　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

が
十
分
な
価
格
よ
り
も
は
る
か
に
多
く
を
支
払
う
と
す
れ
ぱ
、
そ
れ
は
高
い
地
代
を
支
払
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
い
く
ら
か
多
く
を
支
払

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

う
と
す
れ
ぽ
、
そ
れ
は
僅
か
な
地
代
を
支
払
う
。
そ
れ
が
正
確
に
、
た
だ
十
分
な
価
格
だ
け
を
支
払
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
少
し
も
地
代

　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

を
支
払
わ
な
い
。
生
産
物
の
実
際
の
価
格
が
、
利
潤
と
労
賃
と
を
支
払
う
そ
の
十
分
な
価
格
と
一
致
す
れ
ぱ
、
そ
れ
は
少
し
も
地
代
を
支

　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

払
わ
な
い
。
地
代
は
、
っ
ね
に
、
十
分
な
価
格
を
越
え
る
一
剰
余
で
あ
る
。
十
分
な
価
格
は
そ
の
性
質
上
、
地
代
を
排
除
す
る
の
で
あ
る
。

、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

こ
れ
こ
そ
、
リ
カ
ー
ド
ウ
の
理
論
で
あ
る
。
彼
は
、
Ａ
・
ス
ミ
ス
の
、
十
分
な
価
格
す
な
わ
ち
費
用
価
格
の
観
念
を
受
け
入
れ
、
こ
れ
と
自

然
価
格
と
を
区
別
す
る
Ａ
・
ス
ミ
ス
の
前
後
撞
着
を
回
避
し
、
そ
し
て
〔
こ
の
観
念
を
〕
終
始
一
貫
さ
せ
る
の
で
あ
る
」
（
掌
§
こ
§
．
一

弓
巴
月
竃
ミ
一
団
Ｐ
』
９
↓
邑
Ｈ
一
〇
０
０
０
・
Ｏ
．
Ｓ
山
轟
・
　
『
学
説
史
』
第
二
分
冊
、
『
全
集
』
ゆ
皿
、
四
六
七
頁
、
傍
点
は
．
マ
ル
ク
ス
、

ゴ
シ
ッ
ク
は
引
用
老
）
。

　
プ
ル
ク
ス
の
こ
の
文
章
は
、
直
接
に
は
、
わ
れ
わ
れ
が
以
前
に
問
題
に
し
た
く
引
用
Ｌ
Ｖ
（
本
誌
前
号
、
六
四
頁
参
照
）
で
の
ス
ミ
ス

の
所
説
、
す
な
わ
ち
「
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
地
代
は
賃
金
や
利
潤
と
は
異
な
っ
た
仕
方
で
諸
商
品
の
価
格
の
構
成
に
参
加
す
る
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
」
云
々
と
い
う
所
説
を
論
評
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
マ
ル
ク
ス
が
、
リ
カ
ー
ド
ウ
は
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
か
ら
「
十

分
な
価
格
」
　
　
第
二
の
「
自
然
価
格
」
概
念
　
　
を
継
承
す
る
と
と
も
に
、
Ａ
・
ス
ミ
ス
の
第
一
の
「
自
然
価
格
」
概
念
は
こ
れ
を
批

判
的
に
排
除
し
た
、
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。

　
　
こ
の
よ
う
に
リ
カ
ー
ド
ウ
は
、
ス
、
・
・
ス
『
国
富
論
』
か
ら
第
二
の
「
自
然
価
格
」
概
念
を
受
け
っ
い
で
「
自
然
価
格
」
・
イ
コ
ー

、
ル
・
〈
資
本
補
填
分
十
平
均
利
潤
Ｖ
と
す
る
の
だ
が
、
そ
れ
と
同
時
に
彼
は
、
投
下
労
働
量
あ
る
い
は
労
働
時
間
に
よ
っ
て
規
定
さ

れ
た
価
値
を
「
自
然
価
格
」
ま
た
は
「
自
然
価
値
（
艘
ｏ
竃
け
員
巴
く
竺
畠
）
」
と
呼
ぶ
。
そ
し
て
リ
ヵ
ー
ド
ウ
は
、
こ
の
価
値
の
同
義

語
と
し
て
の
「
自
然
価
格
」
（
１
１
「
自
然
価
値
」
）
と
、
〈
資
本
補
填
分
十
平
均
利
潤
Ｖ
を
含
意
す
る
「
自
然
価
格
」
と
を
直
接
に
同
一

視
す
る
の
で
あ
っ
て
、
げ
ん
に
彼
は
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
　
「
か
り
に
、
す
べ
て
の
商
品
が
そ
の
自
然
価
格
に
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
す
べ
て
の
用
途
に
お
げ
る
資
本
利
潤
（
亭
¢
肩
◎
饒
汀

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
、

　
◎
｛
Ｏ
嵩
ま
－
）
が
正
確
に
同
一
率
に
あ
る
か
、
あ
る
い
は
当
事
者
の
評
価
の
う
え
で
、
彼
ら
が
保
持
す
る
か
ま
た
は
放
棄
す
る
な
ん



ら
か
の
実
際
上
ま
た
は
想
像
上
の
利
点
に
相
当
す
る
だ
げ
し
か
異
な
っ
て
い
な
い
と
し
よ
う
。
い
ま
、
流
行
の
変
化
が
絹
織
物
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
た
い
す
る
需
要
を
増
加
さ
せ
、
毛
織
物
に
た
い
す
る
そ
れ
を
減
少
さ
せ
る
も
の
と
仮
定
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
商
品
の
自
然
価
格
、

　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

す
な
わ
ち
そ
れ
ら
の
生
産
に
１
必
要
た
労
働
量
は
、
ひ
き
っ
づ
い
て
不
変
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
絹
織
物
の
市
場
価
格
は
騰
貴
し
、

毛
織
物
の
そ
れ
は
下
落
す
る
で
あ
ろ
う
。
…
…
絹
織
物
に
た
い
す
る
こ
の
増
加
し
た
需
要
は
、
資
本
お
よ
び
労
働
の
毛
織
物
製
造

業
か
ら
絹
織
物
製
造
業
へ
の
移
転
に
ょ
っ
て
、
問
も
た
く
充
た
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
と
き
に
－
は
、
絹
織
物
と
毛
織
物
の
市
場

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

価
格
は
再
び
そ
の
自
然
価
格
に
接
近
し
、
そ
こ
で
通
常
利
潤
（
亭
¢
易
§
一
肩
ｓ
芭
が
こ
れ
ら
の
商
品
の
そ
れ
ぞ
れ
の
製
造
業
者

　
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
」
（
守
ぎ
ミ
享
冒
８
－
り
Ｈ
・
前
掲
訳
書
、
一
〇
六
－
一
〇
七
頁
、
傍
点
は
引
用
者
）
。

　
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
リ
カ
ー
ド
ウ
は
一
方
で
は
、
平
均
利
潤
率
を
所
与
の
も
の
と
前
提
し
て
「
自
然
価
格
」
に
く
資
本
補
填
分
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

平
均
利
潤
Ｖ
を
意
味
さ
せ
る
と
同
時
に
、
他
方
で
は
、
　
「
そ
れ
ら
の
商
品
の
自
然
価
格
、
す
な
わ
ち
そ
れ
ら
の
生
産
に
必
要
な
労
働

量
は
…
…
」
と
い
う
。
こ
う
し
て
彼
は
、
価
値
の
同
義
語
と
し
て
の
「
自
然
価
格
」
あ
る
い
は
「
自
然
価
値
」
と
、
〈
資
本
補
填
分

十
平
均
利
潤
Ｖ
を
合
意
す
る
「
自
然
価
格
」
　
　
ア
タ
ム
・
ス
ミ
ス
の
第
二
の
「
自
然
価
格
」
概
念
　
　
と
を
完
全
に
同
一
視
す
る

　
　
　
　
（
注
）

わ
げ
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ぼ
、
わ
れ
わ
れ
は
、
リ
ヵ
ー
ド
ウ
の
「
自
然
価
格
」
も
ま
た
二
重
の
概
念
内
容
を
も
っ
て
い
る
と
い

わ
ね
ば
な
る
ま
い
が
、
し
か
し
彼
に
。
あ
っ
て
は
、
〈
平
均
賃
金
十
平
均
利
潤
十
平
均
地
代
Ｖ
を
意
味
す
る
Ａ
・
ス
、
・
・
ス
の
第
一
の
「
自

然
価
格
」
概
念
は
厳
し
く
排
除
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
、
ス
ミ
ス
の
場
合
と
は
根
本
的
に
異
な
っ
て
い
る
と
し
な
げ
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
　
（
注
）
　
リ
ヵ
ー
ド
ウ
は
『
原
理
』
第
一
章
「
価
値
に
つ
い
て
」
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。
　
　
　
「
マ
ル
サ
ス
氏
は
、
一
つ
の
物
の

　
　
　
費
用
と
価
値
と
は
同
一
で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
の
が
、
私
の
学
説
の
一
部
て
あ
る
、
と
考
え
て
い
る
よ
う
て
あ
る
。
　
　
氏
の
い
う
費
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
　
　
が
、
利
潤
を
含
む
『
生
産
費
』
の
意
味
で
あ
る
な
ら
ぱ
、
そ
の
と
お
り
で
あ
る
」
（
皇
ミ
一
ｐ
ミ
・
同
上
、
五
三
頁
、
傍
点
は
引
用
者
）
。

　
　
　
　
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
自
然
価
格
論
に
つ
い
て
（
下
）
（
岡
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
（
八
七
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四
（
八
七
六
）

　
　
　
　
　
こ
の
一
文
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
、
リ
カ
ー
ド
ウ
が
、
投
下
労
働
量
あ
る
い
は
労
働
時
問
に
よ
っ
て
観
定
さ
れ
た
価
値
と
、
　
「
利
潤
を
含
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
　
　
『
生
産
費
』
」
す
な
わ
ち
Ａ
・
ス
、
・
・
ス
の
第
二
の
「
自
然
価
格
」
概
念
と
を
意
識
的
に
同
一
視
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
要
す
る
に
リ
ヵ
－
ド
ウ
は
、
ス
、
・
・
ス
『
国
富
論
』
に
見
ら
れ
る
二
っ
の
「
自
然
価
格
」
概
念
の
う
ち
第
二
の
「
自
然
価
格
」
概
念

を
受
げ
入
れ
、
か
っ
、
こ
の
「
自
然
価
格
」
（
１
－
〈
資
本
補
填
分
十
平
均
利
潤
Ｖ
）
を
、
労
働
時
問
に
よ
っ
て
観
定
さ
れ
た
価
値
（
１
１
「
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

然
価
値
」
）
と
直
接
に
同
一
視
し
た
の
で
あ
っ
た
。
本
稿
の
１
「
は
じ
め
に
」
で
わ
れ
わ
れ
が
、
リ
カ
ー
ド
ウ
は
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

二
重
的
な
「
自
然
価
格
」
概
念
の
う
ち
一
方
を
継
承
し
な
が
ら
、
み
ず
か
ら
の
独
自
な
自
然
価
格
論
　
　
あ
る
い
は
「
生
産
費
」
・

「
生
産
価
格
」
論
　
　
を
展
開
し
た
と
述
べ
た
の
は
、
こ
う
い
う
意
味
に
お
い
て
だ
っ
た
わ
げ
で
あ
る
。
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

カ
ー
ド
ウ
が
ス
、
、
、
ス
『
国
富
論
』
か
ら
第
二
の
「
自
然
価
格
」
概
念
だ
げ
を
継
承
し
た
と
い
う
こ
の
点
に
、
生
産
価
格
論
の
学
史
的

系
譜
に
お
げ
る
枢
軸
な
い
し
要
諦
を
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。




